
 

 

 

  

地域包括ケアシステムの構築を目

途に、南下浦地区エリアにて地域診

断を試みることにした。それは、当該

地域に①支援を提供しなければいけ

ない人がどれだけいて、②その地域に

現在どのような資源・サービスがあり、

③対象者は既存サービスをどのように

利用しているのかを把握・分析したう

えで、④足りない資源・サービスは何

かを把握する作業である。 

地域包括ケア推進の 
ための地域診断書 

社会福祉法人三浦市社会福祉協議会  

令和 7 年 10 月 31 日 

上宮田第 1 区の場合 
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はじめに 

 

 市民活動は、地域の人々が自らの意思で課題に取り組み、より良い社会を築こうとする営みで

す。その過程で、世代や立場の異なる人々が出会い、対話し、協働することによって、多様な価

値観や知恵が交じり合います。こうした交流やつながりは地域に新しい発想や活力をもたらし、

互いを支え合う風土を育てます。さらに、市民活動は行政では拾いきれない小さな声やニーズを

掬い上げ、地域の文化や暮らしを豊かに保つ役割をも果たすのです。このように、主体的な参加

と共感によって紡がれる市民活動は、地域社会に深みと温かみを与え、まさに「芳醇な」社会を

つくり出す源泉となるのです。 

 一方でこれを実現するのは、そう簡単ではありません。ちょっとした「仕掛け」が必要となり

ます。 

 多くの市民は地域への関心や貢献意欲を持ちながらも、参加のきっかけや活動の場を見出せ

ず、その一歩を踏み出せないでいます。ゆえに、情報の発信や出会いの場の創出、活動の見える

化などを進めることが求められるわけですが、それでも市民が地域活動に参加することは、決し

て容易なことではありません。日常生活や仕事（学業）に追われる中で、新たな活動に参加する

ことは、時間的・精神的にも一定の負荷を伴うからです。また、初めて関わる人々との協働には

不安や緊張を感じることも少なくないでしょう。 

 だからこそ、「生活支援コーディネーター」と「協議体」は、地域包括ケアシステムの構築と

いうフィルターを通して、市民活動や地域づくりを支える中核的な仕組みとして機能しなけれ

ばならないのです。 

 生活支援コーディネーターは、地域における支え合いの仕組みづくりを推進する調整役とし

て、住民や関係団体、行政、専門職などの多様な主体をつなぎ、既存の資源を有機的に結び付け

るとともに、新たなサービスや活動の創出を支援する役割を果たすことになっています。 

 一方、協議体は、生活支援コーディネーターの活動を組織的に補完すべく、地域の多様な関係

者が集まり、生活支援に関する情報共有や課題分析、方策の検討をおこなう場です。協議体の議

論を通じて、地域の実情に即した支援の方向性が整理され、コーディネーターの活動と連動しな

がら、地域全体での支援体制の充実が図られるというわけです。 

 しかし、私達は、それだけで地域社会が抱える課題が解消できるとは考えてはいません。地域

社会が抱える課題を地域住民が「我がこと、丸ごと」にするためには、地域社会に対するより深

い理解が求められると考えるからです。 

 三浦市社会福祉協議会が、ここ数年の重点的活動に「地域診断」を掲げてきたのはそのためで

す。行政や専門職による調査にとどまらず、住民自らが主体的に関わる「住民参加の地域診断」

を実施することこそが地域住民に社会参加を促す最良の手段であると思い至ったのです。住民

自身が地域の強みや課題、支え合いの可能性を共に見つめ直すことで、地域に対する愛着と当事

者意識が醸成されるのではないでしょうか。また、こうした対話と協働の過程を通じて、新たな

関係性や活動の芽が生まれ、持続可能な地域づくりの基盤が強化されるのだと私達は確信して
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います。住民参加の地域診断は、単なる現状把握にとどまらず、地域社会を共に支える意識を育

むプロセスであり、共生社会の実現に向けた第一歩として位置づけられるのではないでしょう

か。 

 そこで私達は、当該地域における地域診断を実施するにあたり、次のように踏査を計画化しま

した。 

 

１ 目的 

地域社会が抱える課題を住民自らの「我がこと」として捉え、地域に対する理解と当事者意

識を醸成するとともに、持続可能な支え合いの仕組みづくりに資することを目的とする。ま

た、地域の強みや資源を明らかにすることで、市民活動や行政施策との連携を促進し、地域共

生社会の実現を図る。 

２ 現状 

・地域内には、多様な世代・立場の住民や団体が存在する一方で、住民活動への参加は限定的

であり、情報不足や心理的・時間的負担により参加へのハードルが存在する。 

・行政や専門職による形式的な調査はおこなわれているものの、住民の視点を十分に反映し

た地域課題の把握は限定的である。 

・生活支援コーディネーターや協議体は活動しているが、住民一人ひとりの主体的な関わり

の促進にはさらなる仕組みづくりが求められる。 

３ 課題 

・住民が地域課題を自分事として認識し、参加意欲を持つための具体的なきっかけが不足し

ている。 

・地域の課題や資源に関する情報共有の仕組みが不十分であり、住民・団体・行政の連携が十

分に活かされていない。 

・初参加者や関心層が参加しやすい場の設計や支援が限定的であり、参加の心理的ハードル

が残っている。 

４ 方針 

・住民が主体的に関わる地域診断を通じて、地域課題と資源の現状を共有し、地域に対する愛

着と当事者意識を醸成する。 

・生活支援コーディネーターおよび協議体と連携し、診断の成果を市民活動や地域施策に反

映させる。 

・初参加者を含む幅広い住民が安心して参加できる環境を整備することにより、参加のハー

ドルを下げる。 

５ 取り組み 

①参加型ワークショップの開催 

住民、地域団体、専門職等が一堂に会し、地域課題や支え合いの現状を整理するワークショ

ップを実施する。しかし、ワークショップという言葉にはいかにもお堅いイメージが付きまと
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う。そこで我々は、これを「茶話会」と呼称し、大きく敷居を下げることにした。 

②地域資源マッピング 

地域の施設、団体、活動、人材などの資源を住民の視点で把握し、課題解決の可能性を見え

る化する。 

③アンケート・聞き取り調査の実施 

幅広い住民の意見を収集し、日常生活上の困りごとや希望を明らかにする。 

④情報共有と意見交換の場づくり 

ワークショップ（茶話会）や協議体での議論を通じて、診断結果を地域住民全体で共有し、

今後の活動方針に活かす。 

⑤診断結果のフィードバックと活用 

診断結果をもとに、行政・協議体・市民団体が連携して具体的な支援策や活動計画を策定す

る。 

 これらの地域踏査のプロセスを図示すると、左のようなフロー

になります。文字どおり、地域踏査に基づく地域診断は地域の組

織化に大きく寄与するものであることがご理解いただけるでし

ょう。 

 ともあれ、三浦市を取り巻く高齢化、人口減少、地域経済の低

迷といった状況は、地域包括ケアや支え合いの仕組みづくりに対

して、待ったなしの課題を私達に突きつけます。 

一方で、平成 30 年に東岡区を対象に地域診断をおこなった際

は、国土交通省の公示地価が、三浦半島地域の地価下落に暗い影

を落としている旨ご報告をしましたが、しかし、今日ではその傾

向にも変化が見られ、令和 7 年現在、三浦市の公示地価の平均は

（1 平方メートルあたり約 59,520 円《坪単価約 19 万 6,800 円》）

で、前年比＋1.1％の上昇を示しています。また、初声町では 1 平方メートルあたり 55,623 円

（坪単価 18 万 3,878 円）、前年比＋1.3％といった上昇も見られ、地域によっては底堅さを示す

傾向もあります。こうした変化は、地域の資産価値や税収基盤、住環境の側面から、地域社会の

安定性と潜在力を再評価する契機となっています。地域社会が「生きている」ことを実感する瞬

間です。 

もちろん、地価動向や統計データだけでは、地域を取り巻く「生活実態」や「支え合いの潜在

性」、「住民の課題意識」を把握することはできません。地価の変化は経済的側面を映す一方で、

高齢者の暮らしや介護ニーズ、移動手段の利便性、生きがいづくり、孤立感といった生活の実情

は数値には表れにくいからです。だからこそ、地域包括ケアシステム強化法の趣旨に沿い、地域

住民自身が主体的に地域を診断し、課題と可能性を共有することが何より重要になります。 

私達はこれまでに 8 つの地域で実施してきた地域診断の経験から、次の 3 点が明らかになり

ました。 
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１ 地域診断のプロセスそのものが、住民同士の対話と関係づくりの契機となること 

 地域を歩き、意見を交わし、課題と資源を書き出す過程で、これまで関わりの少なかった住民

同士がつながり、「地域をともに考える」関係が生まれます。 

 

２ 地域の潜在力を顕在化させ、行政や団体の支援を呼び込むきっかけとなること 

 地域診断によって見えてきた「強み」と「弱み」を整理することで、行政・専門職・住民団体

が連携し、現実的で地域に即した解決策を検討することが可能になります。 

 

３ 地域の組織化や協議体づくりに向けた第一歩となること 

 地域診断を通じて住民が課題意識を共有することで、住民相互の支え合いや第 2 層協議体な

ど、地域の自律的な仕組みづくりに発展していく可能性が高まります。 

 

これらを踏まえると、住民参加から始まり、地域診断を経て、最終的に地域の組織化へとつな

げる取り組みが、三浦市において極めて重要であるといえます。単に住民を巻き込むのではなく、

住民が主体的に行動し、継続的な関係性を築けるような仕掛けづくりが求められると考えるか

らです。 

 今後は、地域診断・住民参加・協議体構築の三つのステップを一体的に進め、地域包括ケアシ

ステムの土台を強化していくことが必要です。最新の地価動向が示すように、地域の潜在力は決

して失われてはいません。私達はこれまでの実践を踏まえ、モデル地域を軸に診断を重ね、地域

住民による、地域住民のための「地域包括ケアシステム」を構築してまいります。 

  

 最後になりますが、この取り組みを進めるうえで、最も重要な理由について申し上げます。そ

れは、地域包括ケアシステムの本質に深く関わる問題であり、私達自身の大きな反省を伴うもの

でもあります。これまで、いわゆる専門職と呼ばれる人達が、地域社会や個々の生活課題に対し

て、さまざまな形でマネジメントをおこなってきました。しかし、そのような支援のあり方だけ

では、「住民を社会資源としてどのように活用するか」という発想にとどまってしまうことに、

私達は気づかされました。この反省こそが、地域包括ケアシステムを構築するうえでの出発点で

あると考えています。そして今、私達は「住民を支援の対象として扱う」のではなく、「自らの

暮らしを自らが決定する主体として尊重する」ことが、これからの地域包括ケアの理念ではない

かと考えるようになりました。すなわち、「住み慣れた地域でどのように生きていくか」という

意思決定を、住民自身の手に取り戻すことこそが、この取り組みの核心なのです。 

 今年 7 月末に起きたカムチャツカ半島沖の地震に伴う津波警報発令時、三浦市では避難所の

開設が他市に比べて遅れたことが指摘されています。多くの自治体が発令後ただちに避難所を

開設したのに対し、本市では 16 時過ぎにようやく開設に至りました。この問題は指揮命令系統

に大きな瑕疵があったとして議会でも取り上げられました。その間、学校や民間の福祉施設など

が独自の判断で避難所を開設するに至りましたが、現場は大きな混乱に見舞われました。この事
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例は、行政対応の迅速性や危機管理体制の課題を浮き彫りにするとともに、同時に地域の主体的

な判断と行動の重要性を示すものでもあります。すなわち、地域の安全や安心を支えるうえで、

市民一人ひとりや地域団体が自らの判断に基づき行動できる仕組み、すなわち「自律的な市民活

動」が不可欠であることを改めて示したと言えます。行政の対応には限界がありますが、市民活

動は地域の実情をよく知る住民自身の力によって、より柔軟かつ迅速に動くことができます。今

後は、行政と市民活動が相互に補完し合う関係を築くことで、より強靭で持続可能な地域社会の

形成が期待されます。 
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対象地域 

今回調査するのは、上宮田第 1 区である。上宮田第 1 区は、三浦市南下浦町上宮田に位置し、

令和 7 年 6 月現在 920 世帯が暮らす区である。 

隣接する区は、高円坊東区、高円坊西区、上宮田第 2 区、上宮田第 3 区、上宮田第 5 区であ

る。南東は東京湾の内湾である金田湾、北東は横須賀市津久井との市境に接している。人家や商

店のほとんどは、海に近く、比較的平坦で標高の低い南部に集中している。また同区は、京浜急

行電鉄の三浦海岸駅と津久井浜駅の間に位置していて、南部に線路が通っている。北部は丘陵地

で、畑が占めている。区内には旭小学校（以下「旭小」とする。）、三浦幼稚園などの教育機関が

ある。 

海岸線と、そこから１本中に入った旧道付近に、コンビニエンスストア、飲食店、個人商店、

歯科、福祉施設等が点在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上宮田第１区 

©OpenStreetMap contributors 
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人口・世帯数の推移  

上宮田第１区の世帯数としては 920 世帯となっているが、人口数としては区単位でのデータ

がなく、字単位になるため、ここでは南下浦町上宮田の数を利用する。字上宮田の世帯数

4,572 に対して、上宮田第１区の世帯数は 920 で、字上宮田の約 20％の人が上宮田第１区民に

あたる。 

字上宮田の人口は 9,672 人、世帯数は 4,606（令和 7 年 6 月 1 日現在）。下グラフからもわか

るように、人口減少が続いている。ただし、ここ 10 年の三浦市全域の人口減少率は約 12.7％

である一方、字上宮田については、約 6.5％（680 人）である。 

   

字上宮田の世帯人員の平均は 2.13 人（令和 6 年 10 月 1 日現在）で、10 年の間に約 9.7％減

少している。三浦市の世帯人員の平均は 2.32 人（同上）、同期間における減少率は約 10％と近

似している。高齢化と人口減少が続いていることから、市全域と同様に、今後も世帯人員の減少

傾向は続くことが予想される。続いて人口の男女比であるが、三浦市全域の比率と近似している。 

 

歴史 

 歴史的には、康平 4（1061）年に「宮田」の地名が起こり、後に上宮田と下宮田に分かれたが、

その時期ははっきりしない。永禄 10（1567）年の北条氏の感状には「上宮田」の地名が出てく

る。昭和 30 年に市制が施行され、同年上宮田が 1 区と 2 区に分割された。 

 なお区内には、歴史ある神社仏閣がある。諏訪神社は永正（1504～1521）に起こり、文政 11

（1828）年に現在の場所に移った。毎年 7 月 26・27 日におこなわれる例祭では、上宮田第１区
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及び第２区の区民が屋台を担ぐなど、地域住民とのつながりがある。三樹院は、上宮田第 2 区に

ある十劫寺の末寺として起こった。同院ホームページによると、宝永五（1709）年に本尊がもた

らされたという。 

 

経済・産業・医療 

 駅へのアクセスが良いベッドタウンである一方、第一次産業就業者も働く地域である。近年に

おいても、新たに戸建て住宅が建設され、少数ではあるが移住者もある。北部は野菜畑が多く、

南部には漁業協同組合がある。 

 また、区南部にある三浦海岸は観光地である。昭和 41 年に三

浦海岸駅が開通し、昭和 44 年に京急三浦ビーチセンターという

海のレジャー施設が、隣接する上宮田第 2 区の海岸に開業した

こともあり、昭和 40 年代の三浦海岸は、右表のとおり賑わいを

見せていた。観光客数及び海の家は徐々に減少し、同センター

も平成 10 年に閉鎖された。令和 7 年現在、夏季は市営の海水浴場が開設

されている。 

 商業施設について、昭和 15～25 年頃には、大衆湯場、和船造船所、写

真館や日本初のオイルサーディンの缶詰工場があったそうだ。今も旧道

から海岸線沿いにかけての地域には商店、商業施設が点在している。フ

ァミリーレストランやカフェなどの飲食店、コンビニエンスストア、理容店、福祉施設などがあ

る。病院や診療所はないが、歯科医院が 2 軒ある。商店等については 67 頁より詳述する。 

 

交通と安全 

①公共交通機関 

 上宮田第１区内には、公共交通機関の駅や停留所がない。上宮田第 1 区会館（以下「区民会

館」とする。）の最寄りの駅は京浜急行電鉄の津久井浜駅で、徒歩 13 分（900ｍ）である。三浦

海岸駅からは徒歩 15 分（1.1km）である。 

 津久井浜駅にはバス停がない。三浦海岸駅バス停には、横須賀市民病院行き、衣笠十字路行き、

引橋経由三崎東岡・三崎港行き、剱崎経由三崎東岡行きがある。北部については、三浦海岸駅～

横須賀市民病院ないし衣笠十字路間を運行する京浜急行バスの「水ヶ尻」が最寄りとなる。 

 歴史的には、戦後まもなく上宮田～野比間の海岸道路（現在の国道 134 号線）が建設された。

開始時期は不明であるが、久里浜～三浦海岸に通じるバスが運行し、昭和 30 年頃までは旧道を

走っていた。昭和 41 年に京浜急行電鉄が開通したことから利用客が徐々に減り、平成元年に運

行を終了している。 

南下浦地域の海の家の申請件数

年 上宮⽥ 南下浦計

昭和34 18 18
42 57 94

平成30 7 9

年 ⼈数

昭和32 5万⼈
46 399万⼈

平成30 188万⼈

三浦海岸観光客数
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 なお、三浦市立病院の送迎バスの「上宮田

コース」は、上宮田第１区の海岸線沿いを通

る。上宮田コース中、23 か所ある停車場所

のうち「上宮田漁協前（上宮田第 2 区との

境目付近）」「レストラン COCO’s（ココス）」

「上宮田諏訪神社入口」の 3 つが区内の停

車場所である。右表のとおり、往路は 2 便、

復路は 1 便出ている。 

  

②防災・生活安全体制 

防災体制として、住民による「上宮田第１区自主防災隊」を組織している。地区単位で３つの

隊に分かれていて、今井原・仲今井は「第 1 分隊」、大瀬戸は「第 2 分隊」、芝原・石作は「第 3

分隊」である。各分隊に 15 名前後の隊員がいる。主な役割は、区の防災訓練の補助や防災倉庫

の器具の点検、区の草刈りの補助等である。詳細は 59 頁に後述する。 

区内の「防災隊器具庫」は、区民会館、漁業協同組合、石作公園の敷地内の 3 か所にある。倉

庫には、スコップやバールなどの災害時用資材のほか、区民会館と漁業協同組合の倉庫には消火

活動用の小型ポンプもある。なお旭小には、市と区が共有する防災倉庫も設置されている。 

また上宮田全域において活動する、三浦市消防団第 7 分団の詰所が区内にある。詳細は 58 頁

に後述する。 

災害時の避難場所について、まず切迫した災害の危険から逃れるための場所で、災害の種類ご

とに市が指定する「緊急避難場所」は地震・津波の場合は旭小、土砂災害・風水害の場合は旭小

と区民会館となっている。 

そして、災害によって自宅に住めなくなってしまった場合などに避難生活を送る場所として

市が指定する「指定避難所」は、旭小である。避難所の運営は「旭小学校避難所運営委員会」が

おこなう。同委員会は、各地域（区）から選出された委員と、避難所となる施設の管理者及び市

の職員で構成される。委員会の構成員は、平時から訓練をおこない、避難所開設に備えることに

なっている。 

また、三浦創生舎は高齢者と障害者を、三浦幼稚園は乳幼児を対象とした「福祉避難所」（高

齢者や障害者、妊産婦など、避難所での生活に特別な配慮が必要と判断された方が指定避難所か

ら移り避難生活をおこなうために市が指定した福祉施設）として市に登録されている。 

コロナ禍以前は、年１回、消防署の協力を得て区の防災訓練を実施していた。内容は、地区ご

とに設定した高台避難の場所へ集まって点呼し、訓練会場の旭小へ集合し、消防署の協力で、煙

体験や仮設トイレの組み立て体験、AED 講習、災害の映像を観る等である。多いときは、住民

約 200 名が集まった。年によっては、石作公園で消火訓練をしたこともある。高台避難場所は、

海抜 20ｍ以上にある 5 か所を設定しているが、場所の再検討を予定している。 

 

停⾞場所 1便（往路） 2便（復路と往路）
市⽴病院 発 - 11:00
三浦海岸駅前 7:45 11:40
上宮⽥漁協前 7:47 11:33

レストランCOCO'S 7:49 11:34
上宮⽥諏訪神社⼊⼝ 7:50 11:36

市⽴病院 着 8:30 12:00

時刻
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生活安全体制としては、スクールガードの取り組みがある。旭小の児童の見守りを目的として、

平成 18 年に上宮田第 1 区が立ち上げた。令和 7 年 4 月現在も、45 名の住民有志が関わってい

る。詳細は 45 頁に後述する。 

その他に、7～9 月の土・日曜日夜間に「愛のパトロール」と、3・4 月は不定期で「防犯パト

ロール」を実施している。 

 

教育環境の状況 

 上宮田第１区の教育機関として、旭小、三浦幼稚園がある。 

旭小は昭和 57 年 4 月に、上宮田小学校の一部校舎を借りて開校した。翌 58 年 1 月に新校舎

に移り、この日を創立記念日とした。詳細は 65 頁に後述する。 

三浦幼稚園は昭和 30 年に設立した。預かり保育や園庭開放等も実施している。詳細は 68 頁

に後述する。 

また、現在の区民会館はかつて「三浦市立上宮田児童会館」という三浦市で唯一の児童厚生施

設であり、子どもの遊び場になっていた。しかし平成 24 年に策定された「三浦市立児童館の廃

止等に関する方針」により、上宮田児童会館は閉館してしまった。なおその後、区として存続交

渉を続けた結果、市より会館を譲り受けることになり、令和元年 10 月 1 日付で区民会館に役目

を変えている。 

 

参考文献  

本章の執筆にあたり、上宮田や三浦海岸について研究する長島文夫氏にご協力いただいた。この

場を借りて御礼申し上げる。 
 長島文夫、三浦海岸シリーズ（Ⅲ）郷土の記録、神奈川県、平成 17（2005）年、702p 
 長島文夫、三浦海岸シリーズ（Ⅳ）年表でたどる上宮田（増補新訂）、神奈川県、平成 17（2005）年、  
 223p 
 長島文夫、三浦海岸シリーズ（Ⅵ）かみみやだ、神奈川県、平成 21（2009）年、53p 
 長島文夫、三浦海岸シリーズ（ⅩⅢ）データで見るふるさと～上宮田を中心に～、神奈川県、令和元（2019） 
 年、75p 
 
また、本誌に掲載している地図は、OpenStreetMap（URL openstreetmap.org/copyright）を使用
した。 
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仮説と持続可能な地域社会の構築に向けたビジョン 

以上のような統計的データと、調査前に得た地域住民の意見をもとに、調査エリアの都市像に

ついて次のような仮説を立てた。 

 

 「農業、漁業や観光業が盛んな地域であったが、海水浴客の減少による経済の停滞や少子高齢

化により、かつての活気がなくなっている。一方で、環境と駅へのアクセスのよさから、今も移住してく

る人がいる。 

 地域住民の高齢化に加えて、コロナ禍により、ちょっとしたお茶会などの住民間の交流が減り、区の

防災訓練も未実施である。地域の活動が停滞する中でも、高齢者が中心となって児童の登下校を

見守るスクールガードの取り組みは精力的におこなわれている。 

 一部住民の、地域の子どもへの関心が高いことや、年齢・職業・出生など多様な居住者がいること

から、さまざまな住民活動を生み出す可能性がある地域ではないか。」 

 

 果たして、この仮説を立証するために我々は、地域踏査（フィールドワーク）を実施すること

にした。主にその任にあたったのは、生活支援コーディネーターの齋田聖子と山田達也、上宮田

第1区の住民有志である。生活支援コーディネーターの齋田が作業を主導した。 

 “仮説”に基づき、調査エリアにおいて、“互助”を範疇とする「生活支援サービス」の構築

に向けて、下記のとおり、１つのビジョンを共有するに至る。目的は「住み慣れた地域社会の中

で『誰もが』『いつまでも』『安心して』生活できるようにすること」にある。 

 

  

このビジョンの具現化を目途に、仮説の立証を試み、そこに乖離
か い り

があるとするなら、逐次それ

に修正を加え、新たな、しかし、現実的な“都市像”を形成したいと考えた。 

ゆえに、四則演算で求められるような量的データ（統計的）のみならず、足で稼ぐ質的データ

を重視することにした。当然そこには、地域住民に対するヒアリングや住民懇談会で得られた情

報も加味されることになり、結果的に“人間的”地域診断を可能にするのではないかとの結論を

得たからである。  

■■ビジョン■■ 

連綿と築き上げてきた“支え合いの仕組み”を次代に引き継ぎ、住み慣れた地域社会の中で、

誰もが安心してこれまでの生活を“継続”できるよう“ちょっとした困りごと”なら相互に助け合えるよ

な“まちづくり”をめざす！ 
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上宮田第 1 区の調査結果 

 地域踏査を実践するにあたって留意したのは、調査エリアのネガティブな部分を顕在化する

ことに優先して、むしろ、その“強み”をより多く発見することに比重を置いたことにある。そこ

で「まちで発見した“あれこれ”沢山見つけよう！このまちの“強み（ストレングス）”」という惹

句のもとに作業を進めた。 

 はたして、上宮田第 1 区では、どのような“発見”を得ることができたのであろうか？ 

 なおこの地域診断書には、令和 5 年 12 月～6 年 8 月の調査と、一部令和 6 年 9 月～7 年 10

月に追加調査した内容を掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上宮田第 1 区区長 

髙橋 公雄さん 

直撃！キーマンに聞いた

     

きた人が組長になることも多くなってきたが、新しい組長は道がわからないなど、地域に詳し

くない場合も多いため、積極的に声を掛けフォローしている。社協会費等の集金のときに、組

長と一緒に各家を回ったこともある。 

区民会館は築６０年を超える建物で、以前は児童会館だった。修繕費がかかるが、水と電気

を通し区民が利用できるようにしている。卓球台があり、卓球クラブがよく利用している。市

の元気アップ教室も開催している。児童会館の時代からある滑り台は残し、子どもが安心して

遊べるように保険をかけている。 

 

区長として困っていること 

 ゴミステーションの問題がある。高齢者から「ゴミステーションが家から離れていて、ゴミ

捨てに行けなくなったので近くに増やしてほしい」と相談が入ることがある。市は「場所さえ

決めてくれれば回収に行く」というが、細い路地の多い住宅地の中でスペースを探すのは難し

く、とても苦労している。アパートやマンションの場合は、大家さんに敷地内にゴミステーシ

ョンを作るようお願いしている。 

また海岸には、普通のごみ回収では捨てられないようなボードの破片等が落ちていることが

ある。都度、市の市民協働課や環境課に相談に乗ってもらっている。 

区内の街灯には、区のものと市のものがある。住民から「街灯が切れた」と連絡があれば、

まず夜に見に行って確認し、その後昼間に行って番号等の情報を確認し、市のものであれば市

に連絡するという手間が掛かっている。 

 

今後について 

 地域に新しい住民が増えているが、交流が少ないので、できれば行事をやりたいと思ってい

る。以前区長会から譲り受けた餅つきの道具もあるので活用したい。 

 区内の大瀬戸という里に住んでいる。定年退職前から区の役員を 10

年担い、その後区長になり 6 年が経つ。 

 

区の状況  

 1 区は、920 世帯が住み、19 の組がある大きな区である。昔からの漁

師や農家の家もあるが、マンションやアパートも多い。 

 20～30 年前から企業の保養所がなくなり、その跡地や農家の家や畑

だった土地に、戸建て住宅が何軒も建ち、アパートも徐々に増えてき

た。ここ数年の間にも、新しい住宅が 10 数軒まとまって、一つの組と

して新たに区に加わることがあった。一方、区全体としては一人暮ら

しの高齢者や高齢夫婦の世帯が増え、空き家も増えていると感じる。 

 大瀬戸は 1 組で 120 軒近くあり、管理が大変である。新しく越して
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自治会の組織構成と区費 

・役員は、区長、副区長、会計、会計補佐、書記各 1 名と監事 2 名の体制。 

・他に自主防災隊や、民生委員、保健衛生委員、青少年指導員などの専門委員がいる。自主防 

災隊には、災害時対応だけでなく、木の伐採もやってもらっている。 

・旭小の学区において、上宮田第５区の住民を含む 45 名が、スクールガード（子どもの見守

り）をおこなっている。詳細は 45 頁参照。 

・組と世帯数（令和６年４月現在） 

 区には「今井原」「仲今井」「大瀬戸」「芝原」「石作」の５つの「里」という区画があり、更

にその中は「組」というまとまりがある。月１回、全 19 組による組長会議が開催されている。

一部、自治会組織を有する組もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・区費は一月あたり４００円。 

 

区の行事 

①区民会館の外回りの大掃除 年 1 回  

②防犯パトロール 祭礼・花火大会時に実施 

※避難訓練は、コロナ禍以降未実施。 

 

その他地域の行事 

① おんべ焼き １月７日に三浦海岸で開催している。 

・令和７年１月は、今井原・仲今井地区、大瀬戸・芝原地区の 2 つのおんべを作った。 

組名 世帯数 組名 世帯数 組名 世帯数
1 今井原1 80 8 ⼤瀬⼾ 116 14 ⽯作1 68
2 今井原2 52 9 芝原1 60 15 ⽯作2 33
3 今井原3 76 10 芝原2 43 16 ⽯作3 53
4 今井原4 37 11 芝原3 69 17 ⽯作4 18
5 仲今井1 32 12 芝原4 52 18 ⽯作5 21
6 仲今井2 58 13 芝原5 25 19 ⽯作6 11
7 仲今井3 26

⾥ 今井原 仲今井 ⼤瀬⼾ 芝原 ⽯作

組

今井原1
今井原2
今井原3
今井原4

仲今井1
仲今井2
仲今井3

⼤瀬⼾

芝原1
芝原2
芝原3
芝原4
芝原5

⽯作1
⽯作2
⽯作3
⽯作4
⽯作5
⽯作6

令和７年１月のおんべ焼きの様子。地域内外の大勢の人がおんべ焼きを見に、朝早くから海岸に集まった。これに

合わせて、消防第 7 分団も警戒活動を実施していた。 
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②諏訪神社の祭礼 例年７月 26・27 日に開催する例大祭について 

・３組に分かれ御神輿を担ぎ、屋台を引いて練り歩く。い組・ろ組が上宮田第１区、は組が第

２区となっている。 

・祭礼の主体は 30 代までの若者（若い衆）で、それ以上の人は OB（諏訪神会・祭友会）とし

て関わっている。最近は若い女性の参加者も増えている。 

・子ども神輿では中学生が活躍している。その下の代の小学生に木遣りを教える伝統がある。 

・その他の祭礼として、元旦祭、春祭、秋祭がある。 

・諏訪神社の神主は現在、菊名の白山神社が担当している。 

写真は令和６年度の例大祭の様子。画像は、中学生が小学生に木遣りを教えるためのカード。 
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※「逃げ地図とは、いつどこに逃げたら安全か？最も近い避難場所まで何分程度かかるか？一目でわかる自前の地図」

のこと。認定 NPO 法人日本都市計画家協会「逃げ地図」HP より引用。 

 

  

上宮田第 1 区民生委員 

竹原 治美さん 

民生委員をしていて困っていること 

・区内のマンションやアパートに住んでいる人達とコミュニケーションをとっていきたいが、

思うようにできていない。 

地域で「困っていそう」「こんな手助けがあったらいいな」と思うこと 

・隣近所の助け合いが理想だが、なかなか難しいと感じている。 

・住民からは「地域の行事が少ない。」「地域の行事に参加したいが参加しにくい。」との声が

ある。 

・担当する地区では、高齢者の交通手段がないことが課題。高齢者にとって、三浦海岸駅まで

は距離がある。駅まで行かないとバスが利用できず、病院や買い物に行くだけでも大変。 

実施している互助的な取り組み 

・自宅の近所に移住してきた人達との交流があり、10 名くらいで定期的に情報交換をしてい

る。民生委員として、困ったときの相談を受けたり、漁協組合や祭礼の若い衆と顔をつなぐ

ことで輪が広がっている。 

・お祭りに参加する若い世代に、神社の掃除や区の会館の草むしりなどを年に１回からでも

やってもらえるように働きかけた。 

これからやってみたいこと 

・まずは防災に関心のある人を対象に、津波からの避難行動を考える「逃げ地図」づくり※を

おこないたい。 

民生委員の思い 地区の様子・住んでいて感じること 

・昔からの行事である例祭やおんべ焼き等、人口が減少していても続

けていることがすごい！ 

・地元の漁協組合も新しい人材は少ない中でも、年末と３月の年２回

売り出しを始めるなど頑張っている。 

・地区の高齢化、少子化が進み、人口が減ってきている中、移住者が

増えている。昔からの住民と新しい住民との関係がまだできていな

いところもあると感じる。 

民生委員として活動していてよかったこと 

・民生委員では、いろいろな分野の人達の講演会を聞いたり、話し合

いをする機会が多い。たくさんの人達と話すことができて勉強にな

っている。 
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上宮田第 1 区民生委員 

山岸 義明さん 
 

・いろいろな方から相談を受けることが増えた。少しでも役に立てているのかなと思う。 

実施している互助的な取り組み 

・自分が住んでいる芙蓉ハイツでは「ふようハイツ交流サロン」を立ち上げ、コミュニケーシ

ョンをとることで、一人暮らしの方を含めた孤立防止や見守りにつなげるべく実施している。

また、緊急時の連絡網を作成した。詳細は 42 頁参照。 

これからやってみたいこと 

・もっと地区を歩いて多くの方と話して、関係をつくっていきたい。 

民生委員の思い 地区の様子・住んでいて感じること 

・近くに海があり、静かで温暖である。地区の方も優しい雰囲気で親

しみやすい。 

・おんべ焼きや例祭等、行事が多くあり、住民の一体感が強い。様々

な行事に参加させてもらっている。 

・高齢者が増えている現状で、小さなことでも手助けができないかと

模索している。 

民生委員をしていてよかったこと 

・民生委員として２期目に入り、自分の顔を覚えてくれる方が増えて

きて嬉しい。 

・月 1～２回の訪問巡回では、対象の高齢者の元気な顔を見て、少し

の時間でもお話できるのでよかったと思う。 

・頼み事を手伝うと非常に喜ばれる。例えば、病院への連絡やゴミの処理、施設の紹介など。 

地域で「困っていそう」「こんな手助けがあったらいいな」と思うこと 

・高齢化に伴い、ゴミ捨てや買い物が不自由になってきている。緊急時の病院への連絡も支援

が必要。 

これからやってみたいこと 

・これからますます高齢化が進んでいく。近所付き合いが少なくなり、高齢者は特に社会参加

の機会も少なくなり孤立していく。地域に、自身の意見を発信したり、交流できる場をつくっ

ていく必要がある。 

・運動不足も心配なので、公園や広場等、ラジオ体操ができる場所を見つけて、実施していき

たいと思う。 

民生委員の思い 地区の様子・住んでいて感じること 

・地域住民の皆さんの協力によって、スクールガードの活動がスムー

ズである。 

・月１回、全 19 組による組長会議が開催され、地区の問題点等、情

報交換がおこなわれている。 

・高齢者が年々増えている。 

・いいところは、通勤通学の交通の便がいいこと。コンビニやスーパ

ーマーケットがあり、買い物をするにも便がよく適している。 

・小学校が近くにあり、公園もある。遊ぶのに不自由しない。 

民生委員をしていてよかったこと 

・毎月の定期的な訪問を高齢の方が楽しみにしてくれている。ゆっく

りお話できる。 

上宮田第 1 区民生委員 

上宮田第１区会計 

原田 喜信さん 
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南下浦地区主任児童委員 

石作 2 組組長（調査当時） 

長嶋 貴子さん 

引き受けた。その結果、地域を知ることができた。後ろめたさも和らぎ、引き受けてよかった

と感じている。 

・地域住民と、お互い様の関係性ができてきたかなと思う。 

地域で「困っていそう」「こんな手助けがあったらいいな」と思うこと 

・子ども達は学校、高齢者は地域包括支援センター等に相談し、支援やアドバイスを受けるこ

とができる。しかし若者～高齢者になるまでの間、どの分野にもあてはまらない人がいる。

その人達が困っても相談先がないので、対応できるところがあればいいと思う。 

これからやってみたいこと 

・今後は地域に還元できる活動をしたいと思っている。 

・災害時、地域の皆さんが適切な対処や避難ができるようになるために、話し合ったり、手段

を考えたりする場づくりを身近なところからやりたい。災害は難しいテーマなので、何回か

繰り返し顔を合わせることで、意見がいいやすくなるような、ワイワイした集いができれば

いいと思う。 

主任児童委員の思い 地区の様子・住んでいて感じること 

・住民間で声を掛け合えるような、のんびりとした地域性である。い

ろいろな支え合いの仕組みがあるマンションがあり、昔からの祭

を続けることで気の置けない間柄が自然にできている地域があっ

たり、新たにできた戸建て世帯間で新たに組を作ったりと、いい感

じだと思う。 

・祭の盛んな地区では、年代を超えたつながりがあり羨ましい。 

・組長同士の情報交換ができるとそれぞれいいところをまねできる

ので、区の定例会で機会があるといいと思う。 

主任児童委員をしていてよかったこと 

・生まれ育った地域だが、仕事が忙しいことを理由に地域から離れて

いたため、地域に関われないことを後ろめたく思っていた。３年ほ

ど前に仕事を辞めた後に「委員をやらないか」と声を掛けてもらい
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■上宮田第 1 区における地域踏査の概要  

ソフト面（人々の暮らし、助け合いの仕組み等） 住民ヒアリング 

調査は、95 頁に後述するワークショ

ップ（茶話会）に参加する住民有志と

共に取り組んだ。有志の近隣住民を主

な対象として調査を実施した。 

実施方法は、各戸を訪問し、ヒアリ

ングシートに基づき、聞き取りをおこ

なった。また、対象者の状況に応じて、

アンケート調査とした。各組長には、

区の定例会を通じてアンケート用紙

（右図）を配布・回収した。 

ヒアリングとアンケート共通の質問項目は以下のとおりである。 

①上宮田第 1 区のいいところはどんなところですか②生活で困っていること・こんな手助け

があったらいいなと思うことはありますか③あなたの周りで住民同士の支え合いはありますか。

ある場合はどんなことですか④災害時に向けて不安なことはありますか、ある場合はどんなこ

とですか。また、避難の仕方等について考えていることはありますか⑤地域であるといいなと思

うことはありますか。例えばどんなことですか⑥これからどんな地域になってほしいですか。 

全 101 件の回答を得ることができた。なお、そのうち石作 2 組については、組長の協力によ

り全世帯を対象に調査を実施することができたので、結果をまとめて次頁より掲載する。それ以

外の各組の結果は 29 頁より掲載する。 

また、調査の中で区内に 2 か所ある中規模程度マンションの一つである「芙蓉ハイツ」におい

て、活発な住民活動をおこなっていることがわかった。これらは特集として 42 頁より紹介する。 

同じく特集として、活発に活動する「スクールガード」を 45 頁より紹介する。 
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●石作２組について 

 長嶋貴子組長に調査の協力を依頼したところ「石作 2 組の組長になったこの機会に、住民の困

りごとや希望などを把握し、今後の自治会活動に活かしたい。」と意欲的な返事をいただいたこ

とから、組役員とともに調査に取り組むこととなった。 

 

調査の概要 実施方法：回覧板にて調査の趣旨や内容を掲載したお知らせを回し、訪

問の可否や希望する調査時間を尋ねた。訪問が難しい人には

アンケートの協力を依頼した。 

調査期間：令和６年４～５月 

回答数：合計 31 件（訪問 15 件、アンケート 16 件） 

組の概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の世帯数は３３軒。昭和 50 年代に、37 軒の戸建て住宅が分譲

されてできた地区。なお、住宅ができた数年後に、旭小が開校した。 

調査の感想 

（長嶋貴子組長） 

 石作２組のことがあまりわからずに組長を受けたが、この地域診断の

機会が巡ってきて、本当に運がよかった。調査で今まで面識のなかった

方に会えたことや、面識はあっても「地域のことをどんな風に思ってい

るか？」など普段聞けないことがわかった。  

 調査結果から、皆さんが会う機会を持つことができれば、情報交換や、

顔の見える関係づくりができそうだと思い、まずは「いい加減」に集い

をやってみようと考えた。そしてやっているうちに「いい加減（適度）」

になってきたらいいなと思う。将来的には、ここで生まれたよいつなが

りなどを、地域に還元していければと思う。キャッチフレーズは「『いい

加減』から『いい還元』で、目指せ！住みよい石作 2 組」である。 

 調査で住民の関心の高さを感じたのは、災害や避難のことである。ま

介護老人 
保健施設 
なぎさ 

三浦海岸ハイツ 

石作 
公園 

©OpenStreetMap contributors 
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ずは集い、顔を合わせて話すことから始めようと思い、早速、役員（深

沢忠治さん、林真奈美さん）を誘い始めてみることにした。 

調査後の取り組み ・役員３名で令和６年８月から、長嶋組長の自宅車庫にて「車庫クラブ」

というサロン活動を開始した。初回の参加者は 11 名で、地域包括支

援センター看護師による熱中症対策の講話を聴いた。 

・その後もサロンを毎月開催し、組長からのお知らせのほか、毎回ゲス

トによる講話を企画している。 

・組長が交代後も活動が継続できるよう、車庫クラブを区自治会の下部

組織に位置付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

車庫クラブの様子とちらし 
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石作２組のヒアリングとアンケート調査の結果 

 全意見を「①地域の強み」「②地域の弱み・困りごと」「③災害時を見据えて不安なこと・でき

たらいいと思うこと」「④地域の集まり等の希望」「⑤今後の希望」の 5 種類に分類した。そこか

ら更に、共通する項目ごとに分け、主だった意見を抽出した。 

①地域の強み 

支え合い ・近所に頼りになる人がいる、入院時の手助けを頼んでいる。 

・わからないことがあると、近所の人に教えてもらっている。 

・近所でおすそわけをしている。 

・気づいたときに地域の草刈りや庭掃除をやっている。 

・以前は犬の散歩を手伝っていたこともある。 

・遠方の買い物には近所の人の車に乗せてもらっていて、大変助かっている。 

【子ども関係】 

・地域の人達が小学校や子ども達を大事にしてくれる。スクールガードがたくさ

んいる。 

・第 2 子出産後の天候が悪い日は、上の子を幼稚園の送迎バスの停車場に行く

間、近所の人が下の子を見ていてくれた。 

【声掛け】 

・散歩をしていると近所の人が声を掛けてくれる。 

・近所との挨拶は欠かすことはない。人間関係の構築を意識している。 

・近所には元気な人が多い。一人暮らしの人には声を掛けている。 

・近所で井戸端会議を見かけたら、声を掛けている。 

 

環境 ・駅に近いのに静か。自然が豊か。 

・スーパーやコンビニが近くにあり、買い物しやすい。 

・学校や市役所の支所等の公共機関も近くにある。 

・病院が近くにある。 

・学校も買い物も駅も歩いて行ける。ちょうどいい距離。 

 

自助 以前知り合いが道で倒れたとき、自分の情報（住所や緊急連絡先、血液型等）を

書いた紙を持っていたら、情報を元にすぐ病院に搬送されたと聞いたので、自分

も持つようにしている。 
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②地域の弱み・困りごと 

生活上の

移動と買

い物 

・市立病院の巡回バスの本数が少なく、利用しづらい。電車に乗って三崎口駅ま

で出て、路線バスで通っている。 

・貯金の出し入れをする郵便局が遠いので、駅前など近くに作ってほしい。 

・これから先、年を取ると動きが鈍くなっていくので買い物が不自由になる。 

・買い物に行く交通手段がほしい。今は毎日のようにタクシーで行っている。 

・刺身を作ってくれるお魚屋さんがほしい。 

・商店街、デパート、ラーメン屋、特に出前をするお店がほしい。 

 

防犯 ・押し売りや、振り込め詐欺が不安。 

・振り込め詐欺の電話や怪しい修理業者・買取業者がたびたび来て対応に苦労し

た。気づかず悪徳業者に屋根の修理を頼んでしまったが、近所の人が「おかしい」

と教えてくれたので断ることができた。近所を悪徳業者が回っているとわかっ

ていれば、防ぐことができる。 

 

交流 ・コロナ禍の前は、近所で電球を取り換えたりする助け合いが普通にあった。コ

ロナ禍から感染防止に気を遣い、お付き合いしにくくなってしまった。コロナ禍

が終わっても元の付き合いには戻らず、関係が希薄になってしまった。どうやっ

たら取り戻せるだろうか。 

・近所で顔を合わせる機会が減った。自分もあまり外へ出ない。高齢になったこ

ともあってか、コロナ禍以来、外に出るのが疲れるようになった。 

・自治会で役をやっていれば地域の人と交流があるが、役から降りると交流がな

くなり、最近は外に出ることもなく人と会わない。 

・最近は地域の人の顔が分からない。 

・昔は庭に出ていると声を掛け合う関係があったが、最近は近所の人と話すこと

がなくなってきている。 

・ゴミ出しで誰かに会えば話すこともあるが、早めに出すと人に会うことも少な

い。 

 

自治会 自治会の継続が今後難しくなりそうで心配している。高齢者が多い自治会で、活

気のあるところを見学したい。運営方法等を知りたい。 
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環境 ・ゴミステーションの掃除をしてくれている人がいるが、その人ができなくなっ

たらどうするか。子どもも巻き込んでイベント的に草取り競争をして、ご褒美を

あげてはどうか。 

・用水路に流れ込んだ土が溜まり草が生えてしまうため、たびたび市に相談して

いる。（91 頁に写真あり） 

・道路沿いの大木が、強風で折れて交通の邪魔になりそうで心配。 

・自宅、周辺の清掃、木の伐採をしてほしい。今は近所の方がやってくれている。 

・公園の近くにいつも路上駐車する車があり、子どもの通学路なので事故になる

のではと不安に感じる。警察で取り締まってほしい。 

・夜、一方通行の道をすごいスピードで走っている車がいて危ない。 

・中通り（石作の真ん中の道）を通る車が多いが、外側の道（墓地側の道）を通

ってもらったほうがいいと思う。 

 

介護疲れ 家族の介護をしている。デイサービスへの連絡や、自分が決めないといけないこ

とが多く、大変で疲れてしまう。 

 

困ってい

ない 

・以前から三浦に住んでいるので困ったことはない。親戚が近くにいる。 

・特に困ったことはないが、情報が入りやすかったらいいと思う。 

・あまり考えたことがない。 

・あまり話をする機会がないので、困っている人のことはよくわからない。 
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③災害時を見据えて不安なこと・できたらいいと思うこと 

避難 【不安なこと】 

避難が難しい 

・旭小に避難するには、坂や階段があり、行くのは難しい。老健なぎさに行くに

も坂があり大変。目の前の畑かみかん畑なら避難できるかもしれない。 

・旭小まで逃げるのは大変なので、逃げるのを諦めてしまうかもしれない。 

・避難所の旭小の学校周辺は急傾斜の特別警戒区域と警戒区域のため不安。 

・中通りの出入り口付近で家が崩れて道をふさいだら通れなくなるので、その際

は家の敷地内を通って外側の道に出てはどうか等、近隣間で話し合っていた。 

避難路・避難場所がわからない 

・災害時、外に出て平気かどうか心配なので家にいるつもりでいる。外に出ると

して、どこに行けばいいのかわからない。一人だから、声掛けしてもらえると嬉

しい。 

・子どもが通学路にいるときに地震があったら、どこを通ったらいいか。 

旭小が心配 

・旭小に避難するつもりだが、擁壁のクラックは大丈夫なのか心配。 

・家の前の道は土砂災害警戒区域なので危ない。災害時に「この道を通るといい」

等と言ってくれる人がいてほしい。 

・家族では避難場所、集合場所を旭小の○○のところと決めている。ただ、津波

が来たら旭小が孤立してしまうのではないか。高円坊を目指して逃げた方が、最

終的に横須賀方面へ逃げられるのではないかと思う。 

・旭小が統合でなくなったら避難場所がなくなるので心配。 

【できたらいいこと】 

声掛け 

・みんなで声を掛け合って避難所に行く。 

・まずは自分の身を守ってから、近所に声掛けして逃げようと思っているが、離

れた家までは声を掛けに行けない。訓練をしているとパッと行動できると思う。

みんなで話し合うことが大事。 

・災害時、地域には年配の人が多いので、助けられるよう役割分担が決まってい

るといい。声を掛けるだけでもいいと思う。バラバラにやるより、声を掛ける区

分けを決めておくといい。災害時に動ける人がどれくらいいるのかということ

や道路状況によって、車にピックアップして旭小に行くなどできたらよい。 

訓練 

・両隣に、いつも子どもをかわいがってくれる高齢者が住んでいる。津波が来た

とき一緒に逃げられるよう、避難訓練できるといい。 

・スムーズに避難できるか？高齢者も多いので訓練など必要ではないか。 
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話し合い ・自治会の中で災害時の避難について話し合っていないことが不安。個別では考

えているようだが、皆で話し合うことでフォローし合えると思う。例えば心配な

家庭への声掛けなど、誰がどの人に声を掛けるかを決めるなど、役割分担できる

といい。 

・歩行困難な人への配慮が必要。避難時の補助等について地区の連携が薄いと感

じる。 

・地域の人達との話し合いの場をつくり、人間関係を密にして、お互いに助け合

えるようにしたい。 

・「逃げ地図」ワークショップを自治会で予算を出してもらってできたらいいと

思う。 

・年 1 回の定例会はあるが、これからは災害についての話し合いができたらよい

と思う。 

・以前組長をしていた頃に、避難について組でも話し合い、市に提案書を出した

ことがある。 

 

環境 ・近くの土手が土砂災害危険区域になっていて、すぐ下は通学路になっているこ

ともあり、心配。何かあればすぐ市に連絡するようにしている。昨年木が倒れた

ときは市が伐採に来たり、市の働きかけで地主達が集まって作業をしていたこ

ともあった。 

・家の裏手の土手が崩れてきたらと思うと怖い。 

・旭小の擁壁にクラックがあり、平成 20 年に石作 2組自治会として教育委員会に

陳情し、それから両者で定期的に観測調査をしていて、現在まで概ね変化はなし

となっている。小学校付近の傾斜地が土砂災害警戒区域であること、水平方向ク

ラックの原因がわからないこと、近年の災害は想定外のことが多いことなどの

理由から、少しでも不安を少なくするためにも継続観測が必要との思いがあり、

教育委員会に調査継続をお願いしている。（91 頁に写真あり） 

・津波は来なくても組の中にある水路が内水氾濫する可能性もあるのではない

か。水路に山側から土が流れてきているので心配。 

・災害時のトイレは、道路の下水管の蓋を取って、トイレとして使うといいと思

う。 

・県の中心部から、三浦市までの道路が少ないので、災害時に救援物資が届きに

くいのではと心配。 

 

支え合い ・三浦海岸ハイツのように黄色いタオルを出して、安否確認できたらいいと思う。 

・災害時に冷静な人がいてくれると助かる。 
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自助 ・備えはまだきちんとできていないが、ミルクは多めに用意している。 

・長期間他地域に滞在する場合、留守で連絡できないと大変困る。隣家、近隣家

にそういう家庭の住所、連絡先を明示しておくように連絡があるとよい。 

・火事には気をつけて欲しい。 

 

④地域の集まり等の希望 

交流の場 ・人としゃべる場があるといい。身内が亡くなった方は、話す人がいない。若い

方と挨拶はするけど、お付き合いはない。 

・顔を見て集まれる機会があるといいと思う。ポットを持って歩いて行けるくら

いの近いところ。でも集まる場所がない。そこに行けば誰かがいるようなところ

があるといい。空き家が増えているので、オーナーの協力で使えるといい。 

・集える場所が区の中心にあるといいと思う。人と話せたり、相談できる場所。

集う場所があれば、地域の人の興味、関心のあるテーマ（認知症、振り込め詐欺、

感染症等）の研修ができる。 

・駅周辺の歩いて行けるところに、ベビーカーで気軽に行ける場所があるといい。 

・同世代の親子に会える場所がほしい。 

 

活動 女性達で 2、3 人ずつのグループを作って活動するのはよいと思う。 

 

イベント ・お祭り 

・昔は花見の会もあった。 

 

集まりは

難しい 

・集まれる場所がない。区の会館は遠い。 

・個人情報の問題がある。人とどこまで、どのように接していいかわからない。 

 

⑤今後のこと・希望や不安 

交流 ・住民間で気軽に話ができる地域になってほしい。 

・どんなことでも親しく話すことができ、助け合っていける地域になってほしい。 

・コロナのせいであまり話せなかったと思う。これからはもっと皆さんと話した

い。 

・近隣住民との連携が強くなるといいと思う。 

・家の中に閉じこもっている人が多いが、昔の井戸端会議のようにみんなで話し

合いができるようになってほしい。 

・高齢になり年々体力がなくなり、緊急時に助け合うことが困難となる。若い人

との交流の場があるといいと思う。 

・情報が入りやすくなってほしい。 
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地域の頼

れる存在 

・30 年位前、地域では定年後の世代が地域を守ってくれている感じがあった。若

い世代の私達に声を掛けて育ててくれた。 

・昔は、わんから（喫茶店）で月 1 回男性陣が地域のことについて話し合いをし

ていた。当時のメンバーはいなくなり、今は音頭をとる人がいない。若い人が音

頭をとってくれたら助かる。高齢者がカバーすることはできる。 

 

買い物 本人も同行できる買い物支援があるといい。 

 

自治会の

あり方 

・区の定例会をレンタルスペースあいばでやってくれると少し近いので助かる。

会場利用料はみんなで負担すればいいと思う。定例会が昼間なら会館まで行く

ことができるが、夜は危なくて行くことができないため、組長を引き受けられな

い。 

・定例会について、南下浦コミュニティセンターでできないか。不可能であれば

時間設定に配慮してほしい。 

・高齢者が増え、組を抜ける人も増えるのではないか。若い世代は子育てで忙し

く、組の役割をできないこともあるがどうしたらいいか。 

 

雰囲気 ・高齢化により住民が減り、空き家が増えている。若い人が引っ越して来やすい

環境になるといいと思う。 

・いい意味で「昔ながらの集落」のような地域になってほしい。 

・穏やかに過ごすことのできる場所、地域。 

 

その他 ・警察のパトロールを増やしてほしい。 

・「自治会に未加入でもゴミは出せる」とわかりやすく説明したらいいと思う。 
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●各地区 今井原・仲今井 

 N
o

性
別

年
代

上
宮

田
第

1
区

の
い

い
と
こ
ろ

生
活

上
の

困
り
ご
と
、

あ
っ
た

ら
い

い
と
思

う
手

助
け

住
民

同
士

の
支

え
合

い
が

あ
る
か

災
害

時
の

不
安

避
難

の
仕

方
等

に
つ

い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域

で
あ

る
と
い

い
な

と
思

う
こ
と

ど
ん
な
地

域
に
な

っ
て
ほ

し
い

か
そ
の

他

1
女

7
0

・
新
鮮

な
野
菜

が
、
無

人
直

売
所

で
、
手

に
入

る
。

・
海
に
近

く
、
ゆ
っ
た
り
と
時
を
過

ご
せ

て
、
年
と
共
に
、
良

さ
が
増

し
て
く
る
。

・
遠
方

に
い
る
子

ど
も
達

に
会
い

に
行
く

と
き
等

、
近
隣

の
農

家
に
留

守
を
お
願

い
で
き
る
。
安
心

し
て
外

出
で
き
、
助

か
っ

て
い

る
。

ゴ
ミ
問
題

。
ま
す
ま
す
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
汚

れ
が
ひ
ど
い

。
春
先

は
カ

ラ
ス
が
5
～

1
0
羽

い
て
、
ひ
ど
く
怖

い
。

・
と
き
ど
き
、
お
互

い
の

家
で
、
茶

和
会
を
兼

ね
て
、
情

報
交

換
を
し
て

る
。

・
1
人
暮

ら
し
の

た
め
、
家

族
と
の

会
話

も
な
い

が
、
庭
に
出

る
と
近

所
の

方
々
が

「
最

近
姿
が

見
え
な
い

ね
」

と
声

を
掛

け
て
く
れ
る
の
で
、
会
話

し
て
い

る
。

腰
が

悪
く
、
リ
ハ
ビ
リ
に
通

っ
て
い

る
の
で
、

諏
訪

神
社

横
の

初
声

街
道

を
登

っ
て
、
旭

小
ま
で
、
登

り
切

れ
な
い

。

一
時

的
に
、
諏

訪
神
社

の
境
内

に
避
難

す
る
こ
と
は

で
き
な
い

か
？

新
し
い

発
想

と
行

動
力

で
、
若

い
人

々
に
、
地

域
で
活

躍
し
て

欲
し
い

。

2
女

4
0

住
民

の
皆

が
気

さ
く
で
、
い

い
人
間

関
係

を
築

け
て
い
る
と
思

う
。

特
に
な
し
。

あ
る
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

現
状

の
ま
ま
で
満
足

し
て
い

る
。

3
女

6
0

・
三
浦

海
岸

駅
ま
で
徒

歩
圏
内

に
あ
り
、

通
学

、
通
勤

に
便
利

。
駅

周
辺

で
買

い
物
、
病

院
、
市

役
所
出

張
所

の
利

用
が

で
き
る
。

・
海
岸

線
、
畑

の
広

が
り
を
毎

日
見

ら
れ

る
。
我
が

家
は

農
家

で
、
ご
近
所

に
野
菜

を
お
す
そ
わ

け
し
た
り
、
漁

師
に
新

鮮
な

魚
を
い

た
だ

く
。

・
昔
か

ら
の

隣
組

が
残

っ
て
お
り
、
家

族
間
の

情
報

が
わ

か
り
や
す
い
。

・
現

状
で
は

、
夫
婦

二
人

と
も
運

転
免

許
を
有
し
て
い

る
が
、
返

納
し
た
後
の

暮
ら
し
は

不
便

だ
ろ
う
な
と
感

じ
て
い

る
。

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
デ

ジ
タ
ル
化

が
進

ん
で
い

る
が

、
そ
の
動

き
に
つ
い
て
い

け
る
か

な
？

と
不

安
が

あ
る
。
特

に
防

災
み
う
ら
は

残
し
て
ほ

し
い

。

・
隣

人
や
親

戚
が

体
調

が
悪

い
と

聞
け
ば

、
声

掛
け
を
し
た
り
、
病

院
へ
の

送
り
迎
え
を
申

し
出

る
。

・
子

育
て
中

の
若

い
ご
夫

婦
に
、
み

ん
な
で
見

守
っ
て
い

る
こ
と
を
伝

え
、
散
歩

中
の

お
子

さ
ん
の

急
な
ト

イ
レ
も
、
ど
う
ぞ

家
の
を
使

っ
て
と

言
っ
て
あ
げ

る
。

・
ゴ
ミ
出

し
が
つ
ら
そ
う
な
高
齢

者
の

分
を
、
集

荷
所

ま
で
運

ん
で
あ
げ

る
。

台
風

の
雨

や
風
。
大

き
な
河
川

は
な
い

が
、

高
潮

に
は

警
戒
し
た
い
。
2
0
1
9
年

の
台

風
で
は
、
畑

の
作
業

小
屋

の
屋

根
が

飛
ん
び

、
家

の
瓦
が

落
ち
る
被

害
を
経

験
し
た
。

地
震

と
津

波
。
海
岸

に
近

い
の

で
、
す
ぐ
高

台
（
旭

小
）
に
避

難
し
た
い
。

・
自

然
の
恵

み
と
、
支

え
合

う
人

情
が
あ
る
こ
と
が

魅
力

だ
と

思
う
。
こ
れ
か

ら
の

子
ど
も
達

が
、
郷

土
愛

を
持

て
る
よ
う
な

町
に
な
っ
て
ほ

し
い

。
・
温

暖
化
の

影
響

や
、
後
継

者
が

い
な
い

と
い

う
問

題
か

ら
、

農
業

・
漁
業

の
従

事
者

が
減

っ
て
い

る
現
状

。
従

事
し
た
い

人
を
受

け
入
れ
て
、
新

し
い

技
術

な
ど
工

夫
し
な
が
ら
、
再

び
盛

り
上

が
っ
て
ほ

し
い

。

4
女

6
0

穏
や
か

で
、
人
情

味
の

あ
る
、
温

か
い
区

だ
と
思
う
。

今
の

と
こ
ろ
な
い

。

あ
る
。
近

所
の

方
々

が
と
て
も
親

切
で
、
助

け
合

え
て
い

る
と
思

う
。
私

は
助
け
て
も
ら
っ
て
い

る
方

で
あ

る
が

、
皆
と
気
さ
く
に
会

話
が

で
き

る
こ
と
は

、
特
に
主

婦
に
と
っ
て
は

大
事
な
こ
と
だ

と
思

う
。

避
難

場
所

で
あ
る
旭
小

に
着
く
ま
で
の
時

間
と
、
道

の
り
が

気
に
な
っ
て
い

る
。

地
震

、
津
波

、
災
害

。
住

み
や
す
い

町
だ
と
思
っ
て
い

る
の

で
、
特

に
な
い

。

5
男

5
0

・
屋
号

が
残

る
よ
う
な
昔

か
ら
の

家
が

比
較
的

多
く
、
会

う
と
挨

拶
を
交

わ
し
、
交

流
が

あ
る
と
こ
ろ
。

・
お
祭

、
お
盆

の
行

事
、
お
ん
べ

焼
な
ど
、

昔
か

ら
の

風
習

が
残

っ
て
お
り
、
近

隣
に

ど
の

よ
う
な
人

が
住

ん
で
い

る
か

、
把

握
し
や
す
い

と
こ
ろ
。

昔
か

ら
の

住
人
と
、
移

住
し
て
き
た
住

人
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
る
こ
と
が

あ
る
。

例
え
ば

、
移
住

し
て
き
た
住

人
は
、
ゴ
ミ

の
出

し
方

を
間
違

え
て
も
無

関
心

で
、

所
定

の
ゴ
ミ
捨

て
場

が
、
カ
ラ
ス
な
ど

に
荒

ら
さ
れ
て
い

て
も
、
自

分
達

の
ゴ

ミ
捨

て
場

と
い

う
意

識
が

な
い

。
昔

か
ら
の
住

人
は

、
荒

ら
さ
れ
て
い

れ
ば
、
一

緒
に
な
っ
て
清

掃
を
手

伝
う
な
ど
、
自

分
達

の
住
ん
で
い

る
地

域
に
対

す
る
意

識
が

違
う
。

・
隣

近
所

の
家

の
、
お
墓

の
枯

れ
た

花
を
掃

除
し
合

う
。

・
野

菜
や
魚

な
ど
の

食
材

や
、
作

り
過

ぎ
た
お
か

ず
を
あ
げ

た
り
、
い

た
だ

い
た
り
し
合

う
。

避
難

場
所

の
位

置
や
、
避
難

ル
ー
ト
は

把
握

で
き
て
い
る
の

で
問

題
は
な
い

が
、
我

が
家

で
は
犬

を
飼
っ
て
い

る
の

で
、
ペ
ッ
ト
も
一

緒
に
避

難
で
き
る
仕

組
み
を
作

っ
て
も
ら
い

た
い
。

特
に
な
し
。

・
子

ど
も
や
、
若

い
世

代
に
住

ん
で
も
ら
い

た
い
。

・
我

々
が
子

ど
も
の

頃
、
休

み
の

日
は
、
通

り
に
子

ど
も
や
学

生
が

遊
ん
で
い

た
風

景
を
見

か
け
た
が
、
今

で
は

人
ど
お
り

が
少

な
く
、
町

に
活

気
が

な
い

よ
う
に
感

じ
る
。

6
女

4
0

子
ど
も
達

の
成

長
を
、
大

人
が

見
守

っ
て

い
る
と
こ
ろ
。

特
に
な
し
。

・
子

ど
も
の

進
学

に
つ
い
て
、
同

級
生

の
保

護
者

と
の
情

報
交

換
。

・
ご
み
捨
て
場

の
整

理
整

頓
。
カ
ラ

ス
に
荒

ら
さ
れ
な
い

よ
う
対

策
、
工

夫
し
て
く
れ
て
い

る
。

・
地

元
の
人

が
知

っ
て
い

る
危

険
個

所
（
水

が
あ
ふ
れ
る
所

）
な
ど
を
、
地
図

に
書
き
こ
む

取
り
組

み
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
茶

話
会

で
知

っ
た
。
危

険
な
場

所
を
知

る
こ
と
、
伝
え
て

広
め
る
こ
と
は

、
大

事
だ

と
思

う
。
ま
ず
、
知

ら
な
い

こ
と
が
怖

い
と
、
地
域

の
人

が
皆

思
え
る
と
い

い
と
思
う
。

・
定
期

的
な
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
。

・
地
引

網
。

・
子

ど
も
達
で
賑

わ
う
、
活

気
の

あ
る
地
域

に
な
っ
て
ほ
し

い
。
思

い
切

り
遊
べ

る
場

所
が

ほ
し
い

。
・
み
ん
な
が

知
り
合
い

で
、
ど
こ

の
誰

か
分

か
る
関

係
性

を
作

り
た
い

。

7
女

3
0

祭
等

、
地
域

の
行

事
に
協

力
的

で
あ
る
。

子
ど
も
が

挨
拶

し
て
く
れ
る
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、
カ
ラ
ス
が
多

く
、
集
ま
っ
て
い

て
困

る
。

・
気

付
い

た
人
が

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
散

乱
し
た
ゴ
ミ
を
片

付
け
て

い
る
。
今
後

さ
ら
に
、
一

人
ひ
と
り

の
意
識

の
問

題
に
な
っ
て
く
る
の

で
、
根

本
的

な
対
応

が
必

要
。

・
地

域
の

子
ど
も
を
見

守
る
姿

勢
が

あ
る
。

・
こ
の

地
域
で
は

、
津

波
の
心

配
は

な
い

と
い

う
気

持
ち
が

あ
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る

が
、
災
害

の
多

い
今

、
意
識

を
変
え
て
い

く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
移

住
者
も
増

え
、
避

難
場

所
を
知

ら
な
い

人
も
多

い
と
思

う
。

・
年

に
何

回
か

、
昼

間
、
夜

間
を
想

定
し
た
訓

練
を
実

施
す
べ

き
で
あ
る
。
最
近

で
は
”
半

島
”
と
い

う
点

で
石

川
県

で
起

き
た
地
震

に
よ
る
被

害
は
他

人
事

で
は

な
い

と
思

う
。

・
備

蓄
品
の

利
用

、
断

水
、
孤

立
状

態
に
な
っ

た
と
き
の

対
応

を
想

定
し
て
準
備

し
て
い

く
必

要
が
あ
る
。

・
子
育

て
世
代

に
と
っ
て
、
近
場

に
遊
具

の
あ
る
公

園
や
雨

天
時
に
遊

べ
る
よ
う

な
場

所
が
な
い
た
め
、
屋

内
で
安

全
に

過
ご
せ
る
場
所

が
あ
っ
た
ら
良

い
。

・
駅
ま
で
子

ど
も
を
連

れ
て
行

く
と
、
意

外
と
距

離
が

あ
る
。
移

動
図

書
館

＆
カ

フ
ェ
的

な
も
の
が

あ
れ
ば

、
広

い
世

代
で

も
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
る
と
思

う
。

・
官
民

で
実
施

す
る
こ
と
で
地

域
の

活
性

化
に
つ
な
が
る
。

・
地
域

全
体

で
海

岸
の
清

掃
を
皆

で
協

力
し
て
力

を
入
れ
て
い

け
た
ら
い

い
。

安
全

・
安
心

で
き
る
住

み
や
す

い
地

域
。



地域包括ケア推進のための地域診断書 30 

 

社会福祉法人三浦市社会福祉協議会 |2025.10 

 
 

 N
o

性
別

年
代

上
宮
田
第

1
区
の
い

い
と
こ
ろ

生
活
上

の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
手

助
け

住
民
同

士
の
支
え
合

い
が

あ
る
か

災
害
時
の

不
安

避
難
の
仕

方
等
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
こ
と

地
域
で

あ
る
と
い
い
な

と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域

に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の
他

8
女

3
0

海
ま
で
平

坦
で
環
境
も
良
く
、
地

域
の
目

も
あ
り
住
み
や
す
い

。

・最
近

は
、
子
ど
も
を
外
で
遊
ば

せ
た

り
、
登
下
校

さ
せ
る
時

の
不
安

が
大
き

い
。

・子
ど
も
の
遊

び
場
が
な
い

。
ハ
イ
ツ
の

公
園
ま
で
は
少
し
距
離
が

あ
る
し
、
海

に
子
ど
も
だ
け
で
行
く
の
は
不

安
も
あ

る
。
子
ど
も
が
安
心

し
て
遊
べ

る
空
間

が
ほ
し
い
。

カ
ラ
ス
が
ゴ
ミ
を
散
ら
か
し
て
も
、

放
置

は
さ
れ
な
い

。
で
き
る
人
が
掃

除
し
て
く
れ
る
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
さ

れ
な
い
こ
と
。

津
波
が
来
た
と
き
に
逃
げ
切
れ
る
か

。
と
に
か
く
高
台
に
逃

げ
る

し
か
な
い

と
は
思

っ
て
い

る
。

子
ど
も
会
の
よ
う
な
、
子
ど
も
向
け
の

集
ま
り
。

穏
や
か
に
住
め
れ
ば
い

い
。

9
女

4
0

・気
持
ち
よ
く
挨
拶

で
き
る
ご
近
所

さ
ん

が
多
い
。

・祭
を
通
し
て
、
地
域

の
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が

で
き
る
。

・小
学
校

の
通
学

を
見

守
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
が
い

る
。

特
に
な
し
。

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
の

で
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
避

難
場
所
へ
急

い
で
向
か
え
る
か
。
ペ
ッ

ト
の

ス
ペ
ー
ス
は

確
保
で
き
る
か
不

安
。

地
域
猫
、
保

護
猫
、
保

護
犬
な
ど
の
情

報
が
あ
れ
ば
、
回
覧

板
や
掲
示
板

な
ど
で

情
報
を
共
有

し
た
り
、
拡

散
に
協
力
し
た

い
。

散
歩
し
て
い
て
、
笑
顔

で
挨

拶
で
き
る
地
域

。
ペ
ッ
ト
も
幸

せ
に
な
れ
る
地
域

。

1
0

女
5
0

多
く
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
子
ど
も
達
の

登
下
校
を
見

守
っ
て
く
れ
る
。
大
人
の
私

達
に
も
「い

っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」と

声
を
掛

け
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
と
て
も
気
持
ち

が
い
い
。

最
近
、
ゴ
ミ
置

き
場
に
収
集
さ
れ
ず
に

残
っ
て
い
る
ゴ
ミ
が
多

い
。
地
域

住
民

以
外
の
人

が
置
い

て
い

く
の
か
？
ゴ
ミ

の
出
し
方
（混

在
等
）を

確
認
し
て
ほ
し

い
。
ゴ
ミ
置
き
場

の
掃
除
を
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
な
い
人
も
い
る
よ
う
で
残
念
。

ご
近

所
と
の

交
流
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、

い
ざ
災
害
が

あ
っ
た
と
き
助
け
合

え
る
の

か
？

災
害
時
近

所
の
人
々

と
支

え
合
え
る
よ

う
お
互
い
を
知

っ
て
い
れ
ば
助
け
ら
れ

る
こ
と
が
増

え
る
と
思
う
。

集
ま
り
が

あ
っ
た
ら
い
い

と
は

思
う
が

、
今
の
時
代

、
近
所
付

き
合

い
を
敬
遠
す

る
人

が
多
い

の
で
、
企
画
し
て
も
集
ま
る

人
は
限
定

的
に
な
る
と
思
う
。

若
い
世
代

が
住
み
た
い
と
思

え
る
地
域
。

1
1

ー
ー

・海
や
山
に
囲

ま
れ
自
然

豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い

。
・地

元
の

人
達
も
温
好

で
交
流
し
や
す

い
。

・三
浦
は

の
び
の

び
と
し
た
環
境

で
子

育
て
に
は

い
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

世
代
交
代

や
新
し
い
人
も
住
む
よ
う
に

な
り
、
交
流
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。

近
隣

に
は

、
気
軽
に
相

談
に
乗
っ
て

く
れ
る
。

災
害
に
対
し
て
防
災
訓

練
な
ど
の
情
報
は

い
ろ
い

ろ
発

信
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
発
生

し
た
と
き
に
行

動
で
き
る
か
疑
問
に
思

う
。

地
域
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
役
務
を
担

っ
て
い

る
人
た
ち
の
情
報

を
発

信
し
て
、

地
域
の
皆

（特
に
若
い

人
や
転
居
し
て

き
た
人

達
）に

伝
わ

る
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
な
い

か
。

気
軽
に
挨
拶

や
声

掛
け
し
合
う

地
域
に
。

1
2

女
7
0

毎
日
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
出
て
い
る
。
若

い
人
も
出
て
く
れ
た
ら
い

い
と
思

う
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
網
が
あ
る
が
、

中
に
ち
ゃ
ん
と
入
れ
て
い
な
い
人

が
い

る
の
で
、
カ
ラ
ス
が

引
っ
張
り
出

し
て
困

る
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
道

路
に
あ
り
、

危
な
い
か
ら
他
の
場

所
に
変
え
て
ほ
し

い
。

家
が
海
の
側

な
の
で
、
津

波
が
来
た
ら
、
少
し
で
も
大

事
な
物
を
持
っ
て
、
上
の

方
に
逃
げ
る
し
か
な
い
。

規
則
を
守
っ
て
ち
ゃ
ん
と
ゴ
ミ

を
出

し
て
く
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

1
3

女
7
0

地
元
の
人

々
は
名

前
も
、
そ
の

前
の
代
の

人
も
知
っ
て
い
る
の

で
気

軽
に
言
葉
を

掛
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
に
も
気

に
掛

け
て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。

い
た
だ
き
物

を
ご
近

所
に
お
す
そ

わ
け
し
た
り
、
留
守

に
す
る
と
き
は

都
度

声
掛
け
を
し
て
い
る
。

今
ま
で
の
避

難
の
仕
方

で
い

い
と
思

う
。

夏
な
ら
浜
で
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
と
か
、
も
っ

と
周
り
の

方
の
顔

が
見
れ
た
ら
い

い
と

は
思
う
が
、
子
ど
も
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
仕
事
が

あ
る
の
で
、
集
ま
り
が

あ
っ
た
と
し
て
も
少
人
数
か

な
と
思
う
。

隣
同
士
の

顔
が
わ
か

る
地
域

に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

1
4

女
8
0

ご
近

所
と
は
顔
を
合
わ

せ
れ
ば

挨
拶
す

る
程

度
で
、
親
密

に
交

流
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い

が
、
平
穏

な
日
常
が
維

持
で

き
て
い

る
点
が
い
い

。

・決
ま
り
を
守
ら
な
い
で
出
し
た
ゴ
ミ

や
、
通
り
が
か

り
の
人
が

捨
て
て
い
く

ゴ
ミ
が
収
集

さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
て
、
ゴ
ミ
が
散

ら
ば
っ
て
い

る
こ
と

が
あ
り
、
残
念

に
思
う
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
道

路
端
で
、
日

に
よ
っ
て
大

量
の
ゴ
ミ
が

は
み
出
し
、

交
通
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。
道
路

の
端
で
な
い
き
ち
ん
と
し
た
場

所
が
欲

し
い
。

親
し
く
付
き
合
っ
て
い

る
人

達
の

間
で
は
「支

え
合
い
」が

あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
助
け
合

う
と
こ
ろ
ま

で
の
付
き
合

い
は
な
い
の

で
は

な
い
か

。
お
互
い
に
距
離

を
と
っ
て
い

る
。
世
間

全
般
、
他
人

に
迷
惑
を
掛

け
な
い
、
一
人

ひ
と
り
が

自
分
の
暮

ら
し
を
守
っ
て
、
干
渉
し
な
い
傾
向

が
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

・こ
の
地
区

の
避
難
場

所
は
旭

小
が
指
定

さ
れ
て
い
る
が

、
遠
く
て
大
変
だ
と
い
う
不
安

が
あ
る
。
体
が
不
自

由
な
人
、
お
年
寄

り
は

特
に
そ
う
だ
。

・災
害
の

大
き
さ
に
も
よ
る
が
避

難
の
途

中
、
手
を
貸
し
て
く
れ
る
人

が
い
る
と
い
い
。

・大
災
害

の
時
に
は
、
助

け
合
っ
て
と
い

う
こ

と
は
通
用

し
な
い

。
め
い
め
い
頑
張

る
し
か

な
い

の
で
、
年
に
1
回

と
い

わ
ず
、
避
難
訓

練
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。

引
っ
越
し
て
来
た
人
や
、
一

人
暮
ら
し
の

人
に
と
っ
て
は

、
雑
談
で
気
楽

に
話
し
合

う
機
会

を
望

ん
で
い
る
と
思
う
が
、
老
い

も
若

き
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
忙

し
く
、
改

ま
っ
て
集
ま
る
こ
と
は

難
し
い
の
で

は
？

最
低
限
、
お
互

い
に
挨
拶
を
す

る
。

迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と
を
守
っ

て
、
平
穏
な
暮
ら
し
が
維
持
で

き
れ
ば

い
い
。
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 N
o

性
別

年
代

上
宮

田
第
1
区

の
い

い
と
こ
ろ

生
活

上
の

困
り
ご
と
、

あ
っ
た

ら
い

い
と
思

う
手

助
け

住
民

同
士

の
支

え
合

い
が

あ
る
か

災
害

時
の

不
安

避
難

の
仕

方
等

に
つ

い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域

で
あ

る
と
い

い
な

と
思

う
こ
と

ど
ん
な

地
域

に
な
っ
て
ほ

し
い

か
そ
の
他

1
5

女
5
0

・
町
内
の
顔
見
知
り
は
挨
拶
し
て
く
れ

る
。
声
掛
け
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

・
子
ど
も
や
犬
の
声
に
、
特
に
苦
情
が
あ

る
わ
け
で
も
な
く
、
ご
近
所
同

士
ピ
リ
ピ

リ
し
て
い
な
い
。

・
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
が

出
て
、
収

集
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
ネ
ッ
ト
か
ら
の
は
み
出
し
や
、
カ
ラ
ス

が
ネ
ッ
ト
か
ら
出

し
て
し
ま
い
、
ゴ
ミ
が

散
乱
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
困
っ
て

い
る
。
生
ゴ
ミ
が
道
路
に
散
ら
ば
り
、
車

が
通
る
と
き
に
踏
ん
で
し
ま
い
、
汚
れ

る
。
片
付
け
が
と
て
も
大
変
。

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
人

が
片

付
け
を
し
て
く
れ
る
。

地
震
で
津
波
が
来
た
場
合
、
逃
げ
ら
れ
る
の

か
、
無
理
な
の
か
、
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

地
震

な
ら
高

い
場

所
へ
避

難
す
る
。

・
茶

話
会

な
ら
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
体

操
、

卓
球
場
な
ど
。
若
い
子
な
ら
ダ
ー
ツ
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
等
の
遊
ぶ
集
ま
り
。

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
ん
で
み
る
。

・
古

着
等
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
。

少
し
ず
つ
、
新
し
い
人
も
増
え

て
き
て
い
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
、

何
か
あ
る
と
き
は
、
相
談
で
き

る
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

1
6

男
4
0

農
家
の
野
菜
の
直
売
が
数
か
所
あ
る
の

が
い
い
。

自
然
、
農
業
、
漁
業
な
ど
が
あ
り
、
駅
も

近
く
生
活
環
境
は
い
い
。

・
子
ど
も
の
遊
べ
る
場
所
が
な
い
。

・
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が
欲
し
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
。

・
ご
近
所
と
の
挨
拶
は
欠
か
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
顔
見
知
り
が
増

え
る
こ
と
で
、
防
犯
に
な
る
と
思

う
。

・
小
学
生
の
通
学
時
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
が
い
て
く
れ
る
こ
と
で
、
通

学
が

安
心
。

・
津

波
が
不
安
で
は
あ
る
が
、
高
台
へ
の
避

難
は
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
仕
方
に

つ
い
て
は
、
家
族
で
常
に
話
を
し
て
い
る
。

・
防

災
み
う
ら
は
聞
こ
え
に
く
い
。

子
ど
も
か
ら
高

齢
者

ま
で
、
安

心
し
て
暮

ら
せ
る
所
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

夜
暗
い
場
所
に
は
街

灯
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。

1
7

男
6
0

地
域
に
住
み
、
声
掛
け
や
す
い
と
こ
ろ
。

高
齢
者
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

週
末

に
食
事
会
を
す
る
。

津
波
が
ど
こ
ま
で
来
る
と
か
、
ど
こ
を
通
っ

て
避
難
す
る
の
が
い
い
か
？

ゴ
ミ
出
し
区
分
や
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
こ
と
。

地
域
の
人
々
と
声
を
掛
け
合

え
て
、
何
で
も
話

し
合

え
る
。

1
8

女
5
0

ご
近
所
が
優
し
い
。

特
に
な
し
。

子
育

て
中
、
私
が
仕
事
の
と
き
に
、

ご
近
所
が
子
ど
も
を
気
に
掛
け
て

く
れ
て
い
た
。

東
日
本
大
震
災
の
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

車
で
旭
小
に
避
難
す
る
。

特
に
な
し
。

こ
の
ま
ま
、
の
ん
び
り
と
し
た

地
域
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

1
9

男
5
0

海
岸
が
一
望
で
き
る
。

一
日
一
回
は
声
を
掛
け
、
顔
を
合
わ
せ

る
。

特
に
な
し
。

高
齢
者
の
誘
導
。

足
が
悪
い
方
な
ど
事
前
に

調
べ
て
お
く
。

一
品
持
ち
寄
り
の
食
事
会
。

2
0

男
4
0

地
域
の
人
々
の
温
か
さ
。
話
し
や
す
い
雰

囲
気
。

区
民
会
館
が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
老

朽
化
が
気
に
な
る
。
建
て
替
え
を
含
め
補
強

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

定
期
的
に
、
町
内
会
主
導
で
催
事
が
あ

る
と
い
い
。
特
に
祭
礼
や
酉
の
市
の
と

き
、
自
治
会
で
何
か
で
き
た
ら
い
い
と

思
う
。

2
1

女
6
0

ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

・
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
な
し
。

・
地
域
の
中
で
、
一
番
上
の
世
代
に
な
っ

た
の
で
、
気
が
楽
。

・
同
世
代
と
の
つ
な
が
り
は
あ
る
が
、
若

い
世
代
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
い
。
あ

た
り
さ
わ
り
の
な
い
付
き
合
い
で
、
ど

こ
ま
で
入
り
込
ん
で
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。

・
同
世
代
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
す
る
な
ど

の
つ
な
が
り
が
あ
る
。

・
支
え
合
い
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

等
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
。
今
も
家
に
い
る
と
、
登
下
校

の
と
き
に
、
子
ど
も
達
が
窓
を
ノ
ッ

ク
し
て
、
声
を
掛
け
に
来
て
く
れ

る
。

・
夫
は
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
し
て
い

る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
運
動
会
に

来
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

・
海

が
近
い
の
で
、
津
波
が
心
配
。

・
避

難
場
所
等
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
い
る
。

「
お
互
い
を
待
た
ず
に
、
す
ぐ
に
逃
げ
よ
う
」

と
話
し
て
い
る
。

・
具

体
的
に
は
思
い
つ
か
な
い
が
、
あ
る

と
い
い
と
は
思
う
。
必
要
な
人
を
ど
う

引
っ
張
っ
て
く
る
の
か
？

・
昔

は
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
同
士
が
毎

日
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
た
。

・
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

で
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

・
も
う
少
し
若
い
世
代
が
動
い

て
く
れ
る
と
い
い
。

2
2

男
7
0

・
海
が
近
い
こ
と
。
砂
浜
が

あ
る
こ
と
。

・
農

家
さ
ん
や
漁

師
さ
ん
か
ら
、
野

菜
や

魚
を
も
ら
え
る
こ
と
。

・
野
菜
の
無
人
販
売
が
多
い
と
こ
ろ
。

・
港
の
鯉
の
ぼ
り
が
最
高
。
ず
っ
と
続
け

て
ほ
し
い
。

・
今
は
運
転
し
て
い
る
が
、
免
許
を
返
納

し
た
ら
、
買
い
物

に
困
る
。

・
今
は
ま
だ
平
気
だ
が
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
少
し
遠
く
て
、
勾
配
は
緩
い
が

坂
道
が
あ
り
、
も
っ
と
高
齢
に
な
れ
ば

助
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

・
自
動
販
売
機
の
横
に
設
置
し
て
あ
る

空
ボ
ト
ル
入
れ
が
溢
れ
て
、
道

路
に
ゴ

ミ
が
散
乱
す
る
こ
と
が

あ
る
。
通
り
す

が
り
の
人
が
、
缶
を
捨
て
に
来
て
い
る

様
子
も
あ
る
。

・
端
境
期
の
土
埃
が
ひ
ど
い
。
大
雨
の

時
、
道
路
が
川
と
な
り
、
雨
が
上
が
る
と

畑
の
土
が
残
り
、
道
路
が
泥
の
道
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
1
０
c
m
以
上
積
も
る

こ
と
も
。
近
所
の
人
が
土
を
取
っ
て
く

れ
て
い
る
。

・
今
は
支
え
て
ほ
し
い
こ
と
は
な

い
。
ま
た
近
隣
か
ら
手
助
け
や
支
え

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
は
な

い
。

・
近

所
の

一
人

暮
ら
し
男

性
に
「
ゴ

ミ
捨
て
を
手
伝
お
う
か
」
と
声
を
掛

け
た
が
「
運
動
の
た
め
に
し
て
い
る

か
ら
手
伝
い
は
不
要
」
と
い
わ
れ

た
。

・
避

難
場
所
は
旭
小
だ
が
、
高
齢
者
に
は
急

勾
配
の
坂
道
は
無
理
。
高
齢
者
で
も
行
け
る

場
所
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。

・
三

樹
院
を
逃
げ
場
所
と
し
て
提
案
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
。
本
堂
ま
で
8
ｍ
の
坂
と
な
っ

て
い
る
。

・
防

災
み
う
ら
の

放
送

が
聞

こ
え
づ

ら
い

。

・
年

始
に
お
こ
な
う
お
ん
べ
焼
き
が
も
っ

と
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

長
沢
の
お
ん
べ
焼
き
は
賑
や
か
だ
っ

た
。

・
夏

ま
つ
り
に
お
こ
な
っ
て
い
た
盆
踊
り

を
復
活
し
て
は
ど
う
か
、
以
前
は
浜
で

踊
っ
て
い
た
。
市
民

セ
ン
タ
ー
で
お
盆
に

や
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
る
。

・
諏

訪
神
社
の
掃
除
を
す
る
人
が
い
な

い
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
は

ど
う

か
。

・
要

支
援
、
要

介
護
者
に
は
介

護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
が

、
健
常
者
に
も
過
ご
す
場
所
が

あ
る
と
い
い
。
卓
球
な
ど
。

・
児

童
生
徒
が
挨
拶
で
き
る
明

る
い
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

・
子

ど
も
を
出
産
し
や
す
い
市

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
３
０
年
以

上
前
、
２
番
目
の
子
の
出
産
の

と
き
、
上
の
子
を
預
け
る
先
が

な
く
、
産
院
で
知
り
合
っ
た
マ

マ
友
に
預
け
た
。

・
ア
パ
ー
ト
に
転
入
し

た
人
は
、
区
に
入
ら

な
い
こ
と
が
多
い
。

・
一

人
暮

ら
し
に
な
っ

た
か
ら
と
、
区
を
抜

け
る
人
が
い
る
。

・
リ
ス
が
電
線
を
走

り
、
神
社
に
住
ん
だ
り

と
、
自
宅
近
く
ま
で
来

て
い
る
。
今
は
被
害

は
出
て
い
な
い
。
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  N
o

性
別

年
代

上
宮
田

第
1
区
の

い
い
と
こ
ろ

生
活

上
の
困

り
ご
と
、あ

っ
た
ら
い
い
と
思

う
手

助
け

住
民

同
士
の

支
え
合

い
が
あ

る
か

災
害

時
の
不

安
避

難
の
仕

方
な
ど

に
つ
い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域

で
あ
る
と
い

い
な
と
思

う
こ
と

ど
ん
な

地
域
に
な

っ
て
ほ
し
い

か
そ
の
他

2
3

男
7
0

独
身
者

が
多

い
。

免
許
返

納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、買

い
物
や
病

院
に
行

け
な
く
な
る
。

2
4

女
7
0

・近
所

に
一
人

暮
ら
し
の
高

齢
者

宅
が

５
～
６
軒

あ
る
。

・こ
の

あ
た
り
は

、お
店
が

な
い
。駅

ま
で
行

か
な
い
と
生
鮮

（野
菜
、果

物
、

肉
、魚

）は
買

え
な
い
。車

が
使

え
な
く

な
っ
た
ら
心
配

。今
は

夫
の

車
か

、自
分

一
人
の

時
は

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
い

る
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

近
く
に
あ
る
け

ど
、木

の
ゴ
ミ
が

た
く
さ
ん
に
な
り
、あ

ふ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

・年
配
の

人
は

あ
ま
り
近
所

付
き
合

い
を
し
な
い
、出

歩
き
た
く
な
い

と
聞
く
。介

護
認
定
が

あ
っ
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
は
使

い
た
く
な
い
と
か
。

余
計

な
神
経

を
使

い
た
く
な
い

、家
が
い

い
と
い

う
人

が
多

い
の

か
も

し
れ
な
い

。
・夫

が
い

る
の
で
、近

所
の
人

を
誘
っ
て
家
で
お
茶
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い

。
・近

所
の

人
た
ち
は

、み
ん
な
忙

し
く
て
、声

を
掛
け
る
よ
う
な
人

も
い

な
い
。

津
波
の

避
難

は
、市

境
の

道
を
通

っ
て
坂

へ
上

が
る
ル
ー
ト
に
な
る
が
、
大
変

で
歩
け
な

い
。

昔
は
地

域
に
ス
ー
パ

ー
が
あ
っ
て
便
利

だ
っ
た
。

京
急

ス
ト
ア
で
買
い

物
3
,0

0
0
円
以

上
で
配
達

し
て
く
れ
る

と
聞

く
。自

分
は

使
っ

て
い
な
い

。

2
5

女
7
0

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

カ
ラ
ス
被

害
が

多
い
が

、近
所
の

人
が

工
夫

し
て
や
っ
て
く

れ
て
い

る
。

・こ
の

辺
は

、買
い

物
で
き
る
と
こ
ろ
が

何
も
な
い

。コ
ン
ビ
ニ
も
な
い
。今

は
車

が
あ
る
け
ど
、夫

も
7
0
代

後
半

で
免
許

証
返
納

後
が

心
配

。別
居

し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
も
心
配

し
て
く
れ
て
い
る
。

も
っ
と
平

地
な
ら
移

動
販

売
の

車
も
来

る
か

も
し
れ
な
い

け
ど
、こ

の
辺
は

中
途

半
端

。昔
は
近
く
の

商
店

が
、
御
用

聞
き
に
来

て
く
れ
た
。

・近
所

に
高
齢

者
の

独
居

や
高
齢

者
世

帯
が
あ
り
、心

配
。一

人
で
頑

張
っ
て
い

る
人

が
多

い
。

こ
の

辺
り
は
、昔

か
ら
住
ん
で
い

る
人
達

な
の
で
、仲

良
く
し
て
い
る
。

隣
の

人
に
は

、息
子
達

の
連

絡
先

を
伝
え
て
あ
り
、１

日
雨

戸
が
閉

ま
っ
た
ま
ま
の

と
き
は
、息

子
に
連

絡
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で
あ
る
。

・避
難

場
所

の
旭

小
ま
で
は
、
行
け
な
い

。通
り
道

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
多

く
て
、危

な
い
。

・近
く
の

坂
を
津

波
避

難
で
登

る
と
い

い
と

思
う
が

、急
な
と
こ
ろ
が
一

か
所

あ
る
。鎖

の
手
す
り
が
あ
れ
ば

、高
齢

者
も
登
れ
る
と

思
う
。

・所
有

す
る
畑
を
、幼

稚
園
の

津
波
避

難
の

一
時
避

難
場

所
に
提

供
し
て
い

る
。そ

こ
に
、

幼
稚
園

の
防

災
倉

庫
も
設

置
し
て
い

る
。地

域
の
た
め
の

防
災

倉
庫

の
設

置
に
も
、活

用
し
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
。

・地
区

ご
と
に
、
水
や
毛

布
、食

べ
物

等
を
用

意
し
て
お
く
と
い

い
と
思

う
。

・区
民
会

館
が

、区
の

真
ん

中
あ
た
り
に
あ
る
と
い
い

と
思

う
。

・昔
は
、子

ど
も
会

で
お
化

け
屋
敷

と
か
の

行
事

を
や
っ
て
い

た
が
、今

は
子
ど

も
会
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

・図
書

館
と
喫
茶

店
が

ほ
し
い

。
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●大瀬戸 

 N
o

性
別

年
代

上
宮

田
第
1
区

の
い
い
と
こ
ろ

生
活
上
の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た

ら
い

い
と
思
う
手
助
け

住
民
同
士
の
支
え
合
い

が
あ
る
か

災
害
時
の

不
安

避
難

の
仕
方
等
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と

地
域
で
あ
る
と
い

い
な
と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域

に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の
他

1
女

7
0

・ご
近
所

を
よ
く
知

っ
て
い

る
。

・何
か
あ
っ
た
ら
、
助
け
て
も
ら
っ

た
り
す
る
関

係
が
あ
る
と
こ
ろ
。

・長
く
住
ん
で
い

る
、
顔

な
じ
み
の

人
が

多
い
。

・道
が
狭

く
ゴ
ミ
収

集
車

が
入
れ
な
い

た
め
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

家
か

ら
遠

い
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

掃
除
当

番
は
、
毎

日
、
掃

除
用
具

と
記

録
用
紙

を
回

し
て
い

る
。

・冬
の
夕

方
、
暗
く
な
る
と
、
親

が
子
ど
も

を
迎

え
に
来
て
い

る
の

を
見

か
け
る
。
働

い
て
い

る
と
大
変

だ
と
思

う
。

・近
所

に
一

人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が

い
る

が
、
ご
近

所
で
声

を
掛

け
合

っ
て
く
れ
て
い

る
。

・ご
近

所
の

顔
が
見

え
な
い

と
、
声
を
掛

け
合

っ
た
り
し
て
い

る
。

・子
ど
も
が

い
る
家

と
も
、
挨

拶
し
た
り
し

て
い
る
。

旭
小

が
避
難

先
。
今

の
と
こ
ろ
、
心

配
は

な
い
。

集
ま
り
が
あ
っ
て
も
、
皆
あ
ま
り
出

て
来

ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。

近
く
に
、
子
ど
も
達

が
集
団

登
校
で
集

ま
る
場
所

が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
だ

。

2
女

9
0

自
然

が
あ
る
。
海

も
い
い

し
、
山
も

い
い

。
季
節

の
移
り
変
わ

り
が

い
い
。

近
く
の

商
店
が

な
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ

た
。
三

浦
海

岸
ま
で
買
い

物
に
行

か
な
い

と
い

け
な
い
。
今

は
息
子

の
休
み
の
日

に
、

連
れ
て
行

っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

近
く
に
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で
き
て
ほ
し

い
。
京

急
ス
ト
ア
で
は

、
3
,0

0
0
円
以

上
の

買
い

物
で
家

ま
で
届
け
て
も
ら
え
る
が

、
す

ぐ
食

べ
た
い

も
の

は
持
っ
て
帰

る
必

要
が

あ
る
。
配

達
が

届
く
の

を
待

て
な
い

。

以
前
は

隣
組
が

あ
り
、
葬
式

の
手
伝

い
に

行
き
、
食

事
作

り
等

し
て
い

た
。
今

は
家
族

葬
に
な
り
、
寂
し
い

。

・東
日
本

大
震
災

の
時
は

、
津

波
も
な
く
静

か
だ

っ
た
の
で
家
に
い

た
が

、
後
で
息
子

に
「避

難
す
る
よ
う
に
」と

怒
ら
れ
た
。
家

族
は

旭
小

ま
で
避
難

し
て
い
た
。

・旭
小
ま
で
上

が
っ
て
行

く
こ
と
が

で
き
な

い
。
家

の
近

く
の

坂
も
、
上
が

る
の

が
大

変
だ
。

区
民

会
館

で
集
ま
り
が
あ
っ
て
も

遠
い

。

3
男

7
0

今
は

困
っ
て
い

な
い
が

、
車
の

免
許
を
返

納
し
た
ら
買

い
物
が

心
配
だ

。

・両
隣

で
、
声

を
掛

け
合

っ
て
い
る
。

・組
長

の
と
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
担

当
し

て
か
ら
、
そ
の
ま
ま
今

も
週

1
回
続

け
て
い

る
。
子

ど
も
た
ち
が

か
わ

い
い
。

地
震

や
火

事
等
、
不

安
な
こ
と
が
い

っ
ぱ

い
あ
る
。

地
震
の

場
合
は

、
線
路

の
高

架
下

を
通

り
、
坂

の
上

に
逃

げ
よ
う
と
思

っ
て
い

る
。

・道
路
が

も
っ
と
広

い
と
い

い
。

・自
分
で
出

掛
け
な
い

と
と
思
っ
て
い

る
が

、
最
近

、
以
前

行
っ
て
い

た
釣
り

に
も
行
っ
て
い

な
い

。

4
女

7
0

皆
さ
ん
親

切
で
優

し
い
。
支

え
合
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

特
に
な
し
。

・何
か

あ
る
と
、
ご
近

所
で
声

を
掛

け
合
っ

て
い
る
。

・お
す
そ
わ
け
が

あ
る
。
野

菜
が
と
れ
た
ら

配
っ
た
り
、
お
か
ず
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
ら

あ
げ
た
り
し
て
い

る
。

・親
の

代
が

い
な
く
な
っ
て
も
、
子
の

代
で

も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

・昔
か

ら
の

地
元

の
人

は
、
親

切
で
声

を
掛

け
て
く
れ
る
。

・近
所

に
で
き
た
新

し
い

家
の

人
達

と
も
交

流
し
て
い

る
。
野

菜
を
届

け
た
り
、
車
を
停

め
さ
せ
て
あ
げ
た
り
し
て
い

る
。

・ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
週

2
回
や
っ
て
い

る
。

夫
が
前

の
区
長

と
活

動
を
立

ち
上

げ
た
。

夫
が
亡

く
な
っ
た
後

も
続

け
て
い

る
。

旭
小
ま
で
は

行
け
な
い

。
近

く
の
畑

等
に
逃

げ
る
つ

も
り
だ
。
こ
こ
に
は
、
津

波
は

来
な
い
と
聞
い

た
。

自
分

は
も
う
年

だ
か
ら
、
あ
ま
り

興
味

が
な
い

。
近

場
で
何

か
あ
れ

ば
行

く
か
も
。

今
は

、
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
。
近
所

に
引

っ
越

し
て
来

た
方
々

も
、
気

持
ち
よ
く
挨

拶
し
て
く
れ
る
。

5
女

8
0

心
配

し
な
い
で
、
毎

日
生
活

で
き

る
と
こ
ろ
。

・年
を
と
る
と
、
急

に
何

か
起
こ
る
こ
と
が

あ
る
。
息

子
が

い
る
と
き
は
相

談
で
き
る

が
、
一

人
の
と
き
は

自
分

で
判
断

し
た
り
、

救
急

車
を
呼

ん
だ

り
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
大

変
だ

。
・こ

の
辺

は
、
子

ど
も
が
少

な
く
な
っ
て
い

る
。
地

の
人

も
引
っ
越

し
た
り
独
身

だ
っ
た

り
と
、
子

ど
も
が
い

る
人
が

あ
ま
り
い

な
い
、
引

っ
越

し
て
来

た
人

た
ち
の

子
ど
も
が

い
る
。

ご
近
所

の
支
え
合
い

が
あ
る
。
昔

か
ら
あ
っ

た
が
、
今

で
も
野
菜

を
い
た
だ
い

た
り
す

る
。

以
前
は

、
屋

号
で
「○

○
の

子
ど
も
」「

○
○

の
お
兄

ち
ゃ
ん
」と

い
う
つ
な
が
り
が

あ
っ

た
が
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。

今
は
人

を
誘
っ
た
り
、
頼

っ
た
り
は

な
く
、

自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
そ
の

人
の

個
性

で
生
活

し
て
い

る
。

こ
の
辺

は
関
東

大
震
災

以
後
、
災

害
は
な

い
け
ど
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
は

声
掛

け
を

し
て
ほ

し
い
。
誰

か
に
「逃

げ
よ
う
」「

こ
っ

ち
に
行
こ
う
」と

声
を
掛
け
て
も
ら
わ

な
い

と
、
正
し
い

か
わ
か

ら
な
い

。
若

い
人
に
声

を
掛

け
て
も
ら
い
た
い
。
高

齢
者
は

「今
ま

で
平

気
だ

っ
た
か
ら
今
回

も
大
丈

夫
だ
。
」

と
思

っ
て
し
ま
う
。

逃
げ

る
と
き
に
動
け
る
か

ど
う
か

も
不

安
。

・老
人
会

に
誘

わ
れ
た
り
す
る
。
出

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い

か
な
と
思

う
が

、
自

分
の

こ
と
で
精

い
っ
ぱ

い
。

・6
0
～

7
0
才

の
元

気
な
人

向
け

の
体

操
は

あ
る
が

、
８
０
才

以
上

の
人

と
な
る
と
ど
う
か
。

・年
を
取

っ
て
、
急

に
具
合

が
悪
く
な
っ

て
救

急
車
で
行
っ
た
後

、
誰
に
そ
れ
を

伝
え
た
ら
い
い

か
？
夫

婦
の
片

方
が

入
院

し
た
と
き
等

、
こ
れ
か
ら
の
生

活
を
相

談
し
た
い

。
一
人

に
な
っ
た
ら
ど

う
し
た
ら
い

い
か

。
・介

護
認

定
は

ど
う
し
た
ら
い

い
の

か
。
病

院
や
老

人
ホ
ー
ム
に
入

る
に

は
？

元
気
な
う
ち
に
、
ど
う
い

う
施

設
が
あ
る
の

か
、
入
る
条
件

等
を
知

り
た

い
。
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 N
o

性
別

年
代

上
宮
田

第
1区

の
い

い
と
こ
ろ

生
活
上

の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た

ら
い

い
と
思
う
手
助
け

住
民

同
士
の
支

え
合

い
が

あ
る
か

災
害

時
の
不
安

避
難
の

仕
方
等
に
つ

い
て

考
え
て
い
る
こ
と

地
域
で
あ

る
と
い

い
な
と
思

う
こ
と

ど
ん
な
地
域

に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の
他

6
男

7
0

・災
害
が
な
い
と
こ
ろ
。

・治
安
が
い
い
と
こ
ろ
。

・静
か
な
と
こ
ろ
。

・住
め
ば
都
。

特
に
な
し
。

近
所
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
て
、よ

く
う
ち
の
庭
で
一
緒
に
話
を
し
て
い
る
。

災
害
は
な
い
の
で
、特

に
心
配
し
て
い
な

い
。

孤
独
が
好
き
。

・釣
り
が
好
き
で
、１

５
人
く
ら
い
の
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
。一

人
だ
と
、

危
な
い
の
で
。自

分
達
は
ゴ
ミ
を
出
さ

ず
、必

ず
掃
除
を
し
て
帰
る
。だ

が
、他

か
ら
来

た
人
が
、ゴ

ミ
を
置
い
て
帰
っ

て
い
る
。

・二
町
谷
の
先
の
岩
場
は
釣
り
ス
ポ
ッ

ト
だ
が
、釣

り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。釣

り
人
が
来
る
こ
と
で
活
性
化
に
も
な
る

の
で
、釣

り
公
園
と
し
て
有
料
化
し
て

ほ
し
い
。

7
女

5
0

近
所
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
少
な

い
。農

家
さ
ん
な
ど
、ご

家
族
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
る
。

・大
家
が
ご
近
所
で
、お

す
そ
わ
け
が
あ

る
。

・犬
の
散
歩

や
登
下
校
で
、ご

近
所
と
は
顔

見
知
り
だ
。

災
害
時
に
向
け
て
、近

所
の
人
と
、も

っ
と
顔
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。炊

き
出
し

や
、訓

練
等

を
し
た
い

。以
前
「近

所
で
避
難
訓
練
を
し

よ
う
」と

声
を
掛
け
て
く
れ

た
人
が

い
た
。

8
男

7
0

駅
や
海
が
近
く
、環

境
に
恵
ま
れ

て
い
る
。行

政
セ
ン
タ
ー
も
同
様

で
あ
る
。地

形
的

に
考
え
る
と
、風

水
害

の
心

配
も
あ
ま
り
な
く
、た

だ
、津

波
だ
け
が
心
配
で
あ
る
。

現
在
は
車
の
運
転
が
で
き
、買

物
も
自
由

に
で
き
る
が
、何

年
後
か
先
に
は
、買

物
も

不
自

由
す
る
か
も
し
れ
な
い
。そ

う
し
た
場

合
、昔

で
い
う
御
用

聞
き
の
よ
う
な
方
法

で
各
家
に
注
文
取
り
を
し
た
り
、電

話
に
よ
る

注
文

取
り
を
す
る
方

法
も
有

効
で
あ
る
。

以
前

は
ざ

っ
く
ば
ら
ん
で
あ
っ
た
が
、今

は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、個

人
情
報
等
が
あ
る
た

め
、支

え
合
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
2
～
3
年

は
、防

災
訓
練
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。こ

れ
か
ら
は
、

今
ま
で
ど
お
り
防
災
訓
練

（津
波
訓
練
）を

お
こ
な
う

べ
き
だ

。
防
災
訓
練
は
、高

い
所
に

避
難
す
る
が
、1

区
の
場

合
、足

の
不
自
由
な
人
用

に
、車

い
す
で
の
訓

練
を

実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
中
止
に
な
っ
て
い
た
が
、昨

年
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

お
ん
べ
焼
、防

災
訓

練
、組

長
の
定

例
会

は
今
ま
で
ど
お
り
実

施
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

今
の
ま
ま
で
い
い
。

特
に
な
し
。

9
女

5
0

ゴ
ミ
捨
て
場
が
、い

つ
も
キ
レ
イ
。

例
大
祭
の
神
輿
の
と
き
に
、車

を
移
動
し
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
り
、ゴ

ミ
が
散
っ
て

い
た
り
、深

夜
ま
で
う
る
さ
く
て
、と

て
も

迷
惑
し
て
い
る
。何

と
か
し
て
ほ
し
い
。

避
難
所
に
、犬

も
連
れ
て
行
っ
て
い
い
の

か
？

特
に
な
し
。

10
男

6
0

時
々
コ
ン
ビ
ニ
駐
車
場
で
の
、深

夜
お
客
さ

ん
の
話
し
声
、笑

い
声
に
よ
る
睡
眠
妨
害
に

困
っ
て
い
る
。警

察
に
よ
る
、日

常
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
を
充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
和
な
の
で
、今

の
と
こ
ろ
な
い
。

予
測
で
き
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合

。
避
難
の
仕
方
は
状
況
に
よ

る
。

特
に
な
し
。

平
和
で
、ポ

イ
捨
て
ゴ
ミ
の
な

い
町
、ペ

ッ
ト
の
フ
ン
の
な
い

町
、清

潔
な
町
。

区
費
の
集
金
の
必
要
性
に
つ
い
て
、周

知
し
て
ほ
し
い
。個

人
的
に
は
、必

要
な
ら
税
収
と
し
て
、市

税
に
課
税
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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●芝原 

 N
o

性
別

年
代

上
宮

田
第
1
区

の
い
い

と
こ
ろ

生
活

上
の

困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い

い
と
思
う
手

助
け

住
民

同
士

の
支
え
合

い
が

あ
る
か

災
害

時
の

不
安

避
難

の
仕
方

等
に
つ

い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域
で

あ
る
と
い
い

な
と
思

う
こ
と

ど
ん
な

地
域
に
な

っ
て
ほ
し
い

か
そ
の

他

1
男

7
0

・駅
に
近

い
・海

が
見
え
る

・静
か

で
閑

静
な
住

宅
街

。
特

に
な
し
。

野
菜

を
も
ら
っ
た
り
す
る
。

・1
番

の
心

配
は
津

波
。
川

の
氾

濫
や
、
が

け
崩

れ
の

心
配

は
な
い

。
・家

屋
の

倒
壊

も
心

配
。

旭
小

が
避

難
所
。
今

は
い

い
け
ど
、
ゆ
く
ゆ
く
は

自
分

の
足

腰
が

心
配

。

消
滅

都
市

で
あ
る
こ
と
が

心
配

。
い

ろ
い

ろ
な
人

に
住

ん
で
ほ

し
い

。

2
女

6
0

・ご
近

所
の
人

と
会

っ
て
話

す
機

会
が

少
な

い
。

・一
人

で
家
に
い

る
高

齢
者

も
い

る
。
つ
な

が
り
が

ほ
し
い

と
思

う
。
「い

つ
ま
で
里

費
を
払

え
る
か

」と
い

っ
て
い

た
。

・近
所

に
子
ど
も
が

い
な
い

人
や
、
老

老
介

護
の

人
も
い

る
。

近
所

の
人
の

通
院

に
連

れ
て
行

っ
た
り
し
て

い
る
。

里
で
何

か
で
き
れ
ば

と
思

う
が

、
集

ま
り
と
な
る
と
大

変
に
な
る
。
運

営
、
資

金
、
ど
こ
ま
で
関
わ

れ
る
か

等
。

情
報

、
相

談
先
が

目
に
つ
く
と
こ
ろ

に
あ
る
と
い

い
。
高

齢
者

に
は

、
広

報
誌

、
チ
ラ
シ
、
回

覧
板

が
い

い
が

、
若

い
人

向
け
の

方
法

と
両

方
あ
る

と
い

い
。

3
男

7
0

地
域

の
見

守
り
や
、
緊

急
時

の
連

絡
方

法
が

あ
る
と
い

い
。

ご
近

所
か

ら
お
す
そ
わ

け
を
い
た
だ

く
こ
と

も
あ
る
。

旭
小

の
避

難
場

所
ま
で
が

遠
い

。

皆
が

挨
拶

で
き
る
よ
う
な
、
日

頃
か

ら
顔

が
分

か
る
関

係
が
あ
る
と
い

い
。
地

域
の

人
か

、
そ
う
で
な
い

人
か

が
わ

か
る
よ
う
に
な
れ
ば

、
防

犯
に
な
る
。

4
女

4
0

・住
民

の
質

が
い

い
。

・三
浦

海
岸

の
ビ
バ

リ
ー
ヒ
ル
ズ
と

い
わ

れ
て
い

る
ら
し
い

。

・公
園

が
少
な
い

、
近

所
に
1
か

所
し
か

な
い

。
・公

園
が

あ
っ
て
も
、
整
備

さ
れ
て
い

な
い

。
遊

具
も
な
く
、
砂

場
が

カ
チ
コ
チ
。
ど
の

公
園

も
、
ベ
ン
チ
も
朽

ち
て
い

る
。

・両
隣

、
向

か
い

側
の

住
民

と
よ
い

関
係
が

あ
る
。

・近
所

に
子

ど
も
を
預
か

っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
。
お
か

ず
を
い

た
だ
い

た
り
、
お
互

い
に
安

否
確

認
を
し
合

っ
た
り
し
て
い

る
。

三
浦

海
岸

ハ
イ
ツ
に
逃

げ
る

予
定

。

・特
に
求

め
て
い

な
い

。
・子

ど
も
会

が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思

う
が
、
運

営
が

大
変

だ
か

ら
で
き
な

い
。

・年
に
1
回

、
夏

祭
が

あ
っ
た
ら
い

い
。

・子
育

て
が
し
や
す
い

地
域

に
な
っ

て
ほ

し
い

。
子

育
て
世

代
が

集
ま
れ

る
場

が
あ
っ
て
、
交

流
を
持

て
た
ら

嬉
し
い

。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

新
し
い

住
宅

の
人

た
ち
で
、
費

用
を
負

担
し

て
設

置
し
た
。
地

域
の

人
た
ち
と

一
緒

に
使

っ
て
い

る
。

5
女

4
0

特
に
困

っ
て
い

な
い
。

会
っ
た
ら
声

を
掛

け
合

っ
た
り
、
お
土

産
や
野

菜
を
渡
し
合

っ
た
り
し
て
い

る
。

子
ど
も
が
い

る
の

で
、
津
波

が
心

配
。

・ど
う
や
っ
て
旭

小
に
行

く
か

、
子

ど
も
と
考

え
て
い

る
。

旭
小

ま
で
の
避

難
が

無
理

だ
っ
た
ら
、
ど
こ
が

い
い

か
考

え
て
い

る
。
芙

蓉
ハ
イ
ツ
に

逃
げ

さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
助

か
る
。

・特
に
な
し
。

・必
要

な
情

報
は

入
っ
て
く
る
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

み
な
さ
ん
に

感
謝

し
て
い

る
。
ど
こ
に
行
っ
て

も
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
い

る
か

ら
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

目
が

あ
る
か

ら
、
あ
り
が

た
い

。
大

人
の

目
が

あ
る
こ
と
で
、
犯

罪
か

ら
守

っ
て
も
ら
え
て
い

る
。

6
男

5
0

気
候

が
い

い
、
海

が
あ
る
。

住
宅

街
の

通
り
や
旧

道
を
、
車

が
び

っ
く
り

す
る
ほ

ど
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
通

る
の

で
、
怖

い
と
感

じ
る
。

近
所

と
は

、
い

い
関

係
が
で
き
て
い

る
。

津
波

が
心

配
、
旭

小
ま
で
逃
げ

る
の

が
大

変
。

特
に
な
し
。
今

は
近

所
で
よ
い

お
付

き
合

い
が

で
き
て
い

る
。

市
全

体
で
、
防
犯

カ
メ
ラ
が

要
所

要
所

に
あ
る
と
い

い
。

・ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
が
い

て
助

か
る
。

・新
し
い

南
下

浦
市

民
セ
ン
タ
ー

の
図

書
館

が
活

用
さ
れ
て
、
活

性
化

す
る
と
い

い
。

・市
の
財

政
が

心
配

。
消
滅

可
能

性
都

市
。

7
女

8
0

静
か

で
い

い
。

・子
ど
も
が

少
な
く
て
寂

し
い
。

・別
荘

に
し
て
い

る
人

が
い

る
の

で
、
留

守
宅

が
あ
る
。
た
ま
に
姿

を
見

る
こ
と
は

あ
る

が
、
回

覧
は

飛
ば

し
た
り
し
て
い
る
。

・困
っ
て
い

る
こ
と
が

な
い

の
で
、
支

え
合

い
は

な
い
け
ど
、
顔

を
合

わ
せ
れ
ば

、
声

掛
け
を

し
合
っ
て
い

る
。
濃
密

で
は

な
い

が
気

楽
で

は
あ
る
。
揉

め
ご
と
は
な
い

。
・若

い
世

代
は

、
近

所
付

き
合

い
を
し
て
い

る
様

子
が

あ
る
。

避
難

場
所

が
遠

く
て
、
現
実

的
で
は

な
い

。
地

域
に
出

る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い

。

8
男

4
0

特
に
な
し
。

あ
ま
り
な
い

。

・旭
小

ま
で
距

離
が

あ
る
の

で
、
心

配
。

・能
登

で
は

、
住

民
は

、
国

か
ら
の

支
援

待
ち

に
な
っ
て
い

て
、
地

域
で
の

助
け
合

い
が

弱
く

な
っ
て
い

る
と
感

じ
た
。

・組
の

集
ま
り
が
な
い

。
組

が
で
き
た

当
初
は

会
館

で
集

ま
っ
た
が
、
今

は
集

ま
り
は

な
い

。
・災

害
で
避

難
し
て
も
、
近

所
の
人

の
顔

と
名

前
が

分
か

ら
な
い

状
況
な
の

で
、
も
う
少

し
交

流
が

あ
る
と
い

い
。

9
女

4
0

・あ
ま
り
困

っ
て
い

る
こ
と
は

な
い

。
・組

長
、
会

計
や
組

の
運

営
が
大

変
そ
う
。

役
は

1
年

交
代
で
回

っ
て
い

る
が

、
留

守
の

人
も
多

い
の

で
集

金
が

大
変

そ
う
。

子
ど
も
の

同
級

生
の

親
と
付

き
合
い

が
あ
る

程
度

。
犬

を
飼

っ
て
い

る
の

で
、
ど
こ
か

に
避

難
に
行

く
こ
と
は

で
き
な
い

と
思

っ
て
い

る
。

・特
に
な
し
。

・組
で
集

ま
っ
て
話

す
こ
と
は

難
し
い

と
思
う
。

今
、
問

題
な
く
静

か
に
過

ご
せ
て
い

る
の

で
こ
の

ま
ま
で
い

い
と
思

っ
て

い
る
。
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 N
o

性
別

年
代

上
宮
田
第
1
区

の
い
い
と
こ
ろ

生
活
上
の
困

り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い

い
と
思
う
手
助

け
住
民
同

士
の
支
え
合

い
が

あ
る
か

災
害
時
の

不
安

避
難
の

仕
方
等
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
こ
と

地
域
で
あ

る
と
い
い
な

と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の

他

1
0

女
6
0

・区
長
が

一
生
懸

命
や
っ
て
く
れ
て

い
る
。

・上
宮
田

1
区

会
館
を
使
え
る
よ
う

に
残
し
て
お
い

て
く
れ
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
。

わ
か

ら
な
い
。

1
区

は
津
波

被
害
が

怖
い
。
避

難
ビ
ル
が
ほ

し
い

。

地
域
の

人
の
顔

が
よ
く
わ

か
り
、

も
っ
と
交

流
の
あ
る
地

域
に
な
る
と

い
い
と
思
う
。

1
1

女
5
0

・挨
拶
す
る
と
挨
拶

を
返
し
て
く
れ

る
人
が

い
る
と
こ
ろ
。

・子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
の

見
守

り
を
し
て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

・地
元
の

方
が
何

と
な
く
わ

か
る
と

こ
ろ
。
不

審
な
人
が

い
た
ら
気
が

付
け
る
。

・時
々

ゴ
ミ
出

し
の
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い

人
が

い
る
。

・犬
の

フ
ン
が
道

路
に
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。

・組
長

に
な
っ
た
と
き
「大

変
で
す
ね
。
頑
張

っ
て
く
だ

さ
い

。
」と

励
ま
し
て
く
れ
た
り
、
里
費

等
を
ぴ
っ
た
り
の

金
額
で
用

意
し
て
く
れ
て

い
た
り
す
る
。

・共
働

き
な
の

で
、
日

中
家
に
い
な
い

こ
と
が

多
く
、
支
え
る
こ
と
は
な
か

な
か

で
き
て
い

な
い
。

・避
難
先

に
行

っ
た
と
し
て
、
誰

が
リ
ー
ダ
ー

に
な
り
、
自

分
が
ど
ん
な
役

割
が

で
き
る
の

か
、
と
い

っ
た
避
難

所
の
運

営
面
。

・我
が
家

は
現
在

、
全

員
が

自
分
で
避
難

で
き

る
健

康
状
態

だ
が
、
一
人

で
避

難
す
る
こ
と

が
難
し
い

人
は
こ
の
地

区
に
ど
れ
く
ら
い
い

る
の

か
？

・台
風
や
暴
風

雨
時
の

避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
判
断

。

・避
難

訓
練

（炊
き
出

し
）。

ゲ
ー
ム
的

な
要

素
も
取
り
入
れ
て
、
子
ど
も
た
ち

も
楽

し
く
参
加

で
き
る
と
い

い
。

・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ボ

ッ
チ
ャ
、
モ
ル
ッ
ク
と
い
っ
た
、
簡

単
な
道

具
で
さ
ま
ざ

ま
な
人

が
楽

し
め
る
も
の

が
あ
る
と
い

い
。

・挨
拶
し
た
ら
挨

拶
が
返

っ
て
く
る
。

・い
ざ
と
い
う
と
き
に
協

力
、
共
助

し
合

え
る
。

1
2

ー
ー

・海
が
静

か
、
騒
音

が
な
い

、
車

が
通

ら
な
い
。
仕

事
を
す
る
の

に
ベ

ス
ト
。

ま
だ

わ
か
ら
な
い

。
ま
だ

な
い

。
特

に
な
し
。

・裏
山

に
逃

げ
る
。

・散
歩

で
道

を
覚
え
る
よ
う
に

し
て
い

る
。

・玄
関

に
逃

げ
出
す
時

用
の

荷
物

を
置
い

て
い

る
。

・ま
だ
特

に
な
い

。
・今

は
行
け
な
い

。

・も
う
少

し
活
性

化
し
て
ほ

し
い

。
・海

に
ベ
ン
チ
も
な
い
。
海

辺
で
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
売

る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
店
も
な
い

。
海

が
綺

麗
だ
か

ら
も
っ
た
い
な
い

。
・桜

ま
つ
り
で
も
駅

前
に
あ
ま
り
（出

店
等
が

）な
い

。

1
3

女
男

7
0

8
0

穏
や
か

で
災

害
が
少

な
い
。
事

件
も
な
く
、
近

所
は
親

切
で
優

し
い

の
で
住

み
や
す
い

。

・砂
浜

に
ゴ
ミ
や
犬

の
フ
ン
が

あ
る
。

・バ
ス
の

本
数

が
少

な
く
、
車

が
な
い
と
買

い
物
が

不
便
。

・近
所

の
家
の

洗
濯
や
ゴ
ミ
出
し
等
、
家

事
の

手
伝

い
が
あ
る
と
い
い

。

近
所

の
子
ど
も
と
仲
良

く
さ
せ
て
も
ら
い
交

流
し
て
い

る
。
孫

み
た
い

。

・台
風
１
９
号

で
は
瓦

屋
根
が

壊
れ
、
雨

漏
り
し

た
。

・災
害
時

は
、
も
っ
と
寄

付
を
し
た
方

が
い
い

と
思

う
。

旭
小

へ
ど
う
や
っ
て
行
く
か

。

ど
こ
に
ど
ん
な
人

が
住

ん
で
い

る
の

か
、
わ

か
ら
な
い

。
子

ど
も
の

こ
と
も

わ
か

ら
な
い
の

で
、
子
ど
も
会

や
母

親
ク
ラ
ブ
が

あ
る
と
い

い
。
あ
る
と
煩

わ
し
い

面
も
あ
る
が

。

・明
る
い

の
が

一
番
。

・何
か
あ
れ
ば

、
す
ぐ
に
み
ん
な
が

集
ま
れ
る
よ
う
な
、
助
け
合

え
る

町
。

・地
震

以
来

、
魚

が
い

な
く
な
っ

た
。

・水
が

綺
麗

に
な
り
す
ぎ
た
。

・海
藻

が
な
い
。

1
4

女
7
0

海
が
あ
り
、
富

士
山
が

見
え
る
。

・野
菜

が
安
い

。

・何
か

し
ら
あ
る
。

・挨
拶

し
な
い

人
も
い

る
。
昔
は

近
所
で
入
院

し
た
ら
皆
で
見
舞

い
に
行

っ
た
が
、
今
は

知
ら

な
い

。

津
波
。

炭
、
包

丁
、
鍋

な
ど
、
畑

に
避

難
時

の
道
具

が
あ
る
。

・交
流

が
な
い
。
盆
踊

り
、
カ
ラ
オ
ケ
を

や
ら
な
く
な
っ
た
。

・里
全

体
で
祭
を
し
た
い
。
今

の
祭
は

若
い

人
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・過
疎
化

し
て
ほ
し
く
な
い

。
・子

ど
た
ち
は

皆
、
外

に
出

て
行

っ
た
。

1
5

男
８
０

区
に
会

館
が
あ
る
こ
と
。

井
戸
端

会
議
等

、
近

所
の

つ
な
が

り
が

改
め

て
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

縁
側

に
い

る
と
声

を
掛

け
て
く
れ
る
人

が
い

る
。

・家
が
築

１
０
０
年

。
関
東

大
震
災

で
も
ビ
ク
と

も
し
な
か

っ
た
。

・災
害
時

に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が

あ
る
と
い
い

と
思

う
。

足
が

悪
い
の

で
、
あ
き
ら
め

て
い

る
部

分
も
あ
る
。

・人
の

つ
な
が
り
を
多

く
し
て
い

け
る

会
が

あ
ち
こ
ち
で
で
き
れ
ば
よ
い
。
以

前
は

月
１
回
あ
っ
た
。

・小
中

学
の

同
級
生

は
、
兄
弟

の
よ
う

だ
っ
た
。

・住
み
よ
い
町

。
・犯

罪
の

な
い

町
、
そ
の

仕
組
み
作

り
が

必
要
。

1
6

女
6
0

・考
え
た
こ
と
が

な
い

。
・区

長
さ
ん
が

、す
ご
く
よ
く
や
っ

て
く
れ
て
い
る
。

・高
齢

者
が
多

く
、
空

き
家
が

ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
。

・川
の

橋
に
子

ど
も
が

落
ち
そ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
る
。
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
い

な
い

と
こ
ろ

も
あ
り
、
入

れ
そ
う
で
危

な
い

。

海
沿
い

だ
か
ら
、
津
波

が
心
配

。
親

戚
が
心

配
し
て
く
れ
て
い
る
。

避
難

所
が
よ
く
わ

か
ら
な

い
。
津

波
の
時

は
旭
小

、
そ
れ

以
外

の
時
は

南
下
浦

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か

？

特
に
な
し
。

・働
い
て
い
た
の

で
、
近

所
と
の

付
き
合
い

が
な
い

。
付

き
合

い
が

持
て

る
と
い

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

も
っ
と
三

浦
が
活

気
づ
く
と
い
い

。
・親

世
代

が
多
い

。
子

ど
も
世
代

は
働

け
る
と
こ
ろ
が

な
い

の
で
、
出

て
行

っ
て
し
ま
う
。

1
7

女
6
0

ご
近
所

が
助
け
て
く
れ
る
。

特
に
な
し
。

あ
る
。
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
助

け
て

く
れ
る
。
植

木
を
切
っ
た
り
し
て
る
と
、
す
ぐ

に
来

て
、
片

付
け
を
手

伝
っ
て
く
れ
た
り
す

る
。

・避
難
所

は
旭
小

だ
が

、
高

齢
者
に
は
大

変
。

少
し
遠
い

。
足

が
悪
い

の
で
、
心

配
。

・東
日
本

大
震
災

の
と
き
、
旭
小

に
子

ど
も
を

迎
え
に
行
っ
た
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

ひ
び
割

れ
て
い

た
。

逃
げ

方
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
、
歩

い
て
行

け
ば
い

い
の

か
。

集
ま
り
は
苦

手
な
の

で
あ
ま
り
な
く
て

い
い

。
こ
の

ま
ま
で
い

い
。
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 N
o

性
別

年
代

上
宮

田
第
1
区
の

い
い

と
こ
ろ

生
活

上
の

困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い

い
と
思
う
手

助
け

住
民

同
士

の
支

え
合
い

が
あ
る
か

災
害

時
の

不
安

避
難
の

仕
方

等
に
つ
い

て
考

え
て
い

る
こ
と

地
域
で

あ
る
と
い
い

な
と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地

域
に
な

っ
て
ほ

し
い
か

そ
の
他

1
8

女
7
0

お
お
ら
か
な
と
こ
ろ
。

・近
所

の
境

目
が

な
く
、他

人
で
は

な
い

感
じ

の
お
付

き
合

い
が

あ
る
。近

所
に
お
か

ず
を

届
け
に
行

っ
た
り
、雨

戸
が

閉
ま
っ
て
い

た
ら
、様

子
を
見

に
行

く
等

、お
節

介
焼

き
し
て

い
る
。そ

れ
を
受

け
入

れ
て
く
れ
て
い

る
。

・一
人

暮
ら
し
の

高
齢

者
の

家
に
声
掛

け
に

行
く
と
「喋

っ
て
く
れ
る
人

が
い

る
と
助

か
る

よ
。」

と
言

わ
れ
る
。

・女
性

同
士

で
井

戸
端

会
議

な
ら
ぬ
花

畑
会

議
を
し
て
い

る
。

・風
が

心
配

。台
風

の
後

、家
等

に
水

を
掛

け
る
作

業
が

大
変

。

・東
日

本
大

震
災

の
と
き
は

、
近

所
に
声

を
掛

け
て
回

っ
て

避
難

し
た
。言

葉
掛

け
が

大
切

。
・「

息
子

が
帰

っ
て
来

る
の
で

残
っ
て
い

る
。」

と
言

っ
て
、

逃
げ

な
い

人
も
い

た
。

・勝
手

に
集

ま
っ
て
い

る
。

・「
家

に
上

が
っ
て
」と

い
う
と
「気

を
遣
う
」と

い
わ

れ
た
の

で
「外

に
い

す
を
出

し
て
、お

茶
し
よ
う
か

、お
喋

り
会
を
し
た
い

ね
」。

と
話

し
て
い

る
。喋

り
た
い

こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。

・会
館

だ
と
堅

く
な
る
の

で
、近

所
の

井
戸

端
会

議
が

い
い

。

今
の

ま
ま
で
い

い
。若

い
人

が
帰

っ
て
来

な
い

が
。

蛇
が
い
な
く
な
っ
た
。蛇

は
ね

ず
み
を
食

べ
る
か

ら
、い

た
方

が
い

い
。

1
9

女
ー

わ
か
ら
な
い

。良
く
も
悪

く
な
い

。

・自
分

の
こ
と
で
い

っ
ぱ

い
。病

院
と
買

い
物

に
や
っ
と
行

っ
て
い

る
。

・足
が

悪
い

の
で
、歩

く
の

が
大

変
。

・移
動

は
自

転
車

。自
転

車
に
乗

れ
な
く

な
っ
た
ら
困

る
。

・近
所

の
つ
な
が

り
が

い
い

の
で
住

み
や
す

い
。

・ゴ
ミ
出

し
に
来

た
知

り
合

い
を
家
に
呼

び
入

れ
た
り
し
て
い

る
。

・救
急

車
が

来
る
と
、近

所
の

人
や
友

人
が

心
配

し
て
す
ぐ
来

て
く
れ
る
。

・近
所

の
人

が
「何

か
あ
っ
た
ら
言

っ
て
」と

立
ち
寄

っ
て
く
れ
た
り
、「

何
か

あ
っ
た
ら
電

話
し
て
ね
」と

電
話

番
号

を
教

え
て
く
れ
た
り
し

て
く
れ
る
。

津
波

が
怖

い
。

上
に
上

が
っ
て
行

く
つ
も
り
。

そ
の

と
き
は

、火
事

場
の

馬
鹿

力
で
何

と
か

行
け
る
と
思

う
。

・世
間

話
を
し
た
り
、顔

を
合

わ
せ
る

機
会

が
あ
っ
た
ら
い

い
と
思

う
。年

に
一
度

く
ら
い

あ
る
と
い

い
。

・催
し
物

が
あ
っ
て
も
、行

け
な
い

。

今
の

ま
ま
で
い

い
と
思

う
。

・1
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
自

分
で
決

め
て
、な

る
べ

く
動

く
よ
う

に
し
て
い

る
。

・テ
レ
ビ
体
操
を
1
日

3
回

し
て
い

る
。

・5
時

か
ら
散

歩
し
て
い

る
。以

前
は

旭
小

ま
で
行

っ
て
い
た
け

ど
、今

は
無

理
。

2
0

男
７
０

空
気

が
い

い
。

近
所

と
あ
ま
り
付

き
合

い
が

な
い

。
近

所
に
住

む
一

人
暮

ら
し
の

親
戚

の
買

い
物

や
ゴ
ミ
出

し
を
手
伝

っ
て
い

る
。

・別
に
な
い

。
・こ

の
辺

は
湾

が
広
い

か
ら
、津

波
は

上
が

っ
て
来

な
い

と
思

う
。

・東
日

本
大

震
災

の
と
き
は

、少
し
津

波
が

出
た
。

・台
風

の
風

当
た
り
が

強
い

。近
所

で
瓦

が
飛

ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、風

が
心

配
。

集
ま
る
所

が
あ
る
の

か
、分

か
ら
な

い
。

外
国

人
が

海
沿

い
か

ら
歩

い
て
来

る
け
ど
、住

ん
で
い

る
所

が
あ
る
の

か
な
と
思

う
。

2
1

男
5
0

静
か

で
い

い
。

リ
ス
、ハ

ク
ビ
シ
ン
等
の

害
獣

が
多

い
。　

倉
庫

に
侵

入
し
て
い

て
、市

に
相

談
し
て
罠

を
仕

掛
け
て
捕

ま
え
た
が

、そ
の

後
も
倉

庫
に

い
そ
う
だ

。業
者

に
「菌

や
ウ
ィ
ル
ス
を
持

っ
て
い

る
か

ら
、触

っ
た
ら
ダ
メ
」と

い
わ

れ
た
。

一
人

な
の

で
、体

調
が

悪
い

時
は

心
配

。何
か

あ
っ
た
ら
、見

つ
け
て
く
れ
る
人

が
い

な
い

の
で
、近

く
に
住
ん
で
い

る
会

社
の

人
に
は

、長
期

に
留

守
す
る
時
は

事
前

に
伝

え
た
り
、

「ず
っ
と
出

勤
し
な
い

時
は

訪
ね

て
来

て
」と

頼
ん
で
あ
っ
た
が

、そ
の

人
が
不

在
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

・な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い

か
ら
心

配
し
て

い
な
い

。こ
こ
が

ひ
ど
い

状
況

な
ら
、東

京
も

ひ
ど
い

だ
ろ
う
か

ら
、ど

う
し
よ
う
も
な
い

。
・津

波
、地

震
よ
り
、風

が
心

配
。以

前
の

台
風

1
9
号

の
時

、瓦
が

飛
ん
だ

り
、被

害
が

出
た
。

忙
し
い

か
ら
、顔

を
出

せ
な
い

。

・こ
の

辺
は

平
和
。近

所
で
そ
れ
と

な
く
、気

を
掛

け
て
く
れ
る
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
い

つ
も
誰

か
が

、気
に
掛

け
て
整

え
て
く
れ
て

い
る
。

2
2

男
8
0

・気
候

は
い
い

。
・安

全
で
安

心
な
地

域
ぐ
る
み
の

見
守

り
活

動
が

根
付

い
て
い

る
と

こ
ろ
。

・ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は

約
２
０
年

前
に
立

ち
上

げ
、地

域
、学

校
、警

察
と
の

連
携

を
取

っ
て
、前

半
期

（区
）、

後
半

期
（旭

小
）と

見
守

り
活

動
の
連

絡
会

議
を
お
こ
な
い

、
防

犯
活
動

も
担

っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

・一
人

暮
ら
し
の

人
が

増
え
て
い

る
。

・ま
だ

少
な
い
が

、空
き
家

も
増

え
て
い

る
。

・引
っ
越

し
て
来

て
も
、ま

た
元

の
場

所
に

戻
る
人

も
い

る
。

・一
人

暮
ら
し
の

人
に
対

し
て
助

け
合

い
の

場
が

ほ
し
い

。
・大

き
な
企

業
も
な
い

。

・隣
近

所
同

士
の

よ
し
み
で
、庭

の
木

の
剪

定
や
伐

採
等

を
お
こ
な
っ
て
い

る
。そ

う
い

っ
た

付
き
合

い
が

あ
り
、喜

ば
れ
て
い

る
。

・昔
か

ら
住

ん
で
い

る
の

で
、人

と
の
つ
な
が

り
は

強
い

と
感

じ
る
が

、広
げ

な
い
と
い

け
な

い
。

・新
し
い

住
民
は

な
か

な
か

馴
染

み
に
く
い
と

思
う
の

で
、ア

ド
バ

イ
ス
を
す
る
こ
と
が

必
要

。
・昔

は
漁

業
の

女
性

に
よ
る
婦

人
消

防
隊

が
あ
っ
た
が

、会
と
し
て
の

活
動

が
な
く
、解

散
し
た
。

・子
ど
も
、親

子
で
集

ま
る
こ
と
が

大
切
。

・子
ど
も
会

が
あ
る
と
い

い
が

、役
に

な
る
人
が
い
な
く
て
、難

し
い
。

・何
で
も
話

し
合

え
る
地

域
。

・上
宮

田
第

１
区

に
５
名

の
地

域
担

当
役

員
が

い
る
の

で
、何

事
も
気

兼
ね

な
く
相

談
さ
れ
た
い
。住

み
よ
い

地
域

に
し
た
い

。

昔
は

半
農

半
漁

が
多

か
っ
た
。
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●芙蓉ハイツ（芝原のマンション） 

 N
o

性
別

年
代

上
宮
田

第
１
区
の

い
い

と
こ
ろ

生
活
上

の
困

り
ご
と
、

あ
っ
た

ら
い

い
と
思

う
手

助
け

住
民
同

士
の

支
え
合

い
が

あ
る
か

災
害

時
の
不

安
避

難
の

仕
方

等
に
つ

い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域

で
あ

る
と
い
い

な
と
思
う
こ
と

ど
ん
な

地
域

に
な

っ
て
ほ
し
い

か
そ
の

他

1
男

7
0

引
っ
越
し
て
き
て
４
０
年

に
な
る
。

皆
温

厚
で
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い

。

・公
園

掃
除

、
花

植
え
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
活

性
化

サ
ロ
ン
、
大

勢
参
加

し
て
く
れ
る
。

・特
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
は

、
と
て
も
熱

心
で
あ
る
。

机
上

の
避

難
計

画
で
は

な
く
、
丈

夫
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の

利
点

を
活
か

し
た
垂

直
避

難
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て

い
る
。

日
頃

か
ら
挨

拶
交

わ
す
、
安

心
な
地

域
に

な
っ
て
ほ

し
い

。

2
女

7
0

普
段

マ
ン
シ
ョ
ン
内

で
い

い
と
思

う
と
こ
ろ
は

、
住

民
同

士
の

仲
が

よ
く
、
挨

拶
は

当
然
の

こ
と
、
何

か
あ
っ
た
ら
電
話
し
て
相
談
し
た
り
、

助
け
合
っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

一
人

暮
ら
し
に
な
っ
て
か

ら
、
電

気
の

交
換

を
頼

め
る
人

が
い

た
ら
い

い
な

と
思
っ
て
い

る
。

先
日

、
ト
イ
レ
が

詰
ま
っ
た
と
い

う
相

談
を
受

け
、
一
緒
に
業
者
を
探
し
た
。
苦
労
し
て
、
何

と
か

す
ぐ
に
来

て
も
ら
え
る
業

者
が

見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

津
波

が
起

き
た
ら
、
５
階

の
住

民
宅

へ
避

難
す
る
約

束
に
な
っ
て
い
る
。

今
現

在
、
マ
ン
シ
ョ
ン
活

性
化

委
員

会
が

あ
り
検

討
中

。
歌

を
歌

う
、
ス
マ
ホ
の

学
習

会
、
折

り
紙

、
ゲ
ー
ム
等

こ
れ
ま
で
に
実

施
。
集

会
室

以
外

で
も
茶

話
会

が
で
き

な
い

か
？

と
い

う
話
が
持
ち
上

が
っ
た
。

困
っ
た
と
き
に
助
け
を
呼
べ
る
、
ま
た
力

に
な
れ
る
地

域
。

3
男

7
0

・諏
訪

神
社

の
祭

や
、
正

月
明

け
に
海

岸
で
お
こ
な
う
お
ん
べ

焼
な

ど
、
地

域
で
交

流
が

で
き
る
機

会
は
い

く
つ
も
あ
る
。

・ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
参
加
し
て
い

る
人

数
は

、
上

宮
田

第
１
区

が
圧

倒
的

に
多

い
の

で
は

な
い

か
。
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
同

士
で
顔

を
合

わ
せ
る
だ

け
で
、
多

く
の

情
報

交
換

が
で
き
る
。

・当
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
全

体
が

高
齢

化
し
て
い

る
。
高

層
階

に
住

む
人
は

、
ゴ

ミ
出

し
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
思

う
。

・１
階

に
住

む
人

が
専
用

庭
の

手
入

れ
を
負

担
に
感

じ
て
き
て
い

る
。
当

初
は

、
好

き
に
花

を
植

え
ら
れ
る
喜

び
を
感

じ
て
い

た
が

、
今

は
負

担
と
な
っ

て
い
る
人
も
い

る
。
今
回
の
調
査
で

問
題

が
具

体
的

に
な
れ
ば

、
対

策
も

可
能

だ
と
思

う
。

今
は

「で
き
る
人

が
で
き
る
こ
と
を
す
る
」と

い
っ
た
支

え
合
い
は

で
き
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
公

園
清

掃
、
花

壇
の

花
植

え
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
、
長

期
修

繕
計

画
の
作

成
な
ど
。

・こ
の

近
辺

は
水
害

の
心

配
は

な
い

。
地

震
に
よ
る
津
波

が
最

も
警

戒
す
べ

き
こ
と
だ

と
思

う
。

・ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
約

1
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
浸

水
し

な
い

想
定
で
あ
り
、
避

難
所
に
逃
げ
る
よ
り
は

一
時

的
に
垂
直
避
難
す
る
方
が

効
果

的
で
あ
る
と
考

え
る
。

・多
少

の
備

蓄
は

持
つ
よ

う
に
し
て
い

る
。

・
コ
ロ
ナ
禍

以
前

は
、
年

１
回

さ
く

ら
花

見
の
会

を
開

催
し
、
会

費
と

差
し
入

れ
で
賄

っ
て
い

た
。
近

隣
住
民
に
も
声

を
掛

け
、
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い

た
。

・
話

を
し
て
顔
見
知
り
に
な
る
こ

と
で
、
人

の
輪

が
広

が
っ
て
い

く
。

・高
齢

者
率

が
高

い
地

域
だ

が
、
高

齢
者

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
受
け
身
に
な
ら

ず
、
い

ろ
い

ろ
な
活

動
に
積

極
的

に
参

加
す

る
地

域
に
し
た
い

。
・三

陸
地

方
に
は

昔
か

ら
「津

波
て
ん
で
ん

こ
」の

言
い

伝
え
が

あ
り
、
津

波
の

際
は

各
自

す
ば

や
く
高

台
に
逃

げ
る
こ
と
で
、
1
人

で
も
多

く
の

命
が

救
わ
れ
る
文

化
が

で
き

あ
が

っ
て
い

て
、
誰

も
他

の
人

を
救

え
な

か
っ
た
こ
と
を
責

め
な
い

と
い

う
。
三

浦
に

も
こ
の

文
化

を
定

着
さ
せ
た
い

。

4
男

8
0

よ
く
わ

か
ら
な
い
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

津
波

は
心

配
し
て
い

な
い

が
、
地

震
に
つ
い

て
震

度
５
以

上
の

場
合

、
階

段
を
ス
ム
ー
ズ

に
降

り
ら
れ
る
か

心
配

だ
。

散
歩

の
会

等
第

一
歩

と
し
て
、
会

え
ば

誰
と
な
く
挨

拶
で

き
る
よ
う
に
、
進
ん
で
実
行
し
た
い

。

5
女

ー

・高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。

・ど
ん
な
些

細
な
く
だ

ら
な
い

こ
と
で

も
、
相

談
に
乗

っ
て
も
ら
え
る
窓

口
が

あ
っ
た
ら
い

い
と
思
う
。
解
決

に
な
ら

な
く
て
も
、
話

を
聞

い
て
も
ら
え
る
だ

け
で
い

い
と
思
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
「ふ

よ
う
会

」
と
い

う
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の

会
が

あ
る
。
管

理
会

社
に
丸

投
げ

す
る
の

で
は

な
く
、
自

分
達

で
い

ろ
い

ろ
な

難
し
い

こ
と
（管

理
規

約
の

改
訂

作
業

・修
繕

計
画

等
）を

や
っ
て
く
れ
る
。

6
女

7
0

交
通

の
便

が
と
て
も
い

い
。
歩

い
て
行

け
る
と
こ
ろ
に
歯

科
、
内

科
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
い

く
つ

も
あ
り
、
車

が
な
い

者
に
と
っ
て

あ
り
が

た
い

。

一
人

暮
ら
し
の

人
が

足
を
ケ
ガ
し
、
ゴ

ミ
を
出

せ
ず
に
困

っ
て
い

た
。

粗
大

ご
み
や
新

聞
、
段

ボ
ー
ル
が

出
せ
な
い

人
が

い
た
の

で
、
手

助
け
を

し
た
。
知

り
合

い
が

い
な
い

人
に
手

助
け
が

あ
っ
た
ら
い

い
と
思

う
。

よ
く
「お

茶
飲

み
に
お
い

で
」と

誘
い

を
も
ら

う
。
野

菜
、
果

物
、
魚
な
ど
を
よ
く
お
す
そ
分

け
を
も
ら
い
、
あ
り
が
た
い
。
支
え
ら
れ
て
い

る
。

旅
行

先
等

で
災

害
に
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う

か
と
不

安
で
あ
る
。

避
難

時
は

、
と
に
か

く
５
階

ま
で
登

っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い

る
。

こ
の

辺
り
で
、
無

理
の

な
い

程
度

で
ハ
イ
キ
ン
グ
等

行
き
た
い

。

日
頃

か
ら
、
顔

を
合

わ
せ
た
ら
挨

拶
し
合

っ
て
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
地
域
に

な
っ
て
ほ

し
い

。
芙

蓉
ハ
イ
ツ
は

で
き
て
い

る
の

で
、
ず
っ
と
続

く
と
い
い
と
思
う
。

7
男

7
0

芙
蓉
ハ
イ
ツ
に
４
０
数
年
住
ん
で

行
き
会

う
人
と
会

釈
を
す
る
程

度
だ

が
、
上

宮
田

第
１
区

で
今

ま
で
こ

れ
と
い

っ
た
事

件
も
な
く
平

穏
無

事
に
過

ご
せ
て
こ
れ
た
の

は
、
こ

の
地

区
の

皆
が
心

の
落

ち
着

い
た

常
識

を
わ

き
ま
え
た
人

々
で
あ
る

か
ら
だ

と
思

う
。
平

穏
無

事
が

何
よ
り
で
あ
る
。

芙
蓉

ハ
イ
ツ
で
は

理
事

会
（輪

番
制

）
の
下
部
組
織
と
し
て
「ふ

よ
う
会
」が

あ
り
、
大

規
模

修
繕

工
事

等
、
一

朝
事

あ
る
と
き
は

、
理

事
会

の
諮

問
を
受

け
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理

運
営

の
手

助
け
を
３
０
数

年
お
こ
な
っ
て
き
た
。
ふ

よ
う
会

は
住

民
有

志
に
よ
り
、
2
年

毎
に
募
集
し
て
い
る
。

芙
蓉

ハ
イ
ツ
も
高

齢
化

が
進
ん
で
い

る
こ
と

か
ら
、
住

民
同

士
の

交
流
の

輪
を
広

げ
る
べ

く
「
ふ
よ
う
ハ
イ
ツ
交
流
サ
ロ
ン
」と

称
し
て
ス

マ
ホ
教

室
等

を
開

催
し
て
い

る
。

こ
の

取
り
組

み
は

、
交

流
の

輪
を
広

げ
る
と

同
時

に
、
災

害
等

緊
急

時
の

対
処

対
応
に
も

役
立
つ
も
の

と
考

え
て
い
る
。

芙
蓉

ハ
イ
ツ
は

耐
震

構
造

で
あ
る
た
め
、
地

震
等

災
害

時
は

、
ハ
イ
ツ
内

上
階

に
避
難
す
る
よ
う
住
民
に
周

知
し
て
い
る
。

そ
の

後
、
事

が
お
さ
ま
っ
た

時
点

で
旭
小

に
避

難
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

春
…

浜
辺

で
音

楽
会

（エ
レ
キ
バ

ン
ド
、
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
バ

ン
ド
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
吹

奏
楽

な
ど
）

夏
…

地
引

網
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

秋
…

地
引

網
＆

芋
煮

会
冬

…
正

月
の

「ど
ん
ど
焼
き
」と

合
わ

せ
て
、
芋

煮
会

等
を
開

催
し
、
ご
来
光
に
集
ま
る
人
を
手

厚
く
も
て
な
す
。

花
火

大
会

…
横

須
賀

市
、
三

浦
市

、
京

急
電

鉄
合

同
主

催
の

イ
ベ

ン
ト
と
し
、
津

久
井

浜
か

ら
三

浦
海

岸
に
わ

た
る
海

上
花

火
大

会
を
夏

の
名

物
に
な
る
よ
う
な
盛

大
な
花

火
大

会
を
作

り
上

げ
る
。

幹
事

等
を
活

用
し
て
、
交

流
の

輪
を
広

げ
、

心
豊
か

な
地
域
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
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  N
o

性
別

年
代

上
宮
田
第
１区

の
い
い
と
こ
ろ

生
活
上

の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
手
助
け

住
民
同
士
の

支
え
合
い
が

あ
る
か

災
害
時
の
不
安

避
難
の
仕
方

等
に
つ

い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域
で

あ
る
と
い
い
な
と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い

か
そ
の
他

8
女

7
0

・挨
拶
、声

掛
け
が
多
い

。心
が
暖

ま
る
。心

が
純
朴
な
人

が
多

い
。

・野
菜
果

物
の
育

て
方
を
教

え
て

く
れ
る
人
が

い
る
。

・知
識
人

、手
先
の

器
用
な
人

が
い

る
。

・野
菜
果

物
が
新

鮮
。

・空
気
が

新
鮮
、景

色
が
い

い
。

・市
役
所

の
人
が

高
齢

者
に
親

切
。

有
償

で
、高

い
所

の
作
業

や
、重

い
物

を
運
ぶ

活
動
。腰

を
痛
め
て
い
る
人

等
も
い

る
と
思

う
か
ら
、お

願
い

す
る

に
も
配
慮

が
必
要

で
あ
る
。

わ
か

ら
な
い

こ
と
、困

っ
た
こ
と
を
お
願

い
し
、助

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
、避

難
せ
ず
そ
の

ま
ま

か
、心

細
い
の

で
場
合
に
よ
っ
て
は
集
合

し
た
い
。

・災
害

の
勉
強

は
毎

年
指
導

し
て
ほ
し
い
。

歩
く
こ
と
、脚

の
健

康
維
持

。
1人

だ
と
道

に
迷
う
等
が
怖

い
の

で
、短

い
距

離
か
ら
、徐

々
に
距

離
を
長

く
し
て
、1

人
で
も
安

心
し

て
歩
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
も
ら

い
た
い

。三
浦
は
道

が
複

雑
で
迷

い
や
す
い
。

・近
所
の

農
家

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

・子
ど
も
会
の

復
活

を
望
む
。我

が
子

が
と
て
も
楽

し
い
と
話
し
て

い
た
。

人
に
親

切
丁

寧
に
接
す
る
地

域
。



地域包括ケア推進のための地域診断書 40 

 

社会福祉法人三浦市社会福祉協議会 |2025.10 

 
 

●石作（2 組以外） 

 N
o

性
別

年
代

上
宮
田
第
1区

の
い
い

と
こ
ろ

生
活

上
の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
手
助
け

住
民

同
士
の
支
え
合
い
が

あ
る
か

災
害
時
の
不
安

避
難
の
仕
方
等
に
つ
い

て
考

え
て
い
る
こ
と

地
域
で
あ

る
と
い
い

な
と

思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の
他

1
男

10
い

ろ
い
ろ
な
お
店

が
近

い
。

特
に
な
し
。

野
菜

を
お
す
そ
わ

け
し
て
く
れ
る
こ
と
。

自
分

が
持
っ
て
い

る
も
の
が

ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の

か
。

寝
袋

を
持

ち
、す

ぐ
に
近
く

の
学

校
に
走

る
。

今
の

ま
ま
で
満
足

し
て
い

る
。

の
ん
び

り
暮

ら
せ
る
地

域
に

な
っ
て
ほ

し
い

。

2
男

4
0

海
が

近
く
、の

ん
び

り
で
き

る
。

小
児
科

が
近

所
に
な
い

た
め
、子

ど
も
が

急
病

に
な
っ
た
と
き
が

不
安

。

困
っ
た
と
き
に
、周

辺
の

お
宅

に
相

談
す
る

こ
と
は

、そ
れ
な
り
に
は
で
き
る
と
思

っ
て

る
。

三
浦

幼
稚
園

や
津

久
井

浜
も
、津

波
ハ
ザ

ー
ト
マ
ッ
プ
の

想
定

侵
水

域
に
入

っ
て
い

る
。

避
難

訓
練
し
て
い

る
と
思

う
が

、津
波

が
到

達
す
る
ま
で
の

時
間

的
余

裕
が

あ
ま
り
な

い
の

で
、子

ど
も
た
ち
が

安
全

に
避

難
で
き

る
の

か
と
い

う
不

安
が

あ
る
。

海
で
子

ど
も
達

が
集

ま
れ
る
イ

ベ
ン
ト
が

あ
る
と
い

い
と
思

う
。

海
沿

い
の

民
宿

等
が

多
く
閉

鎖
さ
れ
て
い

て
寂

し
い

。何
か

有
効

活
用

で
き
れ
ば
い

い
と
思

う
。

11
月

の
花

火
大

会
は

と
て
も

よ
か
っ
た
。今

後
も
継

続
し
て

も
ら
え
る
と
あ
り
が

た
い

。

3
女

3
0

近
所
の

集
合

住
宅

で
ゴ
ミ
出
し
の

マ
ナ
ー
が

守
ら
れ
て
い

な
い

所
が

あ
り
、カ

ラ
ス
等

に
ゴ
ミ

が
荒
ら
さ
れ
、そ

の
ゴ
ミ
が

道
路

上
や
周

辺
に

散
乱
し
て
い

る
こ
と
が

あ
る
。知

ら
な
い

人
が

多
く
、怖

く
て
直

接
注

意
で
き
な
い

。

特
に
な
し
。

4
男

4
0

静
か

な
こ
と
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

家
の

近
く
に
山

が
あ
る
の

で
、が

け
崩
れ
が

心
配

。
特

に
な
し
。

こ
の

ま
ま
で
い

い
。
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●居住区未回答 

  N
o

性
別

年
代

上
宮
田
第

1区
の
い
い

と
こ
ろ

生
活

上
の
困
り
ご
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
手

助
け

住
民
同
士
の

支
え
合
い

が
あ
る
か

災
害

時
の
不
安

避
難
の
仕

方
等
に
つ
い
て

考
え
て
い

る
こ
と

地
域
で

あ
る
と
い

い
な
と
思
う
こ
と

ど
ん
な
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
か

そ
の
他

1
女

3
0

住
み
や
す
い
。

近
所

で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は

、毎
日

と
っ
て
い

る
。

子
ど
も
達

も
い

る
の

で
、避

難
所
等

、実
際

災
害

に
あ
っ
た
時

、ど
う
な
る
の
か

な
と
、

少
し
不
安

は
あ
る
。

子
ど
も
や
、高

齢
者

も
皆

が
安

心
で
き
る
地
域

。

2
女

5
0

住
み
や
す
さ
。自

然
が
あ
る
。

交
通

の
便

が
い
い

。

高
齢

者
か

ら
、買

い
物
の

お
店

が
遠

い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ

る
。

声
掛

け
。

津
波

。
災

害
マ
ッ
プ
を
見

本
に
し

て
い

る
。

高
齢

者
が

集
ま
れ
る
よ
う
な
会

。
ど
の
世

代
も
、困

っ
た
と
き
に

相
談

で
き
る
人

が
、近

く
に
い

る
よ
う
な
地
域

。

3
女

7
0

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ゴ
の

ネ
ッ
ト
張
り
替
え
を
、手

伝
う

人
数

が
足

り
な
い
。

小
数

だ
が
、漁

師
や
、若

い
人

も
、時

間
が
な
い

の
に
助

け
て

く
れ
る
。

東
日

本
大

震
災

で
避

難
し
た
が
、こ

ん
な
に

海
が

近
い

の
に
、割

と
避
難

し
な
い
人

が
多

く
て
び
っ
く
り
し
た
。

「避
難

所
の
旭

小
ま
で
の
山

登
り
が
キ
ツ

い
」と

か
、「

津
波
は

来
な
い
だ

ろ
う
」と

い
う
考

え
だ

ろ
う
か

？

他
区

の
例

で
は

、　
安

否
確

認
の

た
め

に
、集

会
所

で
昼

食
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い

る
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が

豚
汁

を
作

り
、非

常
食
の

ご
は

ん
パ

ッ
ク
で
食
事

を
と
っ
た
と
の

こ
と
。楽

し
い

お
し
ゃ
べ
り

の
時

間
だ

っ
た
そ
う
だ

。

な
る
べ
く
、体

を
動
か

す
た
め

に
、で

き
る
こ
と
は
自

分
た
ち

で
や
る
。

で
き
な
い

こ
と
は
、若

い
人

や
、地

域
の

役
員
に
相
談

す
る
。

・旭
小

の
中
に
、よ

う
や
く
学
童

が
で
き
た
。

・ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

掃
除

（砂
取

り
）を

し
た
と
こ
ろ
、4

5
ℓ
ビ

ニ
ー
ル
袋

に
10

～
12

袋
あ
り
、市

役
所
に
相
談

し
た
ら
、す

ぐ
に
片

付
け
て
く
れ
た
。
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ソフト面 活動団体ヒアリング 

●特集１ 芙蓉ハイツについて 

芙蓉ハイツの概要  

 

 

 

 

 

 

 

・昭和 57 年に完成した。1 号棟・2 号棟がある。 

・全 75 戸。令和 7 年 8 月現在、67 世帯が居住し、8 世帯が別荘として

使用している。これまでほぼ常に満室を保ってきている。 

・若い世代もいるが、高齢者の夫婦や独居が多く、高齢化率 60％。 

・敷地内に公園があり、お花見や芋煮会の会場としている。住民で定期

的に清掃している。 

・マンションは耐震構造になっているため、地震や津波等の災害時はマ

ンション上階に避難するよう住民に周知している。ことが収まった時

点で旭小に避難することを推奨している。また、芋煮会等のイベントの

際、近隣住民にも「津波からの避難場所として利用するように」と声を

掛けている。 

・組は「芝原 3 組」である。理事の 1 人が自治会担当（組長）になり、

区の定例会に参加している。 

・マンション管理組合（以下「理事会」とする。）の下に「ふよう会」と

いう有志の会がある。 

ふよう会について ・ふよう会は、理事会の諮問機関である。理事会よりマンションの管理

運営に関する重要な事項について諮問を受け、答申書の作成や実働す

る役割を持つ。活動の目的は、良好な住環境を確保すること。 

・理事会は輪番制。難しい問題をふよう会が担うことで、理事の負担を

軽減している。 

・マンション建設から 10 年後のこと。12 年ごとの大規模修繕にあたり

資金不足がわかり、理事の OB 等の有志が集まり 30 年間の修繕計画を

策定した。これをきっかけに、理事会とは別の組織が必要であると反省

し、ふよう会を設立した。 

・主に大規模修繕関連のほか、規約や協定、細則の制定や改訂などに取

り組んできた。数年前に部会制とし、これまでの役割を担う「規約部
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会」と、新たに住民同士のコミュニケーションを図る「活性化部会」に

分けた。活性化部会はサロン活動等を企画運営している。 

・会員は 2 年任期。入居者であれば誰でも加入できるため、年々会員が

増えている。 

ふよう会における

近年の取り組み 

【入居者の緊急連絡先の調査】マンション内の孤独死がきっかけで、平

成 21 年に始め、以後数年ごとに更新している。現在は入居者と連絡が

取れない場合に備え、緊急連絡先 2 か所とその人に家のカギを預けて

いるか等の情報を提供してもらい、理事会で管理している。令和 7 年

度には規約を改訂し、毎年情報更新をすることを定めた。災害時に備

え、家族構成等の情報も聞いている。3～4 年前には資格、特技等につ

いて併せて調査した。「協力できる」との回答が得られた人は、サロン

活動の講師として活躍している。 

【困ったときの相談先】ふよう会の主要メンバーの連絡先を記載したも

のを入居者に配布し、悪質な訪問販売等の困りごとに応じている。 

【春のお花見会・秋の芋煮会】芝原公園で開催。入居者だけでなく、近

隣の住民や区長を招待し、交流を深めている。なお費用は理事会の支出

ではなく参加者負担であり、入居者以外も参加しやすくなっている。 

 

【集会所で図書カフェ】月～金曜日の午前中に開催している。入居者か

ら本の寄付を募り、目録を作成している。集会所に本を並べ、入居者で

あれば誰でも（入居者以外は応相談。）来て本を読めるようになってい

芋煮会の報告 
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る。 

【スクールガード】マンション内の対象児童の有無にかかわらず、年に

一度スクールガードを募集している。現在 10 名が毎日交代で登校と下

校を担当している。マンション内のゴミステーションに予定表を掲示

し、都合が悪くなったときは交代できるようにするなど柔軟に活動し

ている。40 代男性の参加者もある。 

ふようハイツ交流

サロン 

・芙蓉ハイツの高齢化が進んだことから、令和 5 年 7 月から住民同士の

交流の輪を広げるべく「ふようハイツ交流サロン」を開催している。交

流の輪を広げることと、災害等の緊急時にも役立つ関係の構築を目指

している。 

・女性を中心とした活性化部会が企画運営している。 

・折り紙教室、リースづくり、運動、スマホ教室、栄養の講座、城ヶ島

や小網代の森のホタル観察会等を実施している。参加費は実費で１回

2～300 円くらい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふようハイツ交流サロンのちらし 
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●特集２ スクールガードについて  

調査の経緯  地域診断を進めるための住民有志による「茶話会」では、区内でおこ

なっている旭小へ通う児童を見守るスクールガードの活動について、何

度も話題に上がっていた。 

 これまでの地域診断結果に鑑みて、スクールガードがここまで活発な

地域はなく、当該区の支え合い活動を調査するにあたって、重要な活動

であると判断したため、現地調査を含め調査を実施した。 

活動の概要 

（令和 7 年 4 月現在） 

 16 か所のポイントにおいて、組長その他住民有志 45 名がスクールガ

ードとして登校時の見守りをおこなっている。一部、下校時の見守りも

実施している。 

上宮田１区のスク

ールガードの成り

立ち 

 

 

 

立ち上げ当時の区長である鈴木寧夫さんに取材した。 

・平成 18 年に上宮田 1 区でスクールガードの活動を立ち上げた。平成

9 年に兵庫県で発生した児童の連続殺傷事件を受けて、児童の安全を

守るためにスクールガードの必要性を感じていたことが理由である。 

・目的は、区内にある旭小の低学年の児童の登下校の見守りである。 

・当初の人員は区役員、組長を主体としたが、人員不足から区民全体に

働きかけたところ、参加者がぞくぞくと増えた。開始から 4 ヶ月後に

は、10 拠点において総勢 41 名（役員・組長、区民、教職員）が活動し

ていた。 

・神奈川県の防犯パトロールに登録※し、区の費用で用意した帽子とベ

ストを着用して見守りをおこなっている。犯罪被害の抑止のために、

買い物や散歩のとき、月に 1 度の区の定例会に集まるときにも帽子や

ベストを着用するよう要請した。 

・平成 20 年に財団法人神奈川県防犯協会連合会及び神奈川県警察の感

謝状を受けた。 

※神奈川県の自主防犯活動団体一覧には「上宮田第 1 区防犯みまもり隊」として登録して

いる。登録団体には、四半期ごとに「くらし安全通信」が送付されたり、事故給付金制度

（活動時の事故によるけが等）の給付金の支給がある。 

令和６年度の取り

組み 

①区主催 スクールガード連絡会 

 コロナ禍以降、中断していた区主催連絡会を再開した。茶話会に参加

していた住民有志は、茶話会で話し合ったことを元に、積極的に意見を

出していた。 

日 時：令和 6 年 11 月 28 日（木）18：00～  場 所：区民会館 

参加者：区長、区役員 4 名、スクールガード 16 名、旭小校長・教頭・

PTA 会長、三崎警察署生活安全課（スクールサポーター） 

内 容：参加者の自己紹介。警察の情報提供。各ポイントの人員状況の
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報告や増員について意見交換した。スクールガードの「立ちポ

イント」の地図作りの提案があった。 

②区の役員と有志による地図作り 

 地図作成の提案を受けて担当になった役員と住民有志が、スクールガ

ードの「立ちポイント」を可視化する「スクールガードマップ」作りを

おこなった。 

③旭小主催 スクールガード連絡会 

日 時：令和 7 年 3 月 7 日（金）16：00～  場 所：旭小 

参加者：区長、区役員 3 名、スクールガード 11 名（上宮田第 1 区・第

5 区）、校長、三崎警察署生活安全課（スクールサポーター） 

内 容：参加者の自己紹介。警察の情報提供。意見交換。完成したスク

ールガードマップをお披露目した。ポイントごとの担当者の情

報を確認した。 

 

 

 

 

 

 

現在の様子と今後

について 

 

 スクールガードマップの制作をおこなったメンバーは、令和 7 年 4 月

に「スクールガードの会」を立ち上げた。 

 同会は、スクールガードマップをより実用的にするべく、同年 6 月に

立ちポイント付近の電柱等に番号を書いたシールを掲示した。その番号

を記した地図を全スクールガードと上宮田第 1・5 区長のほか、旭小校

長、PTA、交番、警察署生活安全課、消防署にも配布し、有事に備えて

共有した。例えば事故があったとき、スクールガードが「No.1 のポイン

ト」といえば伝わるようにするためである。 

 同会が月に一度開催する集まりには、校長、PTA 会長も参加し、通学

路の危険個所等を確認している。また、以下の課題について検討してい

る。 

スクールガードの募集 

 現在は組単位で募集したり、組長が担当したりと集め方がまちまちで

ある。今後は地区担当制ではなく、希望者を募集していきたい。 

保護者や PTA との連携 

 保護者や PTA にスクールガードの活動をもっと理解してもらい、で

きる範囲で協力してもらいたい。 

区民会館の連絡会 旭小の連絡会 
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 活動中のスクールガードについて、現地調査をおこなった。残念ながら全ての地点やスクール

ガードを確認することはできなかったが、取り組みの様子を一部紹介する。なおポイントの名称

は、前頁で紹介した「スクールガードマップ」に則った。 

三樹院入り口、幼稚園入り口 

 

 

 

 

 

 

 

写真①安田トシ子さん、②左から新倉清志さん、渡辺ともみさん、長谷川真弓さん 
▼安田さん「子ども達がかわいい、元気をもらえる。生きがい。」▼渡辺さん「自分の子ども

も旭小に通学しているので、お手伝いしている。」▼長谷川さん「これがあるから毎朝起きら

れる。」 

三樹院前 

 ここ 2 つのグループの児童が待ち合わせをして登校していく。 

 

 

 

 

 

 

 

写真①川合博さん、②長谷川勝彦さん 

▼川合さん「定年後、7～8 年続けている。場所を提供してくれる三樹院にはお世話になって

いる。」▼長谷川さん「5 年以上続けている。隣に住む男の子とはいつも声を掛け合っている。」 

吉田運送付近 

 

 

  

 

 

 

 

写真①吉田ケイコさん、②中村登美子さん、③佐藤スミ子さん 

▼吉田さん「主人がスクールガードを立ち上げた。思いを継いで活動して 20 年。」▼中村さ

① ② 

① ② 

① ② ③ 
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ん「主人の後を引き継ぎで活動している。」▼佐藤さん「現在 90 歳。役割があるからしっか

りしようと思える。子ども達が顔を覚えてくれて声を掛けてくれるのが嬉しい。」 

吉田運送角右折上り坂曲がり角 

 

 

 

 

 
 

写真①髙橋公雄さん（区長）、②髙橋なをみさん夫婦 

▼公雄さん「住宅建設中で車の出入りが多くなったため、この場所に立つようになった。約 50

名の児童が通過する。」▼なをみさん「私は 10 年以上、主人は定年後から 5 年位活動してい

る。」 

坂を登った三叉路 

 子ども達とじゃんけんをしながら、見守っている。 

 

 

 

 

 

写真 原田喜信さん（民生委員） 

校門付近   

 

 

 

 

 

 

写真 深沢忠治さん 

 

  

① ② 
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房州屋の角付近 

 男性 5 名で見守りをしながら、地域の情報交換もしている。鈴木寧夫さんと新倉義博さん

はスクールガード活動の立ち上げから関わっている。 

 

 

 

 

 

 

写真①左から長島寛さん、鈴木寧夫さん、新倉邦夫さん、新倉義博さん、②松原実さん 

▼長島さん「組長として携わり始め 10 年以上継続している。」▼新倉（邦）さん「7 年以上

活動している。」▼松原さん「上宮田小学校へ通う児童の見守りのため駅の近くまで付き添

っている。」 

マーガレットシー付近 

 芙蓉ハイツの有志が見守る。 

 

 

 

 

 

 

写真①左から熊谷敏明さん、松居岳さん、永井久子さん、山岸義明さん、②中間薫さん 

▼山岸さん「芙蓉ハイツに入居する 10 名が交代で担当している。下校時間も見守っている。

ハイツ内で毎年募集し、掲示板で当番情報を共有し、できないときには交代するなどシステム

化している。」 

ハイツ入り口 

 

 

 

 

 

 

写真①倉地哲郎さん、②高橋洋子さん 

▼倉地さん「活動を始めて 6 年目。できる限り、登校時と下校時に見守っている。この道を約

30 名が通っている。」▼高橋さん「始まった当初から継続している。子ども達の成長を見られ

ることが楽しい。中学生になっても会うと会釈してくれる。校長も毎朝巡回してくれているの

で嬉しい。」 

① ② 

① ② 

① ② 

① ② 
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石作公園入口 

 

 

 

 

 

上宮田第 5 区の久代妙子さん、山本紀子さん 

▼久代さん「自分の健康のためでもある。」▼山本さん「子ども達に会えて嬉しい。」 

石作公園近く墓地付近 

 

 

 

 

 

長嶋貴子さん 

旭小裏門付近 

 

 

 

 

 

熊谷京子さん 

その他 

保護者の声 

・スクールガードがいてくれて助かっている。自分が子どもの頃にもスクールガードが立っ

ていて、見守ってもらっていた。 

児童の声 

・仲のいいおじいさんがいたが、足が悪くなりやめてしまった。最後に挨拶に来てくれて嬉し

かった。 

・坂の上に、いつもいろんなお話をしてくれるスクールガードがいて楽しい。 
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各団体 

 市民活動団体を紹介する。 

団体名 卓球の会 

代表者名 熊谷 敏明 

日時 毎週金曜日 ９：30～11：30  

場所 区民会館 

参加者 人数：男性 6 名 年齢層：70～80 代 対象：芙蓉ハイツ入居者 

内容 卓球をして楽しむ。 

活動していて 

よかったこと 

本会のみならず、マンション内の「ふよう会」の活動を通じて、コ

ミュニケーションを密にとることで信頼関係を構築している。それ

ぞれが自分にできることで役に立っていると実感しながら、日々活

動できていると思う。 

活動していて 

困っていること 

コロナ前まではハイキングを実施していたが、現在は代表者の膝と

腰の具合から企画を見送っている。他に企画する人がいない。 

参加者の声 卓球のほかにも、スクールガードや将棋などいろいろな活動に参加

している。 

メッセージ 3 名は他の卓球サークルにも参加しています。いろいろな行事に参

加して、地域の人々と顔見知りになることが重要だと考えています。 

卓球の会はどなたの参加もウェルカムです！ 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 元気アップ体操（白波会） 

代表者名 山岸 義明 

日時 毎週水曜日 14：00～15：00 

場所 区民会館 

参加者 人数：13 名（男性 5 名、女性 8 名） 年齢層：６０～70 代   

内容 市の高齢者の運動教室。運動指導士による体操。 

活動していて 

よかったこと 

体を動かし健康になる。コミュニケーションがとれる。 

参加者の声 健康維持のため元気アップ教室に参加している。 

活動の様子  
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団体名 さわやか会 

代表者名 松原 啓子 

日時 水曜日 月 1～2 回 午前中 

場所 区民会館 

参加者 人数：５名（男性２名、女性３名） 年齢層：60～70 代 

内容 卓球の練習を本格的に頑張っている。 

ラージボールの県内各地の大会にも出場している。 

活動していて 

よかったこと 

楽しく活動している。 

健康維持に役立っている。 

参加者の声 会館を利用させてもらえて助かっている。 

メッセージ 令和 5 年の夏から活動しています。もともと潮風アリーナで卓球を

やっている仲間で、この会館に集まりやすいメンバーが集まって始

めました。試合前に少しでも多く練習したいという思いです。 

 

団体名 スズキクラブ 

代表者名 鈴木 強 

日時 毎週金曜日 16：00～18：30 

場所 区民会館 ※令和 7 年度よりチェル Sea みうらに移動。 

参加者 人数：９名（男性４名、女性５名） 年齢層：75 歳以上 

内容 ラージボールの卓球をしている。もともと潮風アリーナで卓球をや

っていたメンバーが声を掛け合い、いろいろなチームから集まって

始めた。 

活動していて 

よかったこと 

卓球を始めたきっかけは、市健康づくり課から、運動をするよう勧

められたこと。それから卓球を習い始めて１４年、リハビリがてら

やっている。今は、卓球が趣味で生きがいだ。 

参加者の声 今８６歳。７０年ぶりに卓球を再開して２年ほど経つが、面白い。

運動のためにしている。 

活動の様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 菜の花会 

日時 毎週火曜日 11：00～13：00 

場所 区民会館 ※令和 7 年度よりチェル Sea みうらに移動。 

最初は南下浦市民センターで活動していた。 

参加者 ６名（女性） 年齢層：70 代 

内容 

 

卓球をやっている。点数のカウントはとらず、優しく楽しく仲良く

取り組んでいる。 

子育て等が一段落し「何かしたい」と思って卓球を選んだが、潮風

アリーナの会がいっぱいだったため、自分達でグループを作って始

めた。 
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団体名 ほうかごひろば 

 

 

 

代表 杉野 綾 

日時 毎週木曜日 15：00～市のチャイムが鳴る時間 

場所 上宮田第１区会館 

参加者 
人数：平均１０名前後、スタッフ１名  

年齢層：小学生 

活動の概要 

〇元小学校教諭のボランティアが、放課後、子ども達の宿題を見たり、遊ぶ様子を見守ってい

る。 

〇子ども達は学校が終わってから会館まで歩いてきて、自分達で机を並べて、まず宿題をす

る。宿題後は卓球したり、おやつを食べたり、遊具等で遊んだりしている。 

代表者ヒアリング 

〇始めたきっかけは、友人から「以前、児童会館（現在の区民会館）で宿題を見てもらってい

てとても助かっていたが、今はない。」と聞き、自分で会をやってみたいと思ったこと。そ

の思いを友人に伝えたところ、民生委員の竹原さんにつながり、とんとん拍子で話が進み、

令和 4 年 10 月から活動を始めた。 

〇子ども達が安心して過ごせるように気を配っている。区民会館だと雨でも遊ぶことができ

るので助かる。 

〇この活動で子ども達と過ごす時間が楽しい。 

メッセージ 

 お手伝いしてくださる方を募集しています。木曜日に見学にいらしてください。 

活動の様子 

区民会館に掲示してあるチラシ 

集合写真 
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団体名 老人クラブ 千鳥会 

 

 

 

会長 長谷川 正代 

日時 
①日曜日（不定期） 

②日曜日（2 ヶ月に１回） 

場所 
①サロンハナミズキ（三浦屋） 

②三浦市老人福祉保健センター 

会員 
人数：11 名（男性 2 名、女性９名） 

年齢層：全員 75 歳以上。最高齢 96 歳 

団体及び活動の概要 

①クリスマス会や勉強会をおこなっている。ここ数年では、薬膳料理を習ったり、二胡の演奏

を聴いたり、太極拳をした。 

②毎回５名程度参加する。以前は同センターの送迎バスを利用していたが、集合場所まで歩い

て来られない会員が増えたので、会長が自家用車で自宅まで迎えに行っている。 

〇その他、友愛チームの活動もしている。会員の見守りや相談に応じて買い物等をしている。

対象者は千鳥会の会員である。 

○各会員が自宅で作ったぞうきんを区に提供している。 

〇以前は諏訪神社の掃除を月１回７～８名でやっていたが、できる人が減ってしまい数年前

にやめてしまった。 

〇年会費は１，０００円。区と市老連から補助を受けている。 

代表者ヒアリング 

〇活動していてよかったこと 

 近所の人達と助け合う関係があること。おすそわけをしたり、留守の時に家族の世話を見た

りする。 

〇活動していて困っていること 

・新しい会員が入らない。 

・介護保険が始まったことで、老人会や隣組の助け合いの必要性が減っている。 

・高齢になって、外に出ることが難しくなっている人が多い。市老人クラブ全体の行事がう 

らり等であっても参加できない。 

〇地域の弱み・困りごと、地域であるといいなと思うこと 

 ・区民会館で、バザーができるといい。物を捨てず、欲しい人に安く譲る機会。 

 ・三浦海岸音頭を広めたい。 

参加者の声 

〇5０歳の時に千鳥会に入って 36 年。おしゃべりが楽しみ。会をやめようとは思わない。 

〇一人暮らしで 15 年。外に出るのが楽しみでいつも参加している。会長が自家用車で迎え

に来てくれるので助かっている。 

 

 

 

  

活動の様子 
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団体名 老人クラブ かもめ会 

 

 

 

会長 松原 敬司 

日時 
①偶数月の第２水曜日 12：00～ 

②奇数月の第２火曜日 

場所 
①ココス三浦海岸店 

②三浦市老人福祉保健センター 

会員 

人数：１２名（男性３名、女性９名） 

年齢層：81～90 歳位。 

居住区：大瀬戸、芝原、石作 

団体及び活動の概要 

①集まって食事会をする。会で 1 人 500 円分を負担する。毎回 10 人くらい集まっている。 

②みんなで昼食後、カラオケを歌ったり、お菓子を食べながらおしゃべりをして過ごしてい

る。 

〇令和 6 年度の春、久しぶりに日帰り旅行を実施した。 

代表者ヒアリング 

〇活動していてよかったこと 

コロナ禍のときは、関係を絶やさないよう老人福祉保健センターに通っていた。 

〇活動していて困っていること 

・会の現状維持がやっとの状況。旅行や、老人クラブにおける社会奉仕の日の通学路清掃な

ど、高齢化に伴い今はできなくなった。母親クラブの延長で入会者も多く勢いのある時期も

あり、当時は助け合いの友愛チームも組織していたが、８年以上前に解散している。 

・若い会員が入らない。もともと地元出身ではない会員も多く、地域とのつながりがあまりな

く勧誘できない。区には新しい住民も増えているが、つながりが持てていない。かもめ会と

結びつくチャンスがない。 

〇地域の弱み・困りごと、地域であるといいなと思うこと 

・区で「６０歳以上は老人会へ」というチラシを作って、繰り返し配布してほしい。 

・老人クラブの入会を地域に限らず、入りやすいところに入れるようにするとよい。入会で

きずに引きこもってしまう人を防ぐことができると思う。 

・歩いて行ける範囲で利用できる場所があるといい。 

・人付き合いを苦手とする人も増えている。 

〇地域のためにできそうなこと、やりたいこと 

・農家の生産組合で女性のグループがあると聞いている。一緒に活動できると嬉しい。 

メッセージ 

会員募集中です。会長の松原まで、ご連絡ください。 

参加者の声 

○60 歳より前から加入している。家では一人でテレビを見ているばかりだから、みんなと話

すのが楽しい。 

〇20 年前に移住して来た。ここに入って地域の皆さんの顔がわかってよかった。 

〇近所の一人暮らしの人にも声を掛けているが、なかなか参加しない。 

〇カラオケが得意な人もいる。吉幾三みたいな美声に聞き惚れる。 

〇一人暮らしだと誰とも話す機会がないから、会に入った。90 歳を超えても、元気に過ごす

ことができている。 

〇自分達の親世代は、ほぼ全員が夫婦で老人会に入っていた。世代交代した後、この世代は働

いている人がいたり、体の具合が悪くなったりして、誘える人が少なく、また誘っても入っ

てくれなかったりする。 
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活動の様子 老人福祉保健センターにて 
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団体名 放課後児童クラブたんぽぽ 

 

 

 

 

 

代表 村田 みさと 

活動場所 旭小 4 階 

活動日 

通常：月～金曜日 学校終了後～18：00 

長期休み中：月～金曜日 ８：00～18：00 

（共に延長 19：00 まで） 

土曜日：８：00～16：00 

利用児童 43 名（小学１～６年生まで） 

団体及び活動の概要 

保護者会が運営している。令和７年２月２５日、コスモマンションから旭小４階に移転し、同

年４月１日より正式に開所した。  

代表者ヒアリング  

・この学童は、学校の授業が終わった後の子ども達の居場所として「ただいま」と帰って来ら

れる場所でありたいと思っている。家のリビングのような感覚で過ごせるよう靴を脱いで

入室してもらう。床にはクッションマットを敷いて寝転がってもいいようにしている。 

・学童に来たら宿題をして、おやつを食べた後は自由時間。校庭で遊んでもいいし、室内で好

きなことをしてもいい。ふんわりとしたスケジュールの中で指導員に見守られながら過ご

す。 

・子ども達が学年を超えてごちゃまぜで過ごせるのは学童ならではの良さ。にぎやかな１年

生を６年生が見守ったりしている。 

・指導員はパート含め 6 名前後。学校の先生とは違った立場で子ども達や保護者とコミュニ

ケーションをとっている。 

〇活動していてよかったこと 

・旭小への引越しが無事に済んだこと。地域や関係者の皆さんのおかげ。 

・会長になって３年。この活動は自分にとって「仕事」「家庭」とは別の居場所となっている。 

・地域の区長や組長とつながってコミュニケーションの輪が広がった。 

・保護者同士が、学年を超えたつながりを持つことができている。 

〇活動していて困っていること  

・学童は保護者会運営なので、運営にかかる全ての作業を、担当の保護者がそれぞれ持ち帰っ

ておこなっている。仕事と家庭の両立に加

えてそういう作業があるので大変である。 

・個々の家庭に寄り添いながら運営の公平

性を考える等、物事を判断して方針を決め

ていく責任がある。 

メッセージ 

学童から習い事へ行く場合があり、下校時間

外に子ども達だけで歩くこともあるので、地

域で見かけたら子ども達を見守っていただ

けるとありがたいです。  

活動の様子 
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団体名 三浦市消防団第７分団 

 

 

 

 

分団長 長嶋 崇 

日時 定例会 月２回   

場所 第７分団詰所（上宮田 1185−6） 

団員 18 名（男性 17 名、女性 1 名） 

団体及び活動の概要 

〇上宮田全区域を対象地域としている。 

〇団員は農家・自営業・サラリーマン等で、２０代もいるが、３０代が多い。 

〇活動内容 

▼定例会（月２回）▼分団長会議（3～4 ヶ月に１回）▼操法大会（２年に１回）▼歳末特別

警戒の巡回（12/25～30）▼おんべ焼き、三浦海岸納涼まつり花火大会における警戒▼出

初式▼長距離送水訓練▼地区内消火栓点検（年１回）▼地域の避難訓練への参加  
代表者ヒアリング 

〇活動していてよかったこと 

・区長さん達の顔を覚えた。 

・横のつながりが増えた、近所付き合いが広がった。友達が増えた。 

〇活動していて困っていること 

・新しい団員が増えない、団員の高齢化。 

・ホース類の劣化。 

・もっと消防団活動を理解してほしい。 

〇地域の弱み・困りごと、地域であるといいなと思うこと 

・最近移住して来た人が多い。そういった人達との相互理解の機会があるといい。例えば日頃

から挨拶をしたりする等、お互いに知り合うことは災害時にも重要だ。 

・一人暮らしの高齢者などに意識して声掛けしている。 

メッセージ 

第７分団の消防団員募集中！上宮田在住の 18 歳以上の方は、男女問わずどなたでもどうぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合写真 
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団体名 上宮田第１区自主防災隊 
 

 

 

 

 

 

隊長 池田 元 

場所 上宮田第１区内 

隊員 30～40 名 

団体及び活動の概要 

〇第１分隊は今井原・仲今井、第２分隊は大瀬戸、第３分隊は芝原・石作と、３分隊編成とな

っている。 

〇全体の隊長、各分隊の隊長、会計 1 名がいる。各分隊は１５名前後の隊員がいる。 

〇区が例年 9～１０月に主催する防災訓練（旭小で実施）に参加し、訓練の補助・補佐をする

ほか、防災隊の器具の点検をしたりする。 

〇区主催の草刈りなど、人手が必要な作業のときに活動する。  

代表者ヒアリング 

〇令和６年４月から隊長に就任した。 

〇コロナ禍以降、ここ数年は区主催の防災訓練が開催されていない。 

〇隊員は、30 代半ばから 60 代の男性が中心。農家や漁師等の自営業が多い。消防団 OB も

いる。 

  

石作公園の自主防災隊倉庫 区民会館の自主防災隊倉庫 
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団体名 三和漁業協同組合上宮田支所 

 

 

支所長 𠮷田 一博 

場所 上宮田漁港・支所（上宮田 540） 

組合員 18 名 

団体の概要 

〇上宮田漁港の漁師による協同組合。平成 31 年 2 月に城ケ島、初声、上宮田の漁業協同組

合が合併し、「三和漁業協同組合」の上宮田支所となった。 

〇定置網、刺網、タコ漁、貸しボート等をおこなっている。 

〇組員の高齢化により、漁に出ているのは 18 名のうち 10 名。 

〇組合員の年齢は 40～80 代。最高齢は 88 歳で漁に出ている。2 世代前には、60 名位の

組合員がいた。 

活動の概要 

〇年末地魚直売セール：毎年 12 月 29・30 日 9 時から上宮田漁港で開催している。漁師が

鮮度のいい朝どれ地魚を直売する。 

〇上宮田漁港海鮮市：三浦国際市民マラソンの日に合わせ、上宮田漁港で 10 時から開催し

ている。 

〇地びき網：組合員が仕掛けた網を砂浜で引いて網揚げを体験できる。とれた魚を持ち帰る

ことができる。季節によって魚の種類が異なる。年に 2～30 回の利用がある。小学生の海

洋学習の一環として、市内の他、横浜からも体験に来ている。学童保育や会社などもある。

三浦市観光協会が窓口である。今後海洋教育や一般向けの案内もできる予定。  
代表者ヒアリング 

〇地域とのつながり、関わり 

・以前は、旭小との交流があり、わかめの種付けから収穫まで 1 年を通じて体験をしたり、

獲れた魚の稚魚を届け、水槽に魚の赤ちゃん水族館を作ったりした。上宮田小学校でも実施

していたが、コロナ禍以降なくなってしまった。 

・組合員の多くは、自主防災隊に入っている。 

・仕事中は海にいる。南下浦水難救済会に入っていて、水難事故の救援で呼ばれたことがあ

る。 

〇地域の弱み・困りごと、地域であるといいなと思うこと 

・地域の高齢化。跡を継ぐ人がいない高齢夫婦も多い。その一方で、農家が手離した土地に分

譲住宅が建ち、新しい住民も増えている。 

・昔からの地元民と、移住して来た新しい人の交流機会がなく、知らない人が増えたと感じ

る。子ども会もない。お互いが知り合える交流の場が必要だ。 

・住民同士が交流できるイベントがあるといい。ボランティアで関わることはできる。 

・お正月に海岸でおこなうおんべ焼きで、回覧板をまわし「自由に来てください」と呼び掛け

るといい。案内をすれば参加したい人はいると思う。交流の場になる。 

・災害について、仕事上台風や大風が心配。最近は勢力が強い台風が多く、屋根が飛んだりす

る被害が出ている。漁師は船を陸に上げたり、油壺湾に船を避難させたりしている。 

・市が管理している津波や高潮の被害を防ぐための防潮扉が、漁港周辺から三浦海岸にかけ

て 10 か所以上設置されているが、重くて閉めにくい。4～5 人分の人力やフォークリフト

が必要な扉もあり、災害時に閉めて回ることができるか心配。駅に近い海岸にある県の土木

事務所が設置している防潮扉はステンレス素材で、軽く閉めやすくなっている。 
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〇上宮田漁港について 

・上宮田漁港の特徴は、三浦海岸という広い砂浜があること。以前は海で「音霊」による音楽

イベントもあり盛り上がっていた。 

・上宮田漁港は港の堤防が中途半端で、台風で砂が港に溜まってしまい、船が出せなくなって

しまうことがある。市の予算が下りず、港の改修が頓挫してしまった。港が堤防に囲われて

いると安心して係留できるのだが、それができない状況である。 

・海の様子も変化していて、漁獲量も減っている。わかめが育たなくなっている。 

・後継者を育てたくても受け入れるためにはよい環境とは言えない。船は中古で手に入るが、

港が大きくないと大きい機械を入れられない。 

 

  

ヒアリングの様子 上宮田漁港海鮮市の様子 
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各施設 

 市民活動団体等の拠点となっている施設を紹介する。 

  

名称 上宮田第１区会館 

所在地 上宮田 516-2 

概要 

〇土砂災害・風水害の緊急避難場所となっている。 

〇築 60 年以上。以前は児童会館だったが、閉館後、区の会館として使用している。 

〇2 階建て。 

〇1 階には、小さめの会議室が一つと、流し、トイレ、倉庫がある。什器としてホワイトボー

ド、机、イスがある。 

〇2 階には、流しと大きな会議室がある。什器として卓球台 2 台、黒板、机、イスがある。

水と電気の使用が可能。屋上への外階段がある。 

〇会館の敷地には、児童会館の頃からある滑り台、防災倉庫が設置されている。車を 3～4 台

停めることができる。 

〇組長会議の開催場所である。 

〇基本的な利用対象者は区民である。 

利用状況 

〇玄関のホワイトボードの予定表に、毎月の利用予定が表示されている。 

〇毎月の区の定例会は、2 階の会議室で開催している。その際、配布物は 1 階の会議室に並

べ、組長が持って帰る仕組みである。 

〇51～53 頁で紹介した団体が定期利用している。 

 

  

 

 

 

 

 予定表 

1 階会議室 

2 階会議室（卓球の会） 滑り台と防災倉庫 外階段 

外観 
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名称 レンタルスペース aiba（あいば） 

 

代表 須藤 成美  

所在地 上宮田 1119 

概要 

〇時間貸しレンタルスペース、イベント企画運営をおこなっている。定期的なレッスンやイベ

ントを通して、地域の人の交流の場を提供し、活気あふれる街づくりに貢献することを目指

している。 

〇約５０年営業した旅館・民宿「ホテルあいば」を平成 30 年に閉店し、その後令和 3 年５

月に「レンタルスペース aiba」 としてリニューアルオープンした。知り合いから「コロナ

禍でウェルネス関係の活動の場がない。」と相談を受け、思い切って始めた。 

〇1 階、２階の４部屋をレンタルスペースとしている。営業時間９～２１時で不定休。 

利用状況 

〇定期レッスンのほか、イベント開催も多数ある。現在の定期レッスンには 6 つのヨガ、エ

クササイズ、体操、スマホ教室等がある。 

〇利用者の年齢層は子どもから高齢者まで幅広い。イベントにおけるメインの層は 40～50

代である。 

〇最近は結婚式の前撮りの控室としての利用も多い。 

〇イベントは、定期的な保護犬譲渡会や健康をテーマにしたもの、マルシェや音楽祭、お話し

会等多岐にわたる。駐車場にキッチンカーが来ることもある。 

〇季節によって「三浦野菜直売所」として、農家から直接仕入れた新鮮な野菜の販売をしてい

る。 

地域について感じていること 

〇以前は、区内にホテルや民宿、海の家、保養所などがたくさんありにぎやかだったが、今は

ほとんどなくなってしまった。運営者や働いている人も多かった。 

〇三浦海岸に移住して来た人達とのつながりもできている。移住してきた人達が訪ねてきて、

おしゃべりしていくこともある。 

 

 

 

 

 

玄関 イベント開催予定の掲示 過去のイベントの様子 
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レンタルスペース aiba 定期レッスン団体の紹介 

団体名 呼吸を深めるヨガ 

代表者名 阿部 佳子 

活動内容 呼吸を一番に大切にしながら、自分の可動域で気持ちよく身体を動

かし、心も身体も健やかに健康に保つ。QOL を高める。 

活動日時・参加費 ① 毎週火曜日 60 分間 ・ 1 回 500 円  

② 毎週木曜日 90 分間 ・ 1 回 1,500 円 

参加者 ① 約 20 名 ②約 10 名 いずれも 50～80 代の女性 

活動していて 

よかったこと 

参加者同士が知り合い、毎回楽しく話している様子を見て嬉しく思

う。 

メッセージ 「ヨガ」というと「体が硬いからできない」という方がいらっしゃ

います。呼吸が常に通るところで動いてもらうので無理な動きがあ

りません。お家から一歩出て参加していただきたいと思います。 
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名称 三浦市立旭小学校 

 

校長 二宮 則子 

所在地 上宮田 950 

概要 

〇昭和 57 年に開校。 

〇令和 7 年 9 月現在の生徒数は 140 名で、1 学年 1 クラス。男子 68 名、女子 72 名。教

職員 20 名となっている。 

○令和 7 年度 4 月から学童保育が学校内に移転してきた。 

代表者ヒアリング 

○特徴は、20,750ha の学校林があること。特別環境委員が子ども達と農作物を育てている。

農家の父親達が協力してくれる。年 2 回環境整備で木を切っている。 

○地域の皆さんでスクールガードを立ち上げ活動してくれる。年に 1 回、学校でスクールガ

ード協議会を開催し、スクールガードの顔合わせやスクールガードの在り方、子ども達の様

子について協議している。スクールガードの皆さんは子ども達のことをよく見てくれてい

て、学校では見られない様子を教えてくれる。地域で子ども達を育ててもらっていると感じ

ている。 

○令和 5 年度は総合学習でグランドゴルフを通じて、地域の高齢者と交流した。 

○平日の夜と土・日曜日、体育館とグラウンドを社会体育の場として地域に開放している。 

○地域の避難場所となっていて、住民の分の防災食や水が用意されている。外と体育館のト

イレは洋式に改修した。 

○地域を見ていて困っていそうだと思うことは、住民の高齢化である。 

校舎と校庭 
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団体名 浄土宗 海東山「三樹院」 
 

 

 

住職 今井正純 
場所 上宮田 601 

概要 

・仲今井地区にあるお寺。 

・ご本尊は十一面観音で、昔から今井の観音様と呼ばれている。年に３回ご開帳があり、１月

の初観音では雅楽の法要もある。 

・開かれたお寺として、本堂でいろいろな催しを開催している。過去には、講談師神田ようか

んさんの講談や和太鼓、インドネシア音楽、篠笛の演奏会などをおこなった。 

・写経研究家による指導のもと、写経体験を年３回実施している。参加者は檀家に限らず、近

所や三崎から来ている。これに合わせて音楽やハープなど催しを開催することもある。 

・今井さんは、三浦地区保護司会会長である。保護司として犯罪をした人などが社会の中で更

生していく支援をおこなう活動に長年携わっている。 

代表者ヒアリング 

〇地域のためにおこなっていること 

・本堂の上の駐車場を、災害時の一時避難場所として市民に開放している。スロープで登るこ

とができるようになっている。なお、三樹院前の道で海抜 9.4ｍの高さがある。 

・「三浦五井」の一つである「今井の井」は、災害時にも使えるようにポンプをつけてある。

普段からお参りの花用の水として使ってもらっている。 

・本堂を貸し出している。現在は自彊術が月３回開催され、毎回約 10 名が参加している。 

〇地域について感じていること 

・月参りで一月に 80 軒近く訪問し、話を聞いているが、隣近所のつながりが少なくなって

いるようで心配だ。後継者がいないという店の話も聞く。 

・地域で協力して何かに取り組むことが少なくなっている。代替わりを経ていろいろなこと

が急激に変わっていて地域のことが継承されなくなってしまう。お稚児さん等、残すべきも

のは残してほしいと伝えていかないといけない。 

・コロナ禍の影響は大きい。行事は３年休むと次に続かない。行事を復活しても簡素化するな

ど変わってしまう。 

メッセージ 

・どなたでも来てもらえるお寺として催しをしたり、場所を貸したりしています。もともとは

寺子屋でもあったので、いろいろなことに使ってもらいたいです。 

・「お寺に来たら気持ちよかった」と思って、心安らかになってもらえたら嬉しいです。  

・お寺には常に誰かがいるので、困ったときに頼ってもらえるようなお寺でありたいと思っ

ています。 

・昔は子どもがよく遊びに来てくれていました。藤棚もあるのでぜひ見に来てください。 

 

 

 

 

 

 

 
スロープ 外観 
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ソフト面 店舗・会社等 

 

今井原地区 

1 

 

三浦創生舎（社会福祉法人県央福祉会） 

開所日：月～土曜日 

〇多機能型の生活介護・就労継続支援 B 型。平成 23 年に開

所。 

○定員は 50 名。利用者の年齢は 18～77 歳で、平均 44 歳。

知的障害者が多く、重複で精神や身体障害を持つ方もいる。

男女比は同等で、三浦市民が 3 分の 2 以上を占める。 

○日常作業として、餃子作りや新聞紙でのエコバック作りに取

り組んでいる。 

○コロナ禍以前は施設内でお祭を実施し、催しやカレー販売を

していた。近所の人にも来ていただいていたが、現在はでき

ていない。 

○利用者と施設の周りの清掃活動をしている。 

○近所の人達が餃子を買いに来てくれたり、エコバックの材料

になる古新聞を持ってきてくれたりして、ありがたい。 

○災害時に市の要請を受けて開設する「福祉避難所」として登

録している。 

○地域には一人暮らしの高齢者もいる一方、新しく越してきた

人達もいる。 

○障害のある人が地域でどう活躍できるかが課題だと思う。 

〇メッセージ：障害のある人のことで困っていることやわから

ないことがあれば、いつでもお声掛けください。 

 

 

 

 

 

 

2 永塚歯科クリニック 

診察日時：月～金曜日 9：30～12：00・14：00～18：30  

○歯科診療。学校指定医（三崎小学校）。 

○スタッフは医師含め 7 名。三浦市民と横須賀市民とが半々。 

○患者は子どもから高齢者まで幅広いが、全体的に高齢者が多

い。開業から 20 年以上経ち、患者も高齢化している。家族

の送迎で来院する人も増えている。 

○地域の幼稚園等から口腔内の怪我で来院するケースもある。 

○エレベーターを設置し、体の不自由な人や車いすの人も来院

しやすいようにしている。 

○横須賀歯科医師会の三浦班・班長を務めている。三浦市の歯

科行事や検診の医師の調整、災害や感染症の会議、介護保険

の審査会等、担う役割が多い。 

○三浦海岸花火大会への協賛をしているが、歯科医師会班長の

役割が多く時間がとられてしまっていて、地域とのつながり

は少ない。 

○歯科医師会三浦班の医師が高齢化している。若い歯科医師に

入会してほしい。 
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3 学校法人三浦幼稚園 

幼児教育：平日 10：00～14：00、土日祝日休み、春・夏・

冬休みあり。利用者は計２００名。 

すくすく保育舎：7：30～18：30、土日祝日休み、お盆・年

末年始休み。利用者は計４０名。 

○開園して７０年を迎えた。写真上は鈴木隆之園長。 

○園児の 3 分の 2 が三浦市民。 

〇幼児教育では、ニーズに対応するべく満 3 歳児クラスを開設

した。 

○すくすく保育舎は、働いている親の子どもを幼稚園の開園前

後の時間もお預かりするところである。 

○従業員の６割が三浦市民。 

○年に 1 回、南下浦中学校生が来園し、絵本の読み聞かせ実習

をおこなう。 

○この地域で防犯に関して危なさは感じていないが、近年の防

犯意識の高まりを受け、行事に以前のように地域の人を呼ぶ

ことを控えている。 

○災害時の一次避難所として、地域住民のご厚意で線路の先の

畑を借り、防災倉庫も置かせてもらっている。小さな子ども

でも 5～6 分で避難できるよう、訓練をしている。 

○地域があっての三浦幼稚園だと感じているので、地域に恩返

しができるよう、平時から地域の人とコミュニケーションを

とって関係をつくりたいと思っているが、具体的な取り組み

はまだできていない。 

○地域については、高齢者が多いので災害時が心配。幼稚園で

避難する際に高齢者がいたら助け合って避難したい。 

○園を代表して、園長が地域の防災隊に登録している。令和５

年度までは隊長を務めていた。 

〇区で、津波避難のための高台避難場所を設け、訓練ではそこ

に集まってから避難する仕組みをつくっていた。しかし実際

の災害時は訓練とは異なり、高台避難場所から次の場所へ誘

導できる人がいるとは限らない。各自旭小に向かったり、高

台避難場所に行くまでのルートが危険な場合は直接旭小へ

向かう等、柔軟な対応が必要だと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 有限会社 プロフィット測量 

営業：月～金曜日 8：30～17：30 

〇測量業。 

○従業員５名のうち、３名が三浦市民。 

○客の年齢層は 50～80 代。 

○公共事業では三浦市や神奈川県と、民間事業では、三浦市、

横須賀市、横浜市、神奈川県と関わっている。 

○測量で出向くと、近隣にお年寄りの一人暮らしが多いような

気がする。 

○三浦市に限らず、空き家が多く見受けられる。行政でもっと

空き家対策を進めていくべきだと思う。 
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5 有限会社 高梨商店 

営業日時：木・日曜日以外 8：00～17：00  

〇豆腐の製造販売。豆腐・油揚・こんにゃく・おからドーナッ

ツ等。 

○3 代前から 100 年以上豆腐製造を続けている。三浦では昭

和５年に開業した。 

○従業員はパートを含めて１２名、そのうち半分が三浦市民。 

○利用客は、高齢の女性が多い。 

○2 代目は、保護司を 25 年間務めた。 

○元気のないお客様には 86 歳になる自身の健康体験を話し、

元気づけている。 

○元気の秘訣は、体力と気力。体力をつけることと、自分の気

持ちに負けないような精神力が大切だと思っている。 

 

6 CUT SPACE TAKAHASHI 

営業日時：火・第 2、3 月曜日以外 8：30～18：30。予約

制。 

〇理容店。 

〇明治 45 年に開業し、112 年になる。 

○現在 3 代目が一人で営業している。 

〇店内にはレコードやフィギュアを陳列し、メダカもいる。 

○客層は 40～80 代の男性で三浦市民や横須賀市民。子ども

の頃から 5～60 年通っているお客さんもいる。 

○常連客で急に来なくなる人がいると心配になる。 

○一人暮らしのお客さんも多く、ご自宅まで出張カットに行っ

たり、送迎することもある。ケアマネジャーから担当利用者

のカットの依頼が来ることもある。 

○横須賀・三浦の理容組合の数人で高齢者施設に出張カットに

行っている。午前中だけで 25 名位をカットする。 

○この辺りに住む 80 代のお客さんは家から駅までが遠く、バ

スもないため買い物が大変そう。 

○昔はカットの後に店内で将棋をしたりして楽しむお客さん

もいた。 

○先代の頃から地域の祭にも関わっている。 

○地域には高齢者が多く、子どもが少ない。何か橋渡しになる

ようなことができたらと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 仲今井地区  

7 鍼灸マッサージ院 H.A.N.D 

営業日：月～土曜日  

営業時間：月～金・9：00～12：00、14：00～20：00 

     土曜日・9：00～12：00 

     （第 2・4 土のみ 14：00～18：00 も営業） 

〇令和 6 年開業の鍼灸マッサージ院。 

○客の年齢層は 20～60 代。 

○地域とのつながりは店舗周りの清掃。今後神社や区の会館の

清掃などにも協力したい。 

○店舗入り口には、手すりのついたスロープを設置している。 
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8 長谷川農園 

営業日：年中無休 

〇農家。大根を作って漬物（たくあん、キムチ）に加工してい

る。他にズッキーニ、きゅうり、おかひじき、空心菜、ブロ

ッコリー、キャベツ等を作っている。 

〇夫婦、長女の家族で運営している。 

〇2 年前から長女がキムチ（カクテキ）の製造を始めた。たく

あん加工時に使わない大根の上の部分を活用している。 

〇漬物用の大根は、他の農家と分業して育てている。この大根

は出荷費用（段ボール代）がかからない。その分、少しでも

収入につながるようにと考えている。 

〇気候が変化し、暑さにより思うように育たない野菜もあり、

試行錯誤している。 

〇上宮田地区では、いわゆる三浦型農業といわれる大根、キャ

ベツ、スイカ、南瓜以外の物を作る、新たなスタイルの農家

が増えつつある。 

〇仲今井の作業場前に、6 年ぶりに直売所を再開したところ、

地域の人達とのつながりが増えた。地域に移住してきた人達

とつながりが持てることは災害時の支え合いのためにも大

切だ。 

〇新しく家が建つとどんな人が越してくるのか気になる。子ど

もがいる世帯も多い。 

〇長女は祭にも関わっている。昨年の祭では、地域に越してき

た子ども達を誘ったところ、「参加できて嬉しい。」と喜ばれ

た。声掛けを待っている人達もいる。 

〇子ども会があれば、祭などに声を掛けやすい。子ども会があ

った頃は楽しかったが、今やりたいと思っても、役を担う親

が大変になってしまうだろう。 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社西﨑保険事務所 

営業日時：月～金曜日 9：00～17：30 

〇損害保険、生命保険の代理店。 

○従業員３名のうち２名が三浦市民。 

○利用客は比較的高齢者が多い。 

○個人、法人の保険対応のほか、地域のお祭や行事の保険対応

に関わっている。 

○三浦市内には専業で経営している保険代理店が少ない。 

○地域を見ていると、子どもが少なく、高齢者が多い。困りご

とを相談できる人があまりいないという人が多いように感

じる。 

○近年は風水害が多いので、災害の備えが必要だ。 

○地域の災害対策について、持っている資格や今までに学んだ

ことを活かしてお手伝いできることがあると思うので、関わ

っていきたい。 
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10 新倉農園 

営業日：年中無休 

〇農家。スイカ、ゴーヤ、カブ、玉ねぎ、秋ジャガイモ等を作

っている。新しい野菜にもチャレンジしている。 

〇20 代後半にタイル職人から転職した。就農して 10 年にな

る。ゼロから始めるには 5 年はかかる。地域の人達のおかげ

で農家になることができた。 

〇野菜は市場に出荷している。市場から新しい情報を得ること

ができる。 

〇三浦は環境がいいので何でも育てられる。都心にも近いの

で、新鮮な野菜を消費者に届けることができる。 

〇より安全で安心な野菜を作りたいという思いから、抗酸化力

の強い野菜になるよう化成肥料の使い方等を工夫している。 

〇地域では、消防団に所属している。祭にも長年関わっている。 

〇地域に高齢者が増えてきたので気に掛けていきたい。子ども

の頃に気に掛けてもらった。地域に育ててもらった分、恩返

ししたい。同じように地域の子どものことも気に掛けたい。 

〇海のそばなので、避難訓練の情報などをきちんと知りたい。

情報があればもっと住みやすい。 

〇公園等の子どもの遊び場が少ない。屋根のある遊び場があま

りない。 

 

11 西崎商店 

営業：木曜日以外。9：00～18：30 

〇お酒、調味料、菓子、たばこ等の販売。メロン・スイカの発

送をおこなっている。 

○明治時代に酒屋として創業し、５代目になる。 

〇昔ながらの何でも屋で、お酒以外にも米やたばこ等を販売し

ている。お酒は蔵元直送で仕入れているものもある。 

〇メロンとスイカは農家と提携して注文を取り発送している。

異常気象でメロンの生育に影響が出ている。農家や漁師が繁

盛しないと、地域の元気が出ない。 

〇町おこしでできた「三浦大根焼酎」は、平成 10 年に発足し

た「みうら江戸前倶楽部」（三浦海岸周辺の飲食店主らのグル

ープ）の企画によるもの。 

〇熨斗をつけて包む、お祭り等で使う奉納用のお酒の注文を受

けている。最近は対応する酒屋が少ないようで、遠方からも

依頼がある。 

〇以前は南下浦地区だけで 22 軒の酒屋があったが、今は 3 軒

しかない。 

〇70 年前は海の家が 100 軒以上あり、シーズンになるとた

くさんの海の家に多くの酒類を届けていた。 

〇海の家が 40 軒くらいに減少した頃、三浦をにぎやかにして

いくために、三浦海岸周辺の商店主らに呼び掛けて「三浦海

岸まちなみ事業協議会」を発足した。三浦海岸わいわい市や

駅前のイルミネーションを企画した。その後河津桜の植栽に

取り組み、桜まつりも開始した。現在も代表をしている。 
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〇メッセージ：お陰様で近年は桜まつり期間中に３０万人近く

の来場者がある。これからも拡大したいと思っている。 

12 わん'sLAND 三浦海岸 

営業日：年中無休（メンテナンス時期を除く） 

〇会員制のリゾート施設。全室ペットの犬や猫と宿泊できる。

オープンして 6 年になる。 

〇客室は 11 部屋。室内外にドックランあり。 

○従業員の半分が三浦市民。 

○客層は家族連れから高齢者夫婦まで全世代で幅広い。三浦市

民の利用もある。 

○食事の提供はないため、犬と利用できる地域の飲食店を、店

舗の了解を得て宿泊客に情報提供している。 

○地域の観光スポット等をブログで案内している。 

○地域とは、近所を犬連れで散歩をしている人達と交流があ

る。 

○宿泊客にはペットのマナーケアの徹底を呼び掛けている。 

○SDGs の取り組みとして、きれいな海や環境を守っていくた

めに、海岸清掃等を心掛けている。 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

佐々木社会保険労務士事務所 

営業日時：月～金曜日 9：00～18：00 

〇社会保険労務士として独立し、開業している。労務に関する

相談、手続き全般をおこなっている。 

○社会保険労務士会に登録している。令和７年４月から、年金

事務所の相談員としても勤務している。 

○顧客は法人が主。ベンチャー企業等の若い法人が多い。 

○知り合いになった地域の人達から、労務のちょっとした疑問

を聞かれることもあり、柔軟に答えている。 

○年金が地域住民の身近な問題になっていることがわかった。

そういった悩みを持つ地域の人達に貢献したいと思い、個人

年金について知識をブラッシュアップしている。 

○「ちょっと聞きたい」というときに、地域で頼ってもらえる

存在になりたい。 

 

14 

 

特定非営利活動法人 成樹会 サロン ハナミズキ 

開所日時：月～日曜日 9：30～16：30 

〇介護保険事業の地域密着型通所介護（デイサービス）。送迎・

入浴あり。 

○平成２１年８月１日に立ち上げた。当時は NPO 法人での三

浦市第１号であった。 

〇定員１０名。利用者は三浦市全体から来ている。 

〇年末最後の利用日は年越しそば、年明けはおせち料理を提供

する。 

〇一人暮らしの高齢者を訪問し、介護保険サービスについて説

明することもある。孤独にならないよう声を掛けていきた

い。 

〇地域の顔見知りの高齢者が、散歩の途中で立ち寄る先の一つ

になっているので、来られたときは丁寧に声を掛けている。 
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〇津軽三味線のイベントを開催するときは、利用者以外にも声

を掛けている。 

〇以前は幼稚園の子ども達を受け入れて、交流していた。また

再開したい。 

〇介護保険の事業所として、高齢者はもちろんのこと、子ども

からどなたでもお迎えしたい。 

15 ワーカウト三浦海岸(有限会社 One up）  

営業日時：月～金曜日（祝日含む） 8：00～18：00 

〇令和４年に開業した、定員２０名の生活介護事業である。な

お令和７年４月から、多機能型の生活介護・就労継続支援 B

型事業に業態変更し、定員４０名となる。 

○従業員の６割が三浦市民。 

○利用者の年齢層は２４～６６歳で、平均４０代。知的障害者

が多く、精神障害を重複して持つ人もいる。女性の方が多い。

週５日通う利用者では、三浦市民が８割くらい。 

○日中活動として、午前はボクササイズ、筋トレ、散歩等の運

動、午後は日替わりプログラムとしてゲームや卓球、制作活

動、個別事業等をしている。 

○三浦国際市民マラソンに出店し、農家の野菜や手作りクッキ

ーやサブレを販売した。 

○地域を見ていると、三浦海岸周辺は点字ブロックが少ないと

思う。利用者には視覚障害のある人もいるが、環境が十分で

ない。 

○メッセージ：土日に当社のスペースの活用をしたいという方

がいたらご相談ください。ボクササイズの器具等も使えま

す。 

 

 

 

16 民宿あほうどり 

営業日時：金・木曜以外 10：00～17：00（販売） 

〇お弁当製造・販売を 20 年、現在はうらりマルシェにおいて

販売をしている。元は民宿をしていた。 

○地元出身の 3 代目が取り仕切る。従業員 6 名は全員三浦市

民。 

○客層はうらりマルシェの観光客や地元事業所の方。20～60

代が中心。地域の人が買いに来てくれることもある。 

○代表者は、保護司として活動している。 

 

17 有限会社 須原自動車商会 サービス工場 

営業日時：月～土曜日 8：30～17：30 

〇自動車整備店。 

〇昭和 30 年頃から開業し、現在 3 代目である。自動車販売の

ショールームは半次にある。 

○従業員 8 名。 

○客の年齢層は 10～80 代で、7～8 割が男性。三浦市民や津

久井浜に住む人が多い。 

○地元の行事に積極的に関わり、毎年花火大会へ寄付してい

る。祭礼時は、店頭を神輿の落ち合う場として提供している。 
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18 もったいない食堂 三浦海岸店 

営業日時：水～土曜日 11：00～15：00 

     （金・土は 18：00～22：00 も営業） 

     日曜日 8：00～15：00 

〇レストラン。食材は横須賀・三浦の農家から余剰野菜や規格

外野菜を仕入れている。三浦海岸店を開店して 2 年になる。

令和 6 年 8 月にすぐ近くに移転・改装し、複合的に使えるお

店とした。 

○従業員 12 名のうち半分が三浦市民。 

○客層は、観光客や地域の人。観光客は 20～60 代。地域の人

は夜の利用も多い。 

〇横須賀・三浦の漁師から魚を仕入れている。 

○地域との関わりでは、旭小に呼ばれて、もったいない食堂の

取り組みについて児童にお話したことがある。 

○地域に農家が多いのに野菜を食べない子どもも多いと聞い

たので、お子さま定食のメニューも始めた。 

 

 

 

 

 

 

 大瀬戸地区  

19 

 

岡田クリーニング店 

営業日時：月～土曜日 9：00～18：00 

〇クリーニング全般。 

○先代が横須賀市で創業し、移転して６０年。２代目として営

業して４０年になる。 

〇この辺りにはクリーニング店がなかった。三浦海岸駅周辺は

クリーニングの取次店が多かったが、最近は減ってきてい

る。 

〇お客さんが高齢になってきている。 

〇以前は買い物に行くために歩いている高齢者をよく見かけ

たが、最近はあまり見なくなってきた。 

〇夏は車の渋滞がひどくて大変だと感じる。 

 

20 西﨑歯科医院 

診察日時：月～土曜日 9：00～12：00、14：00～21：00 

    （土曜日は 17：00 まで） 

〇歯科治療。 

○従業員 6 名のうち 4 名が三浦市民。 

○客の年齢層は 1 歳～90 代。 

○地域の活動として、ゴミステーションの清掃をしている。 

○地域を見ていて、ゴミや犬のフンのポイ捨てが多いと感じ

る。ファミレスのココスが連日混雑しているので、駐車場の

ある食堂があるといいと思う。 

 

21 有限会社 池田電気商会 

営業日時：月～土曜日 9：00～18：00 

〇家電製品等の小売り、電気工事（電気機器の取り付けや配線

工事等）。 

〇創業して 50 年以上になる。当初はラジオの製造から始めた。 

○家族と従業員 1 名で経営している。 

〇客層は地元の人達で、比較的高齢者が多い。家電製品のネッ
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ト注文や量販店まで買いに行くことが難しい人等。 

〇昔から営業しているのでお店を知ってくれている人が多い。 

〇三浦海岸駅近くに自社の家電製品販売店がある。 

〇農家や漁師から、ちょっとした電気工事などの依頼もある。 

〇この辺りの旧道はバスがないので、大変そうに歩いている高

齢者をよく見かける。自動運転の小さな乗り物等ができると

いいと思う。 

〇防災隊隊長をしている。地域でできることはいろいろあると

思う。 

22 書道教室吉田 

営業日時：毎週木曜日 大人 14：00～、子ども：放課後～ 

〇自宅で 40 年くらい習字を教えている。本部は東京の町田市

にある書王社。以前は学童の指導員をし、学童でも教えてい

た。 

○現在通っているのは、子どもが 13 名、大人が 1 名。 

〇月謝は、大人は月 4,000 円、子どもは月 3,000 円である。 

○授業の方法について。生徒は１回の教室で、6 枚書く。まず

3 枚書いて指導を受け、さらに 3 枚書きその中から良いもの

を 1 枚選ぶ。さらに月ごとに 1 枚選んで本部に提出してい

る。優秀な作品は書王社の月刊誌に掲載される。 

〇年 2 回の昇級試験がある。 

〇年に 1 回、上野で書道展があり、作品を出している。 

〇参加者の声。「きれいに書けると嬉しい。先生がちゃんと教え

てくれる。わかりやすくて楽しい（小 5）。」「皆でやっていて

いるので飽きない。上達できると嬉しい。（小 6）。」 

〇メッセージ：書道教室をやっていてよかったことは、子ども

達といろいろな話ができること。書道を始めたい人はぜひど

うぞ。 

 

23 有限会社 浜庄司プロパン商会 

営業日時：月～土曜日 9：00～17：00 

〇プロパンガスの販売。ガス器具の販売、交換、ガス工事。 

○従業員の半分が三浦市民。 

○客層は高齢者が多い。 

〇それぞれのお客さんとつながりがある。 

〇神奈川県の地域見守り活動に関する協定※に加盟している

が、今までに緊急時に居合わせたことがない。 
※協定を締結した業者は業務で個人宅を訪問した際に、新聞が溜まっている

など異変を感じ、生命の危険が予見される場合は、市町村や警察署、消防署

に通報する仕組み。 

〇困ったこととして、お客さんが認知症なのか、家に入ったき

り戻って来なくなることがあった。その後は、ヘルパーのい

る日時に行くようにしている。 

〇ガス以外でもお客さんから頼まれることがある。 

〇災害用に予備ボンベを用意している。横須賀市では市と県Ｌ

Ｐガス協会横須賀・三浦支部に協定があり、避難所にボンベ

を設置することになっているが、三浦市には協定がない。 
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24 ミニストップ 三浦海岸店 

営業日時：２４時間３６５日 

○コンビニエンスストア。 

〇開店して 20 年位経過しているため、建物を補修しながら営

業している。 

○副店長は約 20 年勤務している。 

○従業員の大体半分が三浦市民。 

○年齢層は子ども～高齢者まで幅広い。 

○「あんみつ」は本来、期間限定商品だが、高齢者に人気のた

め定番商品としている。 

○地域には独居高齢者が多い印象がある。 

○来店した高齢者から、定額給付金等の書類の書き方や、携帯

電話が壊れた等の相談を受ける。「コンビニを最後の頼れる

場所にしている。」といわれることもある。 

〇セルフレジが苦手な高齢者が多いので、セルフレジの導入は

敢えて見送っている。 

○高齢者の中には、小銭を計算して支払うことが難しく、お札

で支払う（財布の中が小銭であふれている）人がいるため、

スタッフに余裕がある朝の時間帯等はスタッフが小銭で支

払う手助けをしている。 

○同じ物を何度も買いに来たり、支払いは済んでいるのに「払

っていない」という高齢者がいる。 

○他にもご様子が心配になる高齢者がいて、近所の人に相談し

たこともある。気になる客がいた場合に、どこに相談したら

いいのかがわからない。相談できる場所があると助かる。 

○障害のある人の来店も多い印象がある。三浦創生舎から職員

と利用者で買い物に来ることもある。 

○障害のある人が一人で来店したときに困ったことがあり、副

店長から一度注意をしたら、話をきちんと聞いてくれた。今

まで障害者と接する機会があった訳ではないが、話せばわか

ってもらえると思って行動した。一方で、対応が難しいケー

スもある。 

○店内の喫茶コーナーが、夕方、中学生のたまり場になること

がある。しばらくは様子を見るが、30 分位経ったら帰るよ

うに声掛けしている。 

○以前は駐車場にゴミ箱を設置していたが、捨て方のマナーが

悪かったため、現在は店内のみにゴミ箱を設置している。バ

ーベキューセット、七輪、コンロなどのほか、魚の釣り針が

捨ててあり、店員がケガをしたことも複数回あった。 

○店のゴミを保管しておくケースに鍵をかけておかないと、勝

手にゴミを捨てられてしまうため、施錠している。 

 

 芝原地区  

25 

 

城門 

営業：火～金曜日 11：00～15：30 

   土日祝 11：00～20：00 

〇ラーメン店。 
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〇昭和 54 年に創業し、２代目が取り仕切っている。 

〇従業員は 15 名、ほとんどが三浦市民。 

〇客層は 30～80 代が多く、通常のラーメン店より年代の幅

が広い。地元の人が多いが、市外、県外から来る人もいる。 

〇昔から通っている人も多く、30 代の頃から利用していて現

在 80 代という人や小さい頃父親に連れて来られたと話す人

もいる。 

〇お祭りの若い衆や地域の人達が団体で来ることもある。 

〇地元の人間が 50 年続けているので、お店自体が地域そのも

のであり、欠かせない地域の一部になっていると思う。いつ

もどおり昔ながらの形を維持することを心掛けている。 

〇地域を見ていると、小学生や若い子達が遊べる場が少ないの

で、そういう場が増えてほしいと思う。 

〇地域に 20 時以降、食事できるところが少ない。 

〇三浦が好きなので、お店がある以上三浦に貢献したい。 

26 原理容店 HARATOKO with craft coffee 

営業時間：8：00～19：00。予約制。 

〇理容店。 

〇祖母が開店し、現在 3 代目が運営している。6 年前に改装し

た。現在は家族（息子と父）で経営。 

○客層はお子さんから高齢者まで。若い世代や女性客も多い。

パーマ等の待ち時間に自家焙煎の豆を挽いてコーヒーを提

供している。 

○個人的な活動として、三浦海岸駅に雨の日に使ってもらうた

めの傘を定期的に届けている。 

 

27 ふるさとホーム三浦海岸（株式会社ヴァティー） 

サービス付き高齢者向け住宅：年中無休 

通所介護：年中無休 9：30～16：45  

○開所して７年目。 

○従業員は 20 名で、三浦市民が半分くらい。 

○サービス付き高齢者向け住宅とは、高齢者単身・夫婦世帯が

居住できる賃貸等の住まいである。介護付きなので介護サー

ビスが受けられる。定員 35 名。 

○介護度 1 以上から利用でき、看取りまでおこなう。 

○入居者が利用するデイサービスを併設している。入居者以外

の利用も可能。 

○入居者の平均介護度は 2.8。60～90 代で男性は 10 名以下

で女性が多い。三浦市在住の子が遠方に住む親を呼び寄せた

り、家族が「東京から通いやすい」という理由で、遠方から

入居に至る人も多い。 

○地域とのつながりはほとんどない。コロナ禍以前は、フラダ

ンスのグループを招いたことがあるが、最近はできていな

い。 

○災害時は、施設 2 階への垂直避難の予定。以前、避難訓練と

して車で旭小に向かったことがあるが、災害時に車で避難す

ることは難しいと断念した。地域の人の協力があると助か
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る。 

○デイサービスに、子ども達によるボランティアを受け入れた

い。 

○メッセージ：地域の人の役に立てる施設でありたいと思って

います。問い合わせや見学はご相談ください。 

28 

 

Burgers＆Smoothies The POP-UP 

営業日時：月～金曜日 11：00～15：00 

     土・日・祝日 8：00～18：00 

〇カフェのほか、キャンプ用品の販売やレンタルをしている。 

○リニューアルし、ハンバーガーと季節の三浦産果物を使った

スムージーの専門店として再出発した。 

 

29 ㋥須原農園（まるにすはらのうえん） 

直売所営業日時：6～9 月は毎日営業 8：30～18：00 

〇農家。直売所の営業もしている。 

〇10 月はナスの収穫状況に応じて販売する。 

〇夏はナスが人気で、スイカやメロン、キュウリ等も取り扱う。

冬は大根と玉ねぎ、３月頃は新玉ねぎを販売している。 

○買い物客は、近所の人が多い。車で来る人もいる。市外の飲

食店がナスを買いに来ることもある。 

○以前は、夏はスイカ・メロン、冬は大根のみを栽培していた

が、消費量が減ったことから、ナスや玉ねぎを始めた。ナス

は接ぎ木ではなく、種から栽培しているので「おいしい」と

好評だ。 

○従業員は家族が主。ヤギのうーちゃんがいて、お客さんに人

気。高いところが好き。 

○市内の農家の後継者問題は深刻。自身は親の跡を継ぎ現在

50 代だが、近所の農家で若い人はあと１軒くらい。 

○地域には越してきた家も多いが、旧道沿いは昔からの人が多

い。 

○ゴミステーションの置き場所を敷地内で提供している。ゴミ

ステーションの場所が確保できずに、遠くにゴミステーショ

ンがある地域もあり、大変そうだ。旧道沿いのゴミステーシ

ョンに住民以外の人がゴミを捨てていることが多く、あふれ

てしまうこともあった。分別してあればまだいいが、してい

ないと大変だ。区から、アパートを建てるときに敷地内にゴ

ミステーションも併せて作ってもらうように提案したら、捨

てて行く人が減った。 

○不動産屋は新しく越してくる人にゴミのことも含めて説明

しておくべきだと思う。 

○地域で区費を１年分もらいに行く組長が大変。「高齢で組長

をできない。」という人が増え、以前は 40 年に１回といわれ

ていたが、最近は 20 年に 1 回、組長が回ってくるようにな

った。 

○旧道を猛スピードで走る車が多い。生活道路であるにもかか

わらず、スピードを出す車が多く困っている。 

〇近くの大型店舗ができた当時は、駐車場から海沿いにも出口
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を設けるという話だったが、現在は旧道からしか出られな

い。 

○昔、消防団員を 12～13 年やっていた。今は消防団のＯＢと

して、区の防災隊に所属している。消防団は若い世代が入っ

てきたら、上の世代が抜ける仕組みだが、いまは若い世代が

あまり入らないため、なかなか抜けられないようだ。区内の

火事の時は団の消防車に乗り、火事場に駆け付けていた。 

30 有限会社 島崎設備工業 

営業日：月～金曜日 

〇水道設備。 

○1 人で運営している。 

○市内の依頼が多い。1 人なので市外まで回りきれない。 

〇この地域で水道漏れなどの相談があれば、土日や夜間でもす

ぐ対応するようにしている。 

 

31 あゆみの家 チューリップ・すずらん（有限会社 One up） 

開所日時：年中無休 

〇共同生活援助（グループホーム）。 

〇２棟とも令和４年に開所した。共に定員 4 名。 

○主に夜間において、共同生活を営む住居で相談、入浴、排せ

つまたは食事の介護、その他の日常生活上の援助をおこなう

事業所である。 

○あゆみの家全体で６棟あり、従業員はパート含め約５０名。

三浦市民が６割以上。外国籍のスタッフも雇用している。 

○入居者は、知的や精神障害を持つ女性のみで 20～60 代。日

中は、区内にある事業所ワーカウトに通所する人や、電車で

横浜方面の就労支援事業所に通所する人もいる。 

○地域では、三浦ライオンズクラブ主催の芋掘りや海岸清掃の

行事に参加している。 

○地域のゴミ当番にスタッフと利用者が参加している。 

〇メッセージ：開所してようやく３年。グループホームである

ことを地域の人達に知っていただけていないので、地域連携

推進会議等に地域住民の参加を呼び掛けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石作地区  

32 介護老人保健施設なぎさ（医療法人眞仁会）  

入所：年中無休。 

通所リハビリテーション：月～土、祝日 9：30～15：40 

○介護を必要とする高齢者の自立を支援し、家庭への復帰を目

指すために、医師による医学的管理をおこないながら、看護・

介護のケアや、理学療法士や作業療法士によるリハビリテー

ション、栄養管理・食事・入浴等の日常サービスを併せて提

供する施設。通称「ろうけん」。 

〇入所は 100 名定員、通所は 40 名定員である。 

○従業員は 76 名。近所から通っている人もいる。 

○利用者の年代は平均 80 代。100 歳を超えた利用者もいて、

市長の百歳高齢者表敬訪問も受けている。 

○コロナ禍以前は、区から草刈りのお知らせがあり協力してい
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た。上宮田小羊保育園の園児との交流もあった。 

○新型コロナウイルスが 5 類になったものの、施設内で感染症

が流行すると保健所の指導が入るため、思うように行事や面

会を再開できない。 

○施設は畑に囲まれており、農家との交流がある。裏の畑では

三浦ライオンズクラブによる障害のある人を対象としたじ

ゃがいも掘りのイベントが実施されていた。 

○地域のためにできることとして、三浦海岸の花火大会後のゴ

ミ拾いに参加した。 

○メッセージ：高齢者の介護等で困っていることがあれば、気

軽に相談にいらしてください。 

33 

 

炭火焙煎珈琲＆ギャラリーわんから 

営業日時：金曜・第 1 土曜日以外 10：00～18：00  

〇ギャラリー喫茶として開店して 30 年近く経つ。 

○仕事を早期退職し、コーヒーを学びオープンした。 

○メニューは炭火焙煎コーヒーのほか、紅茶等、デザートのケ

ーキ、軽食（トースト、ビーフカレー等）やスープなど。 

○従業員は近くに住んでいる。 

○第 4 金曜日 13：30 から「うたごえカフェ」を開催してい

る。その他、月に 1 回絵手紙教室を開催している。ステージ

にはピアノもある。 

○年間を通じて季節の花が咲くよう木を植えている。6 月に咲

くジャカランダの花が有名である（右写真）。 

○客の年齢層は 70～90 代で、80 代が多い。入口の階段に転

倒防止の手すりを設置し、段差に黄色いラインを引いてい

る。 

○ギャラリーの貸し出し費用は無料。個展や教室の利用が多

い。 

○地域の住民や自治会が会議や打ち合わせに使うことも多い。 

○地域住民が高齢化していて大変そうに思うことが多い。常連

客で、歩けず来れなくなってしまった人もいる。 

○お客さんに送迎や植木用の土を買う等を頼まれて手伝うこ

ともある。 

○高齢者がいろいろなことに参加できる地域になってほしい。 

読むこと、しゃべること、出掛けることが大切だと思う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

34 岡安園  

営業日：年中無休だが、天候による。 

〇農家。キャベツ、枝豆、南瓜が主な作物。ミカン園でのミカ

ン狩り。 

〇枝豆の時期はパートを増員する。 

〇ミカン狩りは農協や駅の案内所経由で来る人が多い。毎年来

てくれる人も多い。 

〇依頼に応じてミカンの発送をしている。 

〇三浦海岸ハイツの自治会（上宮田第 5 区）がミカン狩りに来

ている。以前は幼稚園等が来ていたが、最近はない。 

〇住宅街なので、消毒の際は張り紙で実施日など知らせてい
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る。また、トラクターに泥がついた状態で住宅地を通るとき

は汚さないように気を付けている。 

〇消防団に属している。 

〇祭の手伝いをしている。祭は 29 歳までの若い衆を中心にお

こなっているが、人手不足なため今も手伝っている。 

35 

 

鈴木農園  

営業日：年中無休 

〇農家。作物はキャベツ、イチゴが中心。夏野菜はナス、トマ

ト、南瓜、山芋、サツマイモ等。 

〇従業員は、横須賀市にある障害者のグループホーム（きらめ

きの家）の入居者が中心。多いときは 7～10 名来ている。 

〇農業体験を受け入れている。対象は幼稚園、小中学校、障害

者等。 

〇令和 7 年度中に障害者支援の就労継続支援Ｂ型事業を開始

する予定で申請している。 

〇毎月第 2 日曜日は、農業ボランティア「まほらマエミー」か

ら学生等 4～10 名を受け入れている。 

〇石作で７軒あった農家が、現在５軒となっている。後継者が

いないことが課題。作物の売値は変わっていないのに経費の

コストが上がっていて農家の利益では生活ができない。変化

をいとわず意見交換や連携することに時間をつくることが

大切だと思う。 

〇長年の考え方を変えていくためには、ネームバリューのある

人を講師に招くような機会があるといいかもしれない。 

〇三浦市の新規就農者の受け入れ体制がもっと柔軟に整備さ

れるとよい。 

〇旭小の体育館で毎週水曜日の夜にサッカーを教えている。 
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今井原・仲今井 

ハード面  

下記地図上の番号は、実際に上宮田第１区内を歩いてみて感じた危険箇所やバリアフリー化

の状況、ゴミステーションや消火栓等公共の設備・施設等を示している。なお本章の地図上の境

界線は、大まかな目安としてご覧いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲今井・今井原 

1 排水溝の上のコンクリートが一部ひび割れている。 

 

 

 

 

 

 

2 排水溝に落ち葉が入らないよう金網を立てる工夫をしてい

る。 

 

 

 

 

今井原 

仲今井

①    

②    

③     

④  

⑤  

⑥   

⑦  

⑧     

⑨   

⑩    

⑪    
⑫    

⑬   

⑮   

⑭    

⑯   

©OpenStreetMap contributors 
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3 急坂が続く道。 

 

 

 

 

 

 

4 土地の持ち主は三浦幼稚園の津波避難場所として畑を使え

るよう許可している。入り口が広くなっている。 

 

 

5 

 

 

 

排水溝のグレーチングが開いたままになっている。 

 

 

 

 

 

6 

 

横須賀市津久井浜との境にあるゴミステーション。カラス除

けに鏡を置くなど工夫している。 

 

 

 

 

7 ゴミステーション。金属製のケースが 2 つと大きなネット

がある。 

 

 

 

 

8 金属製のしっかりしたゴミステーション。 

 

 

 

 

 

9 ブロックで囲まれたゴミステーション。ネットが外れないよ

う竿で押さえる工夫がある。 
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10 避難場所を表示している看板。剥がれている部分が多く、避

難場所の建物名や説明を読むことができない。 

 

 

11 ホースカー収納箱。 

 

 

 

 

 

 

12 旧道のゴミステーション。地域住民いわく、道路際でスペー

スが狭いのでゴミが多い日はあふれてしまうとのこと。 

 

 

13 区民会館。詳細は 62 頁参照。  

14 海沿いのゴミステーション。金属製のケースをネットでしっ

かり覆っている。 

 

 

 

 

15 海沿いのゴミステーション。両側はブロックで囲まれ、ネッ

トがついている。金属製のケースもあるが、ゴミが入りきら

ない。 

 

 

16 海沿いの国道 134 号線。道路の海側に駐車場、歩道があり、

低い堤防の向こうはすぐ砂浜になっている。 
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大瀬戸 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大瀬戸 

1 消火栓のマンホールがある。すぐそばに汚水等のマ

ンホールがある。 

 

 

2 電信柱の上に、カラスの巣があるため、カラスに注

意の張り紙が掲示されている。 

（令和 6 年５月３０日時点） 

 

 

 

3 京浜急行線の高架橋。旭小への通学路となっている。

手前脇にゴミステーションがある。金属製のケース

をネットでしっかり覆っている。 

 

 

①    

②   

③    

④    

⑤  

⑦  
⑥    

©OpenStreetMap contributors 
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4 

 

暗渠と水路がある。住宅の合間を縫って、海まで細

い水路が続いている。 

 

 

  

5 

 

旧道沿いの水路。  

6 消火栓。 

 

 

 

 

 

7 

 

海沿いのゴミステーション。金属製のケースをネッ

トでしっかり覆っている。 
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芝原 

1 消火栓ホース収納庫と消火栓。消

火栓を囲むオレンジのラインが消

えかかっている。 

 

 

 

 

2 

 

消火栓。 

 

 

 

 

 

 

3 京浜急行線の高架橋。旭小の通学

路になっている。電信柱に「通学路 

スピード落とせ」の掲示がある。 

 

 

 

 

©OpenStreetMap contributors 
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4 金属製の小屋になっているゴミス

テーション。カギがかけてあり、使

用する住民間で管理している。 

 

 

 

 

5 芙蓉ハイツのゴミステーション。 

 

 

 

6 芝原公園。 

出入口は 2 か所ある。 

鉄棒と砂場、水飲み場、ベンチがあ

る。 

芙蓉ハイツのすぐ隣にあり、同ハ

イツの住民が定期的に公園の清掃

をおこなっている。ハイツが主催

するお花見会や芋煮会の会場とし

ても利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 金属製の箱型のゴミステーショ

ン。後からできた分譲住宅とその

周辺の住民で使っている。 

 

 

 

8 掲示板。「一区子供会 上宮田一

区」と表記されている。 

今は子ども会はないが、掲示板と

して活用されている。 

 

9 須原農園の敷地内にあるゴミステ

ーション。 
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10 陣屋川と川に架かる境橋。橋のそ

ばの川底や護岸はきれいに整備さ

れている。 

 

 

 

 

11 高台へ避難の掲示がある。 

 

 

 

 

 

        

12 上宮田第一区消火器具置場とその

脇に金属製のゴミステーションが

ある。 

 

 

 

 

13 海岸の防潮扉。区内では約 600 メ

ートルごとに防潮扉が設置されて

いる。 

 

 

 

 

14 今井川と川に架かる今井橋。川底

や護岸には草木が茂っている。 
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石作 

1 小屋型のゴミステーション。 

 

 

 

 

 

2 

 

三叉路の真ん中に消火栓がある。 

 

 

 

 

 

３ 土がむき出しの斜面がある。 

 

 

 

 

 

  

©OpenStreetMap contributors 
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４ 旭小擁壁のクラック。平成 20 年

に石作 2 組自治会として教育委員

会に陳情し、それから両者で定期

的に観測調査を継続している。現

在まで概ね変化はないとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 旭小につながる坂と階段。 

住民ヒアリングでは「避難時に上

がるのが大変だ。」という声が多く

聞かれた。 

 

 

 

６ 用水路。 

旭小の下辺りから、住宅地に沿っ

て石作公園の下まで続いている。 

畑から土が流れて水路に溜まり、

草が生い茂るため、流れが悪くな

ってしまうためたびたび市に相談

している。 

住民から「豪雨時や津波の遡上で

内水氾濫が発生するのでは。」と心

配する声も聞かれた。 

 

            

 

 

 

 

 

 

７ 石作公園付近の水路では、以前犬

が落ちてしまうことがあった。現

在は柵もあるが、子どもの転落な

どの心配もある。 

 

８ 住宅地の階段。踊り場の真ん中に、

車等が誤って通らないようポール

が設置されている。両側に手すり

がある。 
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９ きれいに整備されたゴミステーシ

ョン。かご、ネット、掲示板、水道

もある。 

 

 

 

 

 

10 通学路沿いの斜面。土砂災害警戒

区域。木が道路側に覆いかぶさっ

ている。倒木時は組から市に連絡

した。 

 

 

 

 

11 草木が生い茂る土手。近所の人が

自主的に草刈りしている。 

 

 

 

 

 

12 きれいに整備されたゴミステーシ

ョン。かご、ネット、掲示板、水道

もある。 

 

 

 

13 通学路の横断歩道。旭小の 1 年生

が横断歩道の渡り方について警察

署の指導を受けていた。 

 

 

 

 

14 「こども 110 番のいえ」（神奈川

警察・警親会）の札をつけている

家。 

 

 

 

 

15 縁石がずれてしまっている。 

※写真右：令和 7 年 9 月に確認し

たところ、補修済みであった。 
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16 一旦停止の停止線が交差点との境

にある。「この位置で車が止まって

も、歩道を歩いてくる人とぶつか

ってしまいそうで危ない。」という

住民の声があった。 

 

17 石作公園。 

2 か所出入口があり、どちらも階

段がある。 

中は広い広場になっている。 

滑り台と鉄棒、東屋、10 台のベン

チ、「上宮田第１区自主防災隊倉

庫」が設置されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

18 旭小通学路上の複数の電柱に「通

学路 スピード落とせ」の掲示が

ある。 

 

 

 

 

19 ブロック塀に囲われたゴミステー

ション。上部と正面をネットで覆

っている。ネットがめくれないよ

うに工夫している。 

 

 

20 歩道の境にポールが立っている。 
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21 京浜急行線の高架橋。車 1 台が通

れる幅である。しばしば両方向か

ら車が来て、高架橋手前で片方の

車が端によけている様子が見られ

る。 
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■ワークショップ（茶話会）について 

地域診断の一環として進めてきたワークショップ（茶話会）について、取り組みの経過を記載

する。 

日時・場所 実施内容 

令和 5 年 12 月 地域住民への提案と説明 

区の定例会で組長に調査票、茶話会のチラシを配布し、以下の内容を説明

した。 

「住民有志と共に地域づくりを考える茶話会を開催しながら、住民に地域

のいいところや困っていること等のヒアリング調査をおこなう。地域の団

体や企業にも、地域とのつながり、地域のためにやっていること、今後や

ってみたいこと等を聞き、最終的に冊子にまとめる。」 

併せて組長に調査票を配布し、回答の協力を呼び掛けた（調査票は 19 頁

に掲載）。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年１月 区より茶話会の募集チラシを配布した。 

1 月 27 日（土） 

10：30～12：

00 

レンタルスペー

スあいば 

第 1 回茶話会開催 

参加者 10 名。住民同士で声を掛け合い、民生委員 2 名と主任児童委員、

区長、区の役員、その友人のほか、三浦市社協から声を掛けた区内在住の

ボランティアや老人クラブ会長が参加した。 

  
 

 

 

 

 

２回目以降の茶 第 2 回 令和 6 年 2 月 17 日（土） 9 名 

第 3 回     3 月 18 日（月） 6 名 
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話会 

 

なお、記載の人数は

参加者数である。 

開催場所は、第 2～5

回はレンタルスペー

スあいば、それ以降

は区民会館である。 

 

 

 

第 4 回     4 月 11 日（木） 6 名   

第 5 回     5 月 13 日（月） 6 名 

第 6 回     6 月 11 日（火） 5 名   

第 7 回     9 月 10 日（火） 4 名 

第 8 回     10 月 7 日（月） 5 名 

第 9 回     11 月 12 日（火） 5 名 

第 10 回    12 月 10 日（火） 4 名 

第 11 回 令和 7 年 1 月 21 日（火） 5 名 

第 12 回     2 月 10 日（月） 6 名 

第 13 回     3 月 11 日（月） 5 名 

第 14 回     5 月 12 日（月） 5 名 

第 15 回      6 月 27 日（金） 12 名  ※第２層協議体と合同開催 

第 16 回      7 月 10 日（木） 5 名 

第 17 回      8 月 22 日（金） 6 名 以降も月１ペースで開催中。 

茶話会の様子 

・毎回参加するメンバー全員がスクールガードであることから、スクール

ガードの取り組みの課題や改善点について活発な意見交換が多く挙がっ

た。 

・芙蓉ハイツの活動やふよう会の仕組みについて情報共有をした。 

・地域の困りごとへの対応方法、これから始めたい取り組みについて相談

をすることもあった。 

・防災活動について、東日本大震災から学んだことの共有や上宮田第１区

でできたらいいと思うことについて意見交換した。 

 

 

 

 

 

 

意見 

・高齢者が多い。近所で集まる機会が昔より減っている。 

・工事現場付近に、下校する子どもの見守りが必要だ。下校の見守りは時

間が長いため、やりたくても難しく、できる人が限られる。 

・若い世代が地域でコミュニケーションを持てる機会が少ないと感じる。 

・災害時に向けて、隣近所で訓練や炊き出しをしたい。 

・移住してきた若い世代が「子どもの病院がどこにあるのかわからない。」

など生活上の困りごとを抱えている。 

・スクールガード活動は、近所の高齢者の近況に関する情報交換の場にも

なっている。 
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 なお、本書の作成のきっかけは、南下浦地区の第 2 層協議体において、民生委員の竹原治美さ

んより、上宮田第１区の現状を憂う声を聞いたことである。「数年前までは高齢者が元気で、近

所の家に集まりお茶会をする等の交流があったが、コロナ禍を機に集まりができなくなり、会え

ないまま亡くなる人もいた。同様に、防災訓練等の区の行事も休止している。地域で何か活動が

必要だと思うが、どうしたらいいかわからない。」という話だった。それを聞き、地域診断をお

こなうことが解決の糸口になるのではないかと考えた。その後、竹原さんは継続して茶話会にも

参画している。 

 

  

茶話会参加者と

一緒に実施した

調査 

 

4 月 16 日、4 月 19 日、4 月 23 日、５月２日 

・石作 2 組住民ヒアリング 15 件、アンケート調査 13 件 

・石作ハード面調査 

5 月 7 日、6 月 13 日、6 月 14 日  

・芝原住民ヒアリング 20 件 

・芙蓉ハイツ アンケート調査 8 件 

5 月 27 日、6 月 3 日 

・今井原・仲今井住民ヒアリング 6 件、アンケート調査 14 件 

5 月 30 日、6 月 6 日 

・大瀬戸住民ヒアリング 6 件、アンケート調査 4 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民有志と共に発出した区民向けの案内 
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ワークショップ（茶話会）の進め方について 

 これまでのワークショップ（茶話会）で得られた、ワークショップ運営のノウハウの一部を紹

介する。 

 

  

雰囲気づくり ・堅苦しい会議の場ではなく、参加者が自由な雰囲気で地域の課題や取り

組みなどについて意見交換できる場であることを大切にする。 

・話し合う中で、参加者自身が取り組んできたことに地域づくりとしての

意義や、課題や悩みの改善・解決策を見出すことが、新たな活動の発見

や「やりたい」という意欲につながる。 

・さまざまな住民が顔を出せるような周知や工夫があるとよい。例えば、

新しく引っ越してきた人等を迎え入れる、またはテーマ別の茶話会を作

り、関心を持つ住民を集めて話し合う等。 

話し合いの方法 ・地域づくりを考える有志と定期的に集まり、意見交換を進める。 

・注意としては、結果を急がず、まずはお互いに思っていることを伝え合

うこと。その中で信頼関係を築きながら意見交換をしていくこと。 

話し合いがうま

くいかないとき

は 

 

・課題や取り組むべきことが数多くあるため、皆の思いがまとまらなくな

ってしまうことは当然ある。そのようなときは▼大まかな長期計画を立

てる▼KJ 法（データをまとめるための手法の一つ。ふせんに書いたア

イディアを、グループ化して整理すること。）を活用し、課題や資源を整

理する▼他の自治会や活動団体の取り組みなどを学ぶ等の手段をとって

みる。 
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結果 

 地域踏査と茶話会を通して見えてきた上宮田第 1 区の課題や強みを挙げ、今後に向けた提案

をする。 

 

１ 課題 

（１）自治会に余力がなく、活動の展開が困難である 

 900 世帯を超える大きな区でありながら、自治会の役員は 5 名と少数である。自治会は、会議

等の定例の活動以外に、日常的にゴミステーションや電灯の管理などに追われていて、活動を興

すことは難しいのが現状である。自治会の中に、各組の組長の役割を設けているものの、１年ご

とに交代することもあり、今以上の負担を強いることは困難である。 

 また、現在の自治会活動を維持するという点においても課題がある。区内に公共交通機関がな

く、高齢者や自家用車を持たない住民から「会場である区民会館への距離が遠く、夜の定例会に

行くことができないので、組長等の役を引き受けることができない。」という意見が複数挙がっ

た。 

  

（２）住民間の交流や支え合いに差が生じている 

 住民間の交流が「交流がない・少ない」と感じている住民がいることがわかった。 

 住民ヒアリングで「近所と声を掛け合っている」「安否確認をし合っている」という逆の意見

も複数挙がったものの、それらは「農家」や「高齢者」の近隣間でおこなわれていることが多い

印象を受けた。当然とも言えるが、ある程度長く共に地域で暮らしてきた住民間に発生している

限定的な支え合いのようだ。 

 上宮田第１区は、多様な人が住む地域である。住み始めた時期（先祖代々この地に住んでいる

人や移住者）、住む家の種類（戸建住宅・小～中規模マンション・アパートなど）、世帯の構成（高

齢者独居世帯・日中独居世帯・3 世代同居世帯など）、職種や年齢など、区内に住む人々の様々

な背景がわかった。 

 区画の成り立ちの違いや、住んでいる人の多様さが、区としての一体感を生み出しづらくして

いるようだ。  

 また、コロナ禍の自粛ムードが尾を引いていることがわかった。「コロナの関係でいろいろな

行事が中止になっていた。」「コロナ禍の前は近所で電球を取り換えたりする助け合いが普通に

あった。コロナ禍から感染防止を気遣い、お付き合いしにくくなってしまった。コロナ禍が終わ

っても元の付き合いには戻らず、関係が希薄になってしまった。どうやったら取り戻せるだろう

か。」などの意見も挙がった。 

   

（３）コロナ禍以降、避難訓練が未実施である 

 （２）で述べたコロナ禍の影響は、防災の取り組みについても同様である。過去には区として

一時避難場所を決め避難訓練も実施していたが、ここ数年は実施していない。 
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 今回は、住民の意向を知るために、災害への不安や避難に関する問いを設けた。結果、「歩行

困難者を想定した避難訓練をしてはどうか。」「自治会で災害時の避難について話し合ってない

ことが不安。」など、区における日頃の災害対策を求める意見が多く挙がった。また「坂があり、

指定避難所である旭小への避難が難しい。」など避難の困難さを訴える意見も挙がった。 

 

 

２ 強み 

（１）地縁を保ち育む行事がある 

 住民の一体感を生む魅力的な活動があることがわかった。 

 諏訪神社の祭礼は歴史ある行事でありながら、20～30 代の若者の参画があり、更に中学生か

ら小学生へ木遣りを教えるなど、新しい世代へ脈々と受け継がれていた。この祭礼を通して、新

たに引っ越してきた住民との距離を縮めたという意見も聞かれた。 

 住民からは「つながりが希薄になった」という声も多く上がっていたが、共働きが当たり前に

なり、地域の活動に勤労世代の参加を得ることが全国共通の課題といえる中、このような活動を

継続していることは強みであるといえる。 

 

（２）地域貢献や互助の活動がある 

 例えば、スクールガードや芙蓉ハイツの「ふようの会」などがそれである。これらの活動者は

「茶話会」にも積極的に参加していた。 

 消防団の拠点や自主防災隊もあり、地域を自分達の手で守っていく意識を持つ住民が何人も

いることがわかった。 

 

（３）活動の拠点が複数ある 

 市民活動におけるスペースがない場合は、確保の手間や費用負担が大きくなるものであるが、

区内には区民会館、民間の貸しスペース、喫茶店やファミリーレストランなどがある。近くの南

下浦コミュニティセンターも市民活動の拠点となっている。これだけの選択肢があることは、活

動者を後押しするだろう。 

 

（４）住民や企業の多様性がある  

 課題でも述べたとおり、様々な住民がいることがわかった。また、諸種の企業もある。今後改

めてニーズの掘り起こしや、参画を呼び掛けることで、活動にも多様性を生むと考える。 

 

（５）「茶話会」という集団が生まれ、継続している 

 「地域のために何かしたい」という人達が集まって、定期的に話し合いを持ち、SNS で情報

交換するようになった。茶話会を始めてから本誌をまとめるまでに、茶話会参加者が「スクール
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ガードの活動をより良くしたい」という課題意識を持ち、それを自分達の手で解決するために、

関係者を巻き込み新たな組織（スクールガードの会）を結成するに至った。 

 茶話会の集まりは、住民の主体性そのものであり、今後の展開に期待せずにはいられない。 

茶話会参加者は、南下浦地区の第 2 層協議体にも参加している。今後第 2 層協議体の議論が深

まることで、新たな福祉的課題の解決に向けて行動する可能性も持っている。 

 

 

今後に向けて  

 住み慣れた地域社会の中で、誰もが・いつまでも・安心して暮らしていくための支え合いの地

域づくりの足掛かりとするために、地域診断と茶話会の取り組みを進めてきた。 

 これらの結果を踏まえて、次の 3 点を提案する。 

 １ 自治会の体制強化の検討 

 ２ 今回わかった課題の解決に向けて取り組む 

 ３ 茶話会の継続と発展により「協議体」をつくる 

  

 提案内容は以下のとおりである。 

１ 自治会の体制強化の検討 

 少人数の役員を支えるための仕組みが必要であると考える。 

（１）各専門委員（民生委員、保健衛生委員、青少年指導員等）や区内の活動団体（老人会、自

主防災隊、スクールガードの会等）にも組長の定例会に参加を求めてはどうか。日頃の活

動状況について情報交換しておくことで、互いの活動をフォローし合うことができるので

はないか。 

（２）42 頁にて取り組みを紹介した「ふよう会」の仕組みを取り入れてはどうか。ふよう会は、

マンションの理事会の諮問機関であり、規約作り、住民間の交流会を企画実施する役割を

持っている。同会は住民有志が担い、輪番制の理事の役割を補完している。このように、

補助的な組織を設けることを提案する。 

（３）一部に WEB 会議システムを導入してはどうか。「会場が遠く、夜間の定例会に出ること

ができない。」という意見があったが、Zoom 等 WEB 会議システムを使い、自宅から会議

に出席できれば、この問題は解決できるのではないか。端末の操作が難しい人や環境がな

い人については、区内に点在する貸しスペースや南下浦コミュニティセンター等、何か所

かに中継ポイントを設けることで解消できる。この方法には、導入や運営に費用がかかる

ことや、都度機材の設営が必要なこと、結局区の配布物を区民会館まで取りに行く二度手

間になること、慣れるまでに時間がかかることなどのデメリットがある。しかし、高齢者

や勤労者等、様々な人にとってアクセスしやすくなれば、自治会活動に協力できる人が増

えるのではないか。 
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２ 課題の解決に向けて取り組む 

 地域診断により、避難訓練等の防災活動や、子どもの交流の場等を住民が求めていることがわ

かった。ここでは防災活動の中でも「避難路がわからないから教えてほしい」「傾斜がきつく、

いざというときに逃げられないかもしれない」という意見と、同じく住民ヒアリングで出ていた

防災活動に関する提案を元に、個人や近隣間～中学校区あるいは市域で取り組めることをいく

つか例示する。 

 

【一人ないし家族】（自助）  

・買い物や散歩のついでに、自分で歩いて行ける高台、自分の一次避難所を探してみる。 

・近隣と顔見知りになっておくために、日々挨拶をする。 

・サロンやリハビリテーションで筋力向上に努める。 

・福祉用具の活用により、歩行可能な距離を伸ばす。 

・非常用持ち出し袋を、持ち出しやすいところに置く。 

・家族間で、避難経路や場所と、そこで落ち合う方法を話し合っておく。 

【近隣～組】 

・旭小まで歩きながらおしゃべりする、誰でも自由に参加できる散歩の会を作る。 

・近隣間でお茶会を開く。 

・近隣間で避難経路や場所を話し合っておく。 

【組～区】 

・避難場所や危険個所を、地図等で住民に周知する。 

・小地域における防災活動のいい事例を住民に共有する。 

・住民に向けて、逃げ地図ワークショップや福祉用具に関する勉強会を開催する。 

・高台への避難訓練、炊き出し訓練を実施する。 

・第 2 層協議体に参加し、課題提起する。 

・小地域活動をおこなう団体に向けた奨励金制度を作る。 

【第 2・1 層協議体～市】 

・防災に関する小地域の実情に関する情報交換や、最新の情報提供をおこなう。 

・勉強会等新たな活動の実施について検討する。 

・避難所立ち上げ等大規模訓練をおこなう。 
  
 たった今から気軽に取り組めそうなものから、関係機関各所との協議が必要なものまで様々

な方法を考えた。まずはやりたいことを足掛かりとして、行動を起こすことが重要である。これ

らはあくまで一例であり、話し合うことで、より地域住民のニーズに即した活動にしていくべき

である。話し合うにあたり、茶話会や自治会等への参加に勇気が要るようなら、まずは仲のいい

近隣間の井戸端会議で話してみるなど、とにかくスモールステップで、自分にできることから始
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めることをお勧めする。なお、自分達で茶話会を開いてみたい人のために、98 頁に茶話会のノ

ウハウを掲載しているので、参考になれば幸いである。 

  

３ 茶話会の継続と発展により「協議体」をつくる 

 協議体は範囲別に 1～3 層があり、第 1 層は「市域」、第 2 層は概ね「中学校区」を指す。こ

れらの協議体は、介護保険制度の生活支援体制整備事業の中で設置が定められている。 

 「茶話会」は既に、小地域の困りごとを吸い上げ、できることを模索する第 3 層協議体になり

つつある。今後の継続とさらなる発展のために、まずは住民や地元企業から参加者を募ってはど

うか。思わぬアイディアや推進力が生まれ、活動に広がりを見せるのではないかと考える。また、

第 2 層協議体への参画についても継続し、区内では解決が難しい事例について一緒に考え、連

携して進めることが望ましい。 

 

 

 なお、今回の住民ヒアリング調査は、全世帯の約 9 分の 1 にとどまった。さらにその一部は、

アンケート用紙の配布による実施だったこともあり、地域の活動に協力的である人達から得ら

れた回答であるということには触れておかなければならないだろう。 

 

  最後に、三浦市社協と三浦市が取り組むべきことを記述する。 

 

三浦市社協が取り組むべきこと 「支え合い活動のサポートと地域包括ケアシステムの構築」 

 三浦市社協は、社会福祉協議会が持つ「住民主体の原則」に則り、住民の支え合い活動の創出

や運営のサポートをおこなう立場である。今後も生活支援コーディネーターを中心に、上宮田第

１区の課題解決に向けた地域住民間の支え合い活動を側面的に支援していく。 

 例えば、茶話会の発展のためのネットワークづくりや、勉強会の企画・実施について、助言や

見守り等の支援をおこなう。 

同じく、地域包括支援センターリンクとしては、誰もが住みやすい地域づくりを目指す地域包

括ケアシステムの構築に向けて活動を進めることが求められる。 

まずは、地域住民や活動者との関係づくりが重要である。既にサロン活動の支援や第 2 層協

議体への参加、日々の個別支援を実施しているところではあるが、加えて、茶話会にも顔を出す

ことで関係を構築していきたい。 

 

行政が取り組むべきこと 「地域の支え合い活動を創出する具体的な支援の実施」 

 三浦市には、各地域における支え合い活動を推進するという役割がある。高齢者のニーズと社

会資源の状況を把握し、地域における取り組みを総合的に支援・推進する役割を担う「生活支援

コーディネーター」と、その生活支援コーディネーターの役割を補完する組織「協議体」の設置

が義務づけられている。 
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 現在三浦市では、ようやく第 2 層協議体が市内 3 圏域に設置され、定期的に開催されるよう

になったが、この協議体から生まれる住民主体の活動をどう支援してくのかという具体策を未

だに用意していない。なお形骸化している第 1 層協議体を、政策立案能力の伴う協議体として

再整備していく必要があるだろう。 

 また、介護保険法の介護予防・日常生活支援総合事業における「住民主体型サービス」という

類型が平成 29 年に生まれ、早 7 年が経過しているが、三浦市では未だ自治体として何の動きも

見られない。 

 例えば通所型のサービスは、住民による要支援者を中心とする自主的な通いの場として、体操

や運動、趣味活動等を通じた日中の居場所づくり、定期的な交流会、サロン、会食といった、幅

広い取り組みが対象として認められている。こういった活動団体に補助金を交付して、住民主体

の取り組みを推進する自治体もある。三浦市は早急に、事業整備を進めていく必要がある。 
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編集後記 

上宮田第１区での地域踏査を終え、ようやく地域診断書を発行することができました。まずは、

お忙しい中、地域の実情について丁寧に、そして、率直なご意見をお聞かせくださいました住民

の皆様、関係各位に、感謝を申し上げます。 

そして、今回地域を考える「茶話会」のメンバーとして当初からともに取り組んでくださった

住民有志の皆様に心より敬意を表します。上宮田第１区という大きな区を前に不安を感じてい

ましたが、この区で取り組むきっかけをくださった民生委員の竹原さん、社協からの提案を快諾

してくださった髙橋区長をはじめ、茶話会に集まった皆様が上宮田第１区への熱い気持ちをも

って毎月茶話会に参加し、地域の課題について意見交換を重ねる姿に力をもらいました。 

調査開始から発行に至るまでに、予定を大幅に超えて時間がかかってしまったことをお詫び

いたします。ただ、期間中にヒアリングでまわることができなかった住宅が多くあることが心残

りです。「こんな課題がある」「こんな助け合い、支え合いがあることを知っている」という方は

よろしければぜひ茶話会にご参加いただいたり、茶話会出席者に意見を伝えていただけると大

変嬉しいです。 

最後に、茶話会に参加された有志の皆様からの一言を記載します。1 年以上にわたる茶話会、

住民ヒアリングへの参加、本当にお疲れ様でした。上宮田第１区の皆様が、住み慣れた地域でい

つまでも安心して暮らしていけるよう、これからの活動もサポートさせていただきますのでよ

ろしくお願いいたします。（生活支援コーディネーター齋田聖子） 

 

◯茶話会に参加した有志の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

令和 7 年 8 月 22 日茶話会にて 

前列左から新倉邦夫さん、熊谷敏明さん、髙橋公雄さん、竹原治美さん 

後列左から齋田聖子、長嶋貴子さん、山岸義明さん 

 

（以下順不同・敬称略） 

髙橋公雄（区長）  

上宮田第 1 区の茶話会が月 1 回のペースで開催されています！区内のことやほかの地域の

ニュースなどを交えて話し合いをおこなって情報を得ています。今後も区内の活動の参考に
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して高齢化社会に対応できる生活環境を少しでも進めていきたいと思っています。 

 

竹原治美  

毎日子育てや仕事に追われ地域のことなど考えずに生活してきました。子育ても終わりや

っと自分の時間が持てたとき、依頼を受けて民生委員になり、地域のことを考えるようになり

ました。その時に、社協から地域診断のお話が来て活動するようになり、たくさんの人達の話

を聞きながら、地域の問題等…多くのこと知ることができました。高齢者や子ども達の問題、

新しく移住してきた方との付き合い方等、問題は山積みですが、これからもたくさんの方達と

話し合いながら上宮田 1 区が住みやすい町になってくれたらと願っています。 

 

山岸義明 

 茶話会の一員として参加でき、大変見識を深めることができました。区長、区の役員の方、

近隣の方々と「住みやすい快適環境」を様々なテーマについて相談できました。感謝していま

す。 

 

熊谷敏明  

 区長をはじめ、長年地域活動に貢献されてきた方々との話し合いを通じて、芙蓉ハイツも上

宮田１区の一員であることを再確認しました。スクールガードに関しては、旭小の児童を見守

るために、地域での協力と連携が重要であると確認できました。このような会を設定していた

だきましたことに感謝申し上げます。 

 

新倉邦夫  

この診断書づくりに協力できてよかったです。1 区は今まで大きな災害もなくとても住みや

すい町だと思います。しかし現在は全国で異常気象や地震が頻発し、また南海トラフ地震も今

後 30 年の間に起こるといわれています。大きな災害を小さな被害にするには防災に力を入れ

区民の皆様とこの町を守っていきたいです。 

 

長嶋貴子 

 来年自治会の役員が回ってくるって時に「おいでよ」と同級生の竹原さんに誘われて茶話会

に参加。そしたら「うちはこんな地域だよ。」「うちはサークル活動してるよ。」と色々情報が

貰えて世間が開けるって感じ。そして石作 2 組の地域診断のアンケートを斉田さん竹原さん

とまわり、ご近所の困っていることや関心のあることが少しずつ見えてきて、ご近所みんなで

顔の見える関係作りができつつあります。茶話会そして地域診断に感謝。  
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